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2015年に国際連合（国連）で採択された2030アジェンダの中に、持続可能な開発目標

（SDGs）が示され、持続可能な社会の実現に向けて、世界の共通言語として、さまざまな分野で

取り組まれています。

気候変動や生物多様性などの地球規模の問題や、少子高齢化や格差などの国内の課題に対して、

社会の発展に重要な役割を担うとともに、事業活動に伴う環境影響など課題を抱えている建設業界

の積極的な取り組みが求められています。

一方、建設業界においては、SDGsとは何か？、どのように取り組んだらよいのか？、どのよう

な取組み事例があるのか？といった情報が整理されておらず、認識が不十分になりがちで、SDGs

の経営への浸透や取り組みにばらつきが見られます。

そこで環境技術部会では、建設業界のSDGsへの取り組みを加速させることを目的として、2020

年度から「建設業におけるSDGsに関する調査」ワーキングを設け、SDGsの基本的な知識や建設

業内外の取り組み事例を調査しました。また、政府がSDGs実施指針で示した8つの優先課題に基

づいて、建設業におけるSDGsアクションプラン案の概要と取り組み事例を自主研究成果として整

理しました。本資料では、上記の自主研究成果のほか、外部講師によるSDGsの基本的な情報（講

演資料）も掲載しました。

本資料が、企業・団体の取り組みのきっかけや参考になり、建設業全体のSDGsへの取り組みの

推進に役立てば幸いです。
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１．SDGsの概要
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(1) SDGsとは

• SDGs実施指針の中で、SDGsを達成するため日本が取り組むべき8つの優先課題（表-1.1）と取り組み

にあたっての５原則（普遍性、包摂性、参画型、統合性、透明性と説明責任，表-1.2）が示された。

図-1.1 SDGsの17目標

• 2015年9月に国連で採択された2030アジェンダ

の中で、持続可能な開発を実現するための

目標（SDGs）として、17の目標（分類）と

169のターゲット（具体的な目標）、231のイ

ンディケーター（各ターゲットに対応した指

標）が示された（図-1.1、参考-1～9）1)。

2

これらにより、①自らが当事者として主体的に参加し、②持続可能な社会の実現に貢献できるよう障壁

を取り除き、③あらゆるステークホルダーや当事者の参画を重視し、④当事者の視点を施策に反映する

ための手段を講じ、全員参加型で取り組むことが求められている。

•日本を含む各国は2030アジェンダの実現に

尽力することが求められ、2016年12月に

SDGs実施指針（2019年12月改訂）2)が我が

国の国家戦略としてSDGs推進本部（本部

長：内閣総理大臣）より示された。

• SDGsの達成に取り組む企業には、企業の強み（経営資源や専門性等）や事業活動による影響に応じて、

取り組むべき重要課題を設定して経営資源を投入することが求められている 3) 4)。また、取り組みにあ

たっては、SDGsのあるべき目標を設定し、その将来の「あるべき姿」から逆算して「今何をすべき

か」を考える「バックキャスティング思考」が必要とされており、創造性やイノベーション、様々なス

テークホルダと連携した取り組みが求められている 5)。



取組みの5原則 要点

普遍性 国内実施と国際協力の両面で率先した取り組み、全ての国が行動

包摂性 普遍的価値としての人権尊重、ジェンダーの平等と視点の主流化、
“誰一人取り残さない”

参画型 全ステークホルダーや当事者の参画を重視し、当事者視点の全員参加型

統合性 直接関連する優先課題以外の社会・経済・環境いずれの課題への統合的な取り組み

透明性と説明責任 高い透明性を確保して定期的に評価、公表

表-1.1 SDGs実施指針に示された8つの優先課題

分類（5つのP） 8つの優先課題

People （人間）  ① あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現

② 健康・長寿の達成

Prosperity （繁栄） ③ 成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション

Planet （地球） ④ 持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備

⑤ 省・再生可能エネルギー、防災・気候変動対策、循環型社会

⑥ 生物多様性、森林、海洋等の環境の保全

Peace （平和） ⑦ 平和と安全・安心社会の実現

Partnership （パートナーシップ） ⑧ SDGs 実施推進の体制と手段

表-1.2 SDGs実施指針に示された取り組みの5原則

3
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(2) SDGｓを取り巻く社会の動向

〔国際〕

・2016年  5月 全国務大臣で構成する持続可能な開発目標（SDGs）推進本部（本部長：

内閣総理大臣）2)を設置

・2016年12月   持続可能な開発目標（SDGs）実施指針 2)を策定（2019年12月に改定）

・2017年12月  SDGsアクションプラン2018を採択、以降毎年12月に翌年のアクションプラ

ンを発表 6)

・2018年  8月 内閣府が地方創生SDGs官民連携プラットフォームを設立。2018年度より、

SDGs未来都市を毎年約30選定し、そのうち優れた10の提案を自治体SDGs

モデル事業に選定

・2018年11月 経済産業省がSDGs経営／ESG投資研究会を立上げ、2019年5月にSDGs

経営ガイド 5)を発表

・2017年11月 日本経済団体連合会（経団連）が企業行動憲章 7) をSociety5.0の実現を通

じたSDGsの達成を柱とするものに改定し、会員企業の事例等を公表 8)

1) これまでの経緯

4

・2015年 9月 2016年から2030年までの持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable

Development Goals）が国連で採択

〔国内〕

官庁

民間



(2) SDGｓを取り巻く社会の動向

2) 主な動向

・SDGsでは、持続可能な開発における課題解決のため、民間企業に対し、活動・投資・イノベー

ションや創造性を求めている（2030アジェンダ 第67条）3)。また、経団連の企業行動憲章に

より、持続可能な社会を推進することは企業の重要な役割であることが示された 7)。

・民間企業がSDGsに取り組む理由として、次のことが挙げられている。4) 9)

1）ビジネス機会の獲得
SDGsの実現が社会的課題になることで、エネルギー、環境、健康などの社会課題解決に寄与

する製品やサービスのニーズが増加し、積極的に取り組む企業がビジネス機会を得られる。
また、ステークホルダーとの関係強化により、新たな市場開拓の機会が得られる。

2）経営リスクへの対応
サプライチェーンを含めた人権問題、環境影響などのSDGsに対するネガティブインパクトが

企業経営の持続性に悪影響を与える場合があり、SDGsに取り組むことで経営リスク回避につな
がる。

3)  SDGｓへの貢献による企業価値の向上
SDGsの実現には、本業の事業収益に直接関係しないボランティア活動など社会貢献性の高い

事業による取り組みも求められ、それらはブランド力の強化、ガバナンスの向上に寄与する。

4) ESG投資、グリーンボンド、インパクト投資等による事業資金獲得
SDGsに取り組む企業では安定的な成長が見込めることから、SDGsが企業評価の指標になっ

ている。また、投資によるリターンとともに、社会的、環境的な課題解決を目指すインパクト
投資が増加している。SDGsに係る個別事業では、実施企業自体のSDGsへの取り組みが投資家
等から審査要件になりつつある。
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図-3.1 SDGsの取り組みのイメージ

(3) SDGｓに取り組む留意点
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1) 主な留意点

・今までの豊かさを追求するやり方（現状の世界）は持続可能ではないことを認識する。

・改善（問題が起きて解決する）ではなく、構造的な変革が求められている。

・将来のあるべきビジョン「持続可能な世界」からのバックキャスティングの視点で取り組む。

17の目標が最終目標ではなく、17の目標の先に、目指すべきビジョン「持続可能な世界」が

提示されていることを認識する。

SDGsをはじめ建設業の環境対策などに見識のある石井雅章氏（神田外語大学教授）より、

SDGsの基礎から取り組み方法について講義をいただいた。講義内容を基に、SDGsに取り組む

にあたっての主な留意点を以下に示す。（詳細は、参考-10～24）

・各目標には相互関係（シナジー、トレード

オフ）があり、ばらばらに扱うのではなく、

一つのまとまったものとして統合的に取り組み、

同時解決を実現する。

・あらゆる事業活動を、実施指針の「ビジョン、

8つの優先課題」の観点から満足しているか

捉え直すことが求められる。８つの優先課題や

アクションプランを項目としてリスト化すると、

どれをやるかの議論に陥りやすいので注意が必

要である。アクションプランや事例は、あくま

でもイメージしやすくして参考にするための

ツールとして活用する。



(3) SDGｓに取り組む留意点

2) 取り組みのフロー（SDGｓを統合的に取り組むための8つのフェーズ）
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① 存在を認識する ② 内容を「理解」する

③ 関連するものを当てはめる ④ 貢献できるものを当てはめる

（企業や業界団体として説明できるようにする）

（④で終わると統合的な取り組みにならない。⑤以降を参照）



(3) SDGｓに取り組む留意点
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⑤ ステイクホルダーに当てはめる ⑥ ステイクホルダーとの関わり方を捉え直す

⑦ 既存のシステムを捉え直す ⑧ システム内でのあり方を捉え直す

(どのようなステイクホルダーがその事業やサービスにある
かを洗い出し、ステイクホルダーにとってどのような
目標・ターゲットが大事か、直接関係あるかを考える。)

（経済的な取引上の考え方だけではなく、働き方や健康や
ジェンダー平等、環境影響といったことまで、かかわり方
をもっと良くすることができないかを考える。）

（システムそのものの変革。一企業だけではできない
場合もある）

（生態系など人間の力で生み出すことができない仕組みが
あれば、その仕組みを前提として、その仕組みの中での
あり方、ふるまい方、活動の仕方を捉え直す。）

SDGsは人間中心
の考え方のため､
人間の力で､どう
することもできな
いことがあるとい
う発想の中で､行
動や関わっていく
フェーズも取り入
れる必要がある｡

マネジメント
システムの環境
側面の洗い出し
をSDGsの項目
に当てはめる
イメージ



２．建設業における
SDGsアクションプラン案の概要
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(1) 政府のSDGｓアクションプラン2021の概要

表-2.1 政府のSDGsアクションプラン2021の取り組み項目

本ワーキングでは、政府のSDGsアクションプラン2021（表-2.1）10)の取り組み項目に基づき、

建設業の取り組みを整理した。（最新の政府のSDGsアクションプランは、持続可能な開発目標

(SDGs)推進本部のホームページ 6)を参照）
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(2) 建設業のSDGsアクションプラン案の概要

政府が示したSDGsに関わる8つの優先課題の分類で、事例調査等を実施し、関連性等に考慮して

抽出した建設業のSDGsアクションプラン案の取り組み項目の分類を表-2.2に示す。

表-2.2 建設業のSDGsアクションプラン案の取り組み項目

優先課題3

成長市場の創出､地域活性化､
科学技術イノベーション

⚫未来志向の社会づくり

⚫基盤となる技術・データ

⚫地方創生や未来志向の社会づ
くりを支える技術･基盤･制度

⚫地方の技術･基盤強化

⚫農山漁村を含む地域の活性化

⚫農林水産業の成長産業化

⚫スマート農林水産業の推進

⚫農林水産業を担う人材等の
育成･確保

優先課題4
持続可能で強靭な国土と

質の高いインフラの整備

⚫持続可能で強靭な街づく
り

⚫文化資源の保護･活用

⚫世界の強靭化に向けた
国際貢献

⚫質の高いインフラの海外
展開

優先課題5
省･再生可能エネルギー，
防災･気候変動対策,循環型社会

⚫再エネ･新エネ等の導入促進

⚫循環型社会への貢献

⚫徹底した省エネの推進

⚫気候変動対策

⚫持続可能な生産･消費の促進、
食品廃棄物･食品ロスの削減や活用

⚫研究開発の推進(省･再エネルギー､

  防災･気候変動対策､循環型社会)

優先課題6
生物多様性、森林･海洋等

の環境の保全

⚫海洋保全･海洋プラス
チックゴミ対策

⚫生物多様性･森林保全

⚫大気保全

⚫化学物質対策

優先課題1
あらゆる人々が活躍する社会･

ジェンダー平等の実現

⚫ジェンダーの主流化･女性の活躍推進

⚫ダイバーシティ･バリアフリーの推進

⚫働き方改革

⚫貧困･格差解消に資する社会保障制度の措置等

⚫子供の貧困対策推進

⚫次世代の教育振興

⚫あらゆる人々の教育機会の確保

⚫国内外におけるSDGsの達成を担う人材育成の
強化 

⚫消費者等に関する対応
⚫若者･子供､女性､障がい者に対する 国際協力

優先課題2
健康・長寿の達成

⚫新型コロナウイルス感
染症危機に対する取組

⚫感染症対策等医療の研
究開発

⚫ユニバーサル･ヘルス･
カバレッジ(UHC)推進
のための国際協力

⚫アジア･アフリカに
おける取組

優先課題8
SDGｓ実施推進の体制と

手段

⚫広報の啓発と推進

⚫市民社会等との連携

⚫モニタリング

⚫環境・社会･ガバナンス
(ESG)投資の推進等

⚫SDGｓ達成のための    
革新的資金調達

⚫途上国のSDGｓ達成に
貢献する企業の支援

⚫国際社会との連携

優先課題7
平和と安全・安心社会の実現

⚫子どもの安全等

⚫再犯防止対策・法務の充実

⚫公益通報者保護制度の整備・運用

⚫法の支配の促進に関する国際協力

⚫平和のための能力構築に向けた国際 
協力を通じた積極的平和主義

⚫人道・開発・平和の切れ目のない支援 

⚫中東地域・アフリカ地域の平和と安全

⚫ディーセントワークの促進に関する 
国際協力

⚫アジアの平和と安定 11



3．建設業における各優先課題の主な取り組み
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建設業のSDGsアクションプラン案の取り組み項目とその概要をp.13～41に示す。

建設業に直接関連する項目のほか、社会的に重要性が高まっている幅広い項目を取り入れたため、

政府が関係省庁の施策として取り上げたアクションプランの項目と必ずしも一致していない。



1)  ジェンダーの主流化・女性の活躍推進

優先課題１：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1
あらゆる分野における
女性の活躍

女性の様々な分野へのチャレンジを支援し、仕事と育児・介護等を
両立できる働きやすい職場環境を整備して、多様な視点や発想を取り
入れ、活力ある生き生きとした社会を実現

1-2 ジェンダーの主流化※ 組織のすべての人が働きやすく、働き続けたくなる職場環境づくりと
意識改革を推進し、性別にとらわれず能力を発揮できる職場を実現

2) ダイバーシティ・バリアフリーの推進

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1
ダイバーシティ経営の
普及推進

性別・年齢・国籍・性自認・性的指向・障がいの有無等にかかわらず
すべての人が活き活きと働くことができる職場環境を実現（シニア層
や障がい者の活躍推進、オールジェンダートイレや礼拝室の設置等）

2-2
｢情報や心のバリア
フリー｣の推進

手話翻訳アプリ等による情報バリアフリーや、様々な心身の特性･考え
方を持つ人々の相互理解を深めるコミュニケーションツールの提供
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※ジェンダー（社会的・文化的につくられる性別）平等の観点をあらゆる政策や制度に反映すること



4) 貧困・格差解消に資する社会保障制度の措置等

優先課題1：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(2)

5) 子供の貧困対策推進
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No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
貧困・格差解消に資する
取組

フードバンク支援事業への協力、NGOを通じた寄付支援、農業を通じ
た地方創生への貢献

No. 取組項目 アクションプランの概要

5-1
子供の貧困対策等の支援 NPOを通じた子供たちの自立サポート、低肥条件に適応する育種素材

の開発、マッチングギフトプログラムの推進

5-2
子供たちを支援する環境
の構築

企業とNPO等とのマッチングによる子供の貧困対策の推進、子供を取
り巻く社会課題の社員勉強会、貧困の解決策に関する情報発信

3) 働き方改革

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1 働き方改革の着実な実施
長時間労働の是正や柔軟な働き方がしやすい環境整備、育児や介護と
仕事の両立支援、障害者・高齢者等の就労環境の創出・整備、ICT活
用等による生産性向上、社員のワーク・ライフ・バランスを実現

3-2
テレワークの推進・
オフィス改革

テレワークやABW※などの導入により、生活と仕事の両立や、時間と
働く場所にとらわれない働き方による高いパフォーマンスの推進

※Activity Based Workingの略、仕事内容に合わせて時間や場所を自由に選択できる働き方



7) あらゆる人々の教育機会の確保

優先課題1：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(3)
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No. 取組項目 アクションプランの概要

7-1
共生社会の形成に向け
た教育の推進

認知機能に着目した子供の学び支援、障がい者に対する自立に向けた
実習、およびインターシップ受入

7-2
国内留学生・外国人
技術者に対する
教育支援

外国語字幕版の教育教材による技術系資格習得支援、無電化地域の電
化と技術移転、インフラの維持管理技術の継承、国内の外国人留学生
に向けた奨学金制度

7-3
女性の多様なチャレン
ジに寄り添う学びと
社会参画の推進

NPO法人と連携し、学びの提供によるシングルマザー支援

7-4
国外での教育支援の
取組

無電化地域へのランタン寄贈による社会課題解決への取組、学校建設
への支援、運動プログラミングの初等義務教育への導入、外国籍社員
を含む全役職員への研修、外国籍社員へ日本語教育の展開

6) 次世代の教育振興

No. 取組項目 アクションプランの概要

6-1
次世代の教育振興
（建設業界の取組）

建設現場、研究施設での見学会や研修受入・教育教材・奨学金制度協
賛等による建設工事の理解と魅力を高める取組、自社社員・協力会社
の人材育成のための取組

6-2
次世代の教育振興
（その他業界の取組）

環境や災害を通じた教育による次世代への技術継承、人材育成および
普及啓発、先端技術を活用した遠隔校外学習の支援



8) 国内外におけるSDGsの達成を担う人材育成の強化 

優先課題1：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(4)

9) 消費者等に関する対応

16

No. 取組項目 アクションプランの概要

8-1
持続可能な開発のための
教育（ＥＳＤ）の推進

オンラインゲームを通じた豊かな社会実現のための担い手育成事業、
SDGsを学べる出張授業やワークショップの開催

8-2
企業におけるSDGs人材
育成の強化のための取組 

「eco検定」取得推進による環境教育の整備、スポーツイベント協賛
活動を通じたアスリートの支援

No. 取組項目 アクションプランの概要

9-1
顧客本位の業務運営への
取組

顧客満足・社会的信頼確保のための自社本業の取組



10) 若者・子供、女性、障がい者に対する国際協力

優先課題1：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(5)
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No. 取組項目 アクションプランの概要

10-1
発展途上国の子供たち
への支援

NGOを通じた子供たちへの学用品寄贈、道路開発事業を通じた学校や
地域コミュニティへの継続的な支援

10-2
発展途上国の女性への
支援・雇用創出

生体認証による母子保健医療情報の整備、労働集約型自社工場の建設
と女性雇用の創出

10-3
障がい者の自立と社会
参加支援

重度身体障がい者の就労支援

10-4
国連児童基金
（UNICEF）等を通じ
た支援

マッチングギフトプログラムによる社員有志と会社による社会貢献



1) 新型コロナウイルス感染症危機に対する取組

優先課題２：健康・長寿の達成(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1
新型コロナウイルス感染
症から国民の命を守るた
めの体制確保

感染防止に配慮した医療・福祉サービス提供体制の確保、医療関係等
に係る情報の効率的な取得、医療用物資・医薬品原薬等の確保、PCR
検査・抗原検査等の戦略的・計画的な体制構築、保健所などの機能強
化、ワクチン・治療薬の開発の支援・感染拡大防止に向けた研究開発
の推進

1-2
新型コロナウイルス感染
症のワクチンへの公平な
アクセスの確保

発展途上国へのワクチン普及を通じ、子ども達の命と人々の健康を守
ることを目的とするGaviワクチンアライアンスの活動に必要な資金調
達を呼び掛けるため「グローバル・ワクチン・サミット」を開催し、
国際的な枠組みであるCOVAXファシリティを立ち上げ・支援

1-3 データヘルス改革の推進

厚生労働大臣を本部長とする「データヘルス改革推進本部」において、
健康・医療・介護分野におけるICTの活用を検討し、データヘルス改
革で実現を目指すべき未来と、それらの実現に向けた2025年度まで
の工程表を2019年9月に策定、この工程表に沿って取組を推進

1-4 健康経営の推進

企業等が従業員の健康保持・増進に戦略的に取り組む「健康経営」を
推進するために、「健康経営に関する顕彰制度（健康経営銘柄、健康
経営優良法人認定制度）」「健康経営を行う企業の裾野拡大や質の高
い健康経営に取組む企業がより評価される環境の整備に向け健康経営
の資本市場からの評価指標策定の検討」などの取組を実施
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優先課題２：健康・長寿の達成(2)

2) 感染症対策等医療の研究開発

19

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1 母子手帳の普及
技術協力等を通じ 25以上の国で、母子手帳の開発・導入・試行・普
及支援を行い、妊産婦健診の受診率の向上、予防接種率の向上、母親
の知識向上等に貢献

3-2

健康危機対応能力強化に
向けたグローバル感染症
対策人材育成・ネット
ワーク強化プログラム
（通称 PREPARE）

UHC のアフリカでの実現に寄与するためアフリカ域内の拠点感染症
ラボの能力強化とネットワーク化を支援、北大・長崎大の協力を得て
開発大学院連携事業も展開中、アフリカ疾病予防管理センター
（Africa CDC）とも連携

3) ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）※  推進のための国際協力

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1 感染防止の設備開発
新興・再興感染症研究基盤創生事業、既存設備を新型コロナウイルス
感染症対策用に改良、自社技術を駆使し本人認証や日常動作を非接触
対応などの感染防止に寄与する設備開発を実施

2-2 感染症対策に関する研究

新興・再興感染症研究基盤創生事業、感染症流行地の研究拠点におけ
る研究の促進や長崎大学BSL4施設を中核とした研究基盤の整備によ
り、国内外の感染症研究基盤を強化、また海外研究拠点で得られる検
体・情報等を活用した研究や多様な分野が連携した研究を促進、感染
症の予防・診断・治療に資する基礎研究を推進

※全ての人が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービスを、支払い可能な費用で受けられる状態



4) アジア・アフリカにおける取組

優先課題２：健康・長寿の達成(3)

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
アジア健康構想・アフリ
カ健康構想の推進

アジア諸国およびアフリカ諸国との相互互恵的な協力を通じ、医
療・介護、ヘルスケアサービス、健康な生活を支えるサービスにつ
いて、自律的な産業を振興し、裾野の広い富士山型のヘルスケアの
アジアとアフリカでの実現を推進

4-2
アフリカにおける UHC※

（UHC in Africa）
行動枠組み

TICADⅥで「UHC in Africa」行動枠組みを提唱、アフリカにおける 
UHC達成を目標に各国の保健システム強化を支援

4-3

医療施設におけるカイゼ
ン手法の普及(5S-KAIZEN 
-TQM、旧きれいな病院プ
ログラム）

33か国の2000以上の医療施設が日本の産業界で開発された職場環境
改善と品質管理のカイゼン手法を導入し、医療資源に限りのある医
療施設において大きな成果、2012 年にはUN南々協力賞を受賞、
2015年にはDAC賞のファイナリストに選出

4-4

アフリカにおける顧みら
れない熱帯病（NTDs）対
策のための国際共同研究
プログラム

我が国とアフリカ諸国の大学等研究機関において、NTDsの予防、診
断、創薬、治療法の開発等を行い、成果の社会実装を目指すととも
に、共同研究を通じてアフリカの若手研究者の人材を育成
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※ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（前頁を参照）



1) 未来志向の社会づくり

優先課題３：成長市場の創出､地域活性化､科学技術イノベーション(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1 Connected City
あらゆるモノやサービスをオンラインでつなげるヒト中心の実証都市
で新たな価値の創出、ビジネスモデルの構築を推進

1-2 i-Construction の推進
無人化施工等による労働力不足の解消や生産性向上、また被災地や
宇宙など有人施工が難しい空間でのインフラ整備を支援

2) 基盤となる技術・データ

3) 地方創生や未来志向の社会づくりを支える技術・基盤・制度

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1
総合科学による地球規模
課題対応

リモートセンシング技術により得られる画像等の情報を高度に処理・
提供し、地球環境の問題解決や都市・地域づくり、災害対応のインフ
ラ整備などを支援

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1
Society 5.0を支える
ICT開発

インフラ整備の効率化や物流の高度化、豪雨時のBCP対策、次世代
モビリティとの融合等、未来志向の社会づくりを支える技術開発

3-2
データ連携促進型
スマートシティの推進

ロボットやIoT、ウェアラブルデバイスによる労働力不足の解消と
安全な職場環境の確保。また、DXによる働き方改革と人材開発の推進
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4) 地方の技術・基盤強化

優先課題３：成長市場の創出､地域活性化､科学技術イノベーション(2)

5) 農山漁村を含む地域の活性化

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1 未来技術の社会実装
AIやIoT、5Gなどを駆使して、データをより高度に利活用することで、
ビジネスに変革、企業の成長、地方の様々な社会課題解決を支援

4-2 地方創生SDGsの推進
地方へ本社機能の一部を移転させ、地域との交流を目的とした拠点を
設立し、地方採用・子どもの育成の場の創出により、地方創生を推進

4-3
地域金融機関との若者
の創業支援

「地域経済の活性化・地域の魅力向上・地域課題の解決」を目的として
掲げ、若者の創業支援を地方公共団体・地域金融機関と連携して推進

4-4 持続可能な観光の推進

道の駅やパーキングエリアを観光や地域活性化の拠点とする他、公の
施設の指定管理者として運営・管理のノウハウの蓄積を推進

市街地の未利用空間や商業施設周辺に緑地や利用者のニーズに応じた
休憩施設などを整備したり、地域独自の自然資本を活用することで、
地域経済を活性化

No. 取組項目 アクションプランの概要

5-1
農山漁村の振興のため
の支援

食料自給率の低下を背景とした国産農産物へのニーズや地産地消への
取り組みの他、耕作放棄地の解消など農業分野の課題の解決を推進

5-2 棚田地域振興
森林の涵養機能と棚田の水利用を解析し、水循環と水収支を明らかに
することにより、水源保全の取り組みから生み出される産業を通じて
地域活性化を推進
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6) 農林水産業の成長産業化

優先課題３：成長市場の創出､地域活性化､科学技術イノベーション(3)

7) スマート農林水産業の推進

8) 農林水産業を担う人材等の育成・確保

No. 取組項目 アクションプランの概要

6-1 農林水産業の６次産業化
地方公共団体・地権者と連携を図り、農地を集約・大区画化し、農業
の６次産業化による地域活性化を推進

6-2
木材産業・木造建築の
活性化

木材の地産地消で地域の経済を循環させ、林業、木材加工業、運送業、
建設業の活性化と維持管理を元に人材育成を推進

No. 取組項目 アクションプランの概要

7-1
スマート農業総合推進
対策事業

ビッグデータの解析やスマートフォン・タブレットの活用等、AI、
IoTの導入により、農業の労働力不足の解消や自動化、効率化を推進

7-2 スマ－ト水産業推進
ICT を活用した漁場・養殖場などの管理により、水産資源の持続的な
利用と生産基盤の強化を一体的に推進

No. 取組項目 アクションプランの概要

8-1
「緑の雇用」新規就業者
の育成

豊かな森林資源を有する地域の間伐材由来の木質バイオマスによる
発電事業によって、未利用材の利用促進における自然と人間との共生
の継続を推進
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優先課題４：持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備(1)

1) 持続可能で強靭な街づくり 

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1
地震を含む自然災害
への防災・減災、復旧

防災・減災機能の強化のため、自然災害の予防・対応力を向上させる
ための研究開発および取組の推進

1-2
災害情報共有・予測
システムの活用

最新観測予測分析技術およびモニタリングシステムによる災害の把握と、
被害推定による避難行動への支援

1-3 水防災対策の推進
あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」の推進と予測
システム・貯留システム等の技術開発

1-4
エネルギー供給網の
強靭化

平常時の節電対策と非常時の事業継続対策を両立する街づくり、災害時
の電力供給にも対応したスマートマンションなど災害対応力向上の促進

1-5 インフラの長寿命化
構造物の調査・診断、耐震補強、ダム機能の向上や長寿命化、コンク
リート構造物の長寿命化等の推進

1-6
廃棄物の削減及び資源
の有効利用

頻発化・激甚化する自然災害により発生する膨大な量の災害廃棄物の
削減、資源の有効利用の促進

1-7 水の安定供給
既存施設の徹底活用やハード･ソフト施策の連携により、災害や渇水等
に対応したリスク管理型の水の安定供給の推進

1-8
グリーンインフラの
推進

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境の
有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある地域づくり等を推進

1-9
戦略的な社会資本の
整備

国土強靱化、防災・減災対策、老朽化対策などの分野に重点化し、
ストック効果が最大限発揮されるよう戦略的な取組の推進
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優先課題４：持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備(2)

2) 文化資源の保護・活用

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1
石垣や歴史的構造物の
保存・修復

国宝・重要文化財（建造物）を次世代に継承するための修理や、自然
災害等から護るための防災施設等の整備、耐震対策等の推進

2-2 建造物の保護・活用
神社・仏閣向けの防災設備の推進、歴史上・学術上価値の高い史跡等
について、保存整備や活用等の推進

25

3) 世界の強靭化に向けた国際貢献

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1 インフラ構造物の強靭化
インフラ構造物の洪水対策、安全対策、改修に対して日本の技術及び
製品使用による支援

3-2
インフラメンテナンスの
技術支援

インフラ構造物の調査技術、異常検知システム、再生技術などによる
支援

3-3
環境に関する国際協力の
推進

環境インフラの海外展開の推進によるSDGs 達成に資する環境協力、
支援

4) 質の高いインフラの海外展開

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
質の高いインフラ構築の
取り組み

世界のインフラ需要に対して質の高いインフラ整備を推進

4-2
インフラ構築のための
工法、材料

杭の圧入工法や循環式ブラスト工法の提案、防災のための機材や知識
などの支援



1) 再エネ・新エネ等の導入促進

優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1 風力発電
洋上風力発電の導入拡大に向けた低コスト化、および風力関連産業の
競争力強化等の研究・技術開発

1-2 太陽光発電

立地制約（ビル壁面等）を克服する柔軟・軽量・高効率な次世代型太陽
電池の技術開発

太陽光を農業生産と発電とで共有する営農型太陽光発電の全国的な展開

1-3 水素エネルギー

再生可能エネルギーで製造した水素等を活用し、FC (燃料電池）モビリ
ティの先進導入モデルの構築や公共施設･駅･工場等のゼロエミ（ゼロエ
ミッション）化

再生可能エネルギーを活用した水素製造や国際的な水素サプライチェー
ンの構築、発電分野における水素の利活用

1-4 バイオマスエネルギー

家畜排せつ物の畜産バイオマスを活用し、エネルギーの地産地消に資す
るバイオガスプラント等の導入を支援

国産木質バイオマス発電・熱利用の促進
(未活用の早生樹等の活用実証)
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2) 循環型社会への貢献

優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(2)

3) 徹底した省エネの推進

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1
一般廃棄物処理施設の
整備

市町村等が行う高効率発電設備の整備や余熱利用、防災拠点として
の災害時への対応を含めた一般廃棄物処理施設の整備・長寿命化等
の支援としての取り組み

2-2
産業廃棄物のコンクリー
トへの使用

高炉スラグ、フライアッシュ使用によるCO2削減

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1 産業界の自主的取組
業界ごとに自主的に温室効果ガス排出削減目標を設定し、省エネル
ギーをはじめとした国内事業活動における排出削減への取り組み

3-2
施設園芸における省エネ
対策

産地の収益力強化に向けた取り組みとして、ヒートパイプ等の省エ
ネルギー設備の導入支援

3-3 ＺＥＨ／ＺＥＢ
大幅な省エネルギーを実現した上で再生可能エネルギーにより年間
で消費するエネルギー量をまかなうことを目指した住宅・建築物の
導入を推進
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優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(3)

4) 気候変動対策

5) 持続可能な生産・消費の促進、食品廃棄物・食品ロスの削減や活用

No. 取組項目 アクションプランの概要

5-1 食品リサイクルの促進
下水汚泥バイオガス施設における食品廃棄物の混合利用を促進する
取り組みを支援

5-2 メタン発酵バイオ液肥
メタン発酵後の残渣をバイオ液肥等として地域で有効利用するための
取り組みを支援

5-3
食品廃棄物等の
３Ｒ推進事業

地域力を活かした食品ロス削減の取り組みを推進するとともに、市民
一人ひとりへの普及啓発・行動変容の促進により目標達成を図る

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
災害リスクへ備える
体制の強化

防災・減災の取り組みが積極的に実施されるよう後援

4-2 熱中症対策推進事業
熱中症警戒アラートや暑さ指数(WBGT)、予防・措置等の熱中症に
関する情報を関係省庁や報道機関、マニュアルやホームページ等を
通じての普及推進

4-3 J-クレジット制度の推進
省エネルギー・再生可能エネルギー設備の導入等による温室効果ガス
排出削減量等をクレジットとして認証する制度の推進

4-4 再生可能エネルギー
海外の「RE100」を踏まえ、「エコアクション21」にSDGsを取り込
み、サプライチェーン全体のグリーン化を推進
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6) 研究開発の推進（省・再エネ、防災・気候変動対策、循環型社会）

優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(4)

No. 取組項目 アクションプランの概要

6-1 CCUS CO2回収・貯留技術の普及に向けた研究開発・実証

6-2
カーボンリサイクルの
推進

CO2を吸収するコンクリートの技術開発

CO2を集中的に吹き込んで大量発生した微細藻類を原料としたバイオ
ジェット燃料の開発

6-3
国際的オープンイノベー
ション

再生可能エネルギー系統安定化、モビリティ、エネルギーマネジメン
ト、水素等の我が国の先進的な技術・システムの人材育成事業等によ
る実証・国際標準化の推進

6-4
FEMS
工場エネルギー管理
システム

受配電設備のエネルギー管理や稼働状況を把握し、エネルギー使用量
を監視しながら生産ラインや照明、空調などの運転を制御してピーク
電力を調整

6-5
BEMS
ビルエネルギー管理
システム

業務用ビル等、建物内のエネルギー使用状況や設備機器の運転状況を
把握し、需要予測に基づく負荷を勘案して最適な自動運転制御を行う
トータルシステム
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1) 海洋保全・海洋プラスチックゴミ対策

優先課題６：生物多様性、森林・海洋等の環境の保全(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1
底質改善、水質改善、
生物生息域造成
プロジェクト

海域の環境改善(水質改善、生物生息場等)やブルーカーボンを目的と
した干潟・浅場・海浜の再生・創出、覆砂、海水交換

1-2
藻場・干潟・浅場の
造成

港湾整備事業で発生する浚渫土砂を有効利用して、アサリ等の育成場
としての干潟、および海藻や魚等の生息場としての藻場や浅場の造成

1-3 生物共生護岸
海域の生物多様性の向上や水質の改善を期待し、直立の既設護岸に
生物の生息場となる構造を付加する護岸への機能追加

1-4
海底資源開発に対する
環境影響

採掘時の濁水等、開発による影響範囲の推定、底生生物のモニタリン
グや環境可視化技術の開発

1-5 海洋ごみ問題
海洋ごみの調査や海洋環境への影響に関する教育、海ごみゼロ活動の
表彰、再生材・バイオプラスチックの活用、ポイ捨て防止、海洋ごみ
回収・処理等の活動

1-6 サンゴ礁の保全
サンゴの養殖、植え付け事業や、特定地域のサンゴの保管などによる
サンゴ礁の回復・保全

1-7
マニュアル・
ハンドブックの刊行

港湾工事における環境保全技術や海辺の自然再生事業に関するマニュ
アルやハンドブックの整備・情報提供
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2) 生物多様性・森林保全

優先課題６：生物多様性、森林・海洋等の環境の保全(2)

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1 ビオトープの整備
生物の生態と科学技術に基づいた、地域の自然を復元するビオトープ
の整備の推進

2-2 希少種の保全
希少種の行動や生態に配慮した工事計画、採食や営巣の場の保全、
長期モニタリングの実施

2-3
生物多様性評価方法の
開発

科学技術に基づいた生物多様性評価方法の開発、予測と実測の比較に
よる改良

2-4 森林計画
CO2吸収による地球温暖化抑制や雨水・土砂の流出抑制など、森林の
多面的機能を考慮した森づくりの推進

2-5
生物多様性オフセット
の実施

定量評価による事業影響の把握および影響の回避・低減・代償措置の
実施

2-6 森林認証木材の使用
クリーンウッド法に基づき、合法的に伐採された木材の利用による
サプライチェーン全体での森林保全
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優先課題６：生物多様性、森林・海洋等の環境の保全(3)

3) 大気保全

4) 化学物質対策

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1 建設機械の電動化 建設機械の電動化による、温室効果ガス排出量の低減

3-2 光触媒の利用
仮囲いパネルなどへの光触媒の塗布や貼付などによる大気浄化・
脱臭・抗菌殺菌

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
改正土壌汚染対策法へ
の対応

改正土壌汚染対策法に基づく、汚染の状況把握や対策の実施
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１）子どもの安全等

優先課題７：平和と安全・安心社会の実現(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1 児童虐待防止対策の推進
児童虐待防止対策の総合的、抜本的な強化策を迅速かつ強力に推進、
特に地域での見守りや物資・教育機会の支援を実施

1-2
子供の不慮の事故を防止
するための取組

『子供を事故から守る』ための注意喚起資料の公表、事故の実態・
認知度の調査分析、関係省庁・官民が連携した取組の推進

1-3
コミュニケーション手段の
多様化を踏まえた子供の
人権問題への対応の推進

若年層の利用が多いSNSを活用した人権相談体制の整備、対応の推
進のほかSNS自体による危険への教育等の取組を推進
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２）再犯防止対策・法務の充実

No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1 交通分野の取組強化
途上国での交通事故死傷者の減少に向け、関係機関・官民が連携し、
我が国の知見や技術を生かした取組みを実施

2-2
満期釈放者対策を始めと
する再犯防止対策の推進

満期釈放者対策の充実強化として、指導・就労・住居確保など地方
公共団体と民間が連携した活動・再犯防止対策を推進

３）公益通報者保護制度の整備・運用

No. 取組項目 アクションプランの概要

3-1
民間事業者･行政機関におけ
る実効性の高い公益通報者
保護制度の整備･運用の推進

事業者や行政機関における自浄作用を通した法令遵守等のための
安全・安心の情報提供を推進、内部通報制度・体制の確立、実効性
の向上、普及・浸透等の取組を推進



４）法の支配の促進に関する国際協力

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
『法の支配』実現に
向けた国内の取組

世界が非人間的な社会にならないように、持続可能で強靭な民主的
ガバナンスを模索し、権力の集中によるその濫用を許さない「法の支
配」を実現するための取組を推進
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優先課題７：平和と安全・安心社会の実現(2)

５）平和のための能力構築に向けた国際協力を通じた積極的平和主義

No. 取組項目 アクションプランの概要

5-1
紛争影響国における
平和構築支援

紛争影響国、脆弱国等に対する難民の受入れ能力強化支援

６）人道・開発・平和の切れ目のない支援 

No. 取組項目 アクションプランの概要

6-1 紛争影響国に対する支援 紛争影響国に対する難民受入れ、物資･住居の提供、就学･生活の支援

6-2
国連世界食糧計画
（WFP）を通じた支援

WFPを通じた緊急食糧支援、中期救済・復興支援、開発事業、人道支
援、物資支援

6-3
我が国の国際平和協力に
おける人道・開発・平和
の切れ目のない支援

南スーダンにおける国際平和協力を活用した人道・開発支援



35

優先課題７：平和と安全・安心社会の実現(3)

７）中東地域・アフリカ地域の平和と安全

No. 取組項目 アクションプランの概要

7-1
アフリカ諸国への
援助・支援

NPO・NGO・民間によるアフリカへの貧困支援を国際機関と民間企業に
とのパートナーシップにより実施

No. 取組項目 アクションプランの概要

8-1
ディーセントワーク※

の推進
社会的保護が確保された雇用への移行推進、労働保護を確保するための
法令・実施体制の整備、自主的活動の推進

8）ディーセントワークの促進に関する国際協力

９）アジアの平和と安定

No. 取組項目 アクションプランの概要

9-1 アジア地域の雇用創出
コロナ禍において各種対策を講じることにより、アジア地域における
事業を継続し、安定的に雇用を創出する取組の推進

※働きがいのある人間らしい仕事、より具体的には、自由、公平、安全と人間としての尊厳を
条件とした、全ての人のための生産的な仕事（国際労働機関(ILO）駐日事務所による定義）



1) 広報の啓発と推進

優先課題８：SDGｓ実施推進の体制と手段(1)

No. 取組項目 アクションプランの概要

1-1 広報活動
会社ウェブサイトやコマーシャルなどでSDGｓ達成に向けた自社の取
り組みや課題と指標などを紹介

1-2 啓発活動

企業やサプライチェーンのSDGｓ関連の取り組みをイベントやコンテ
ストなどを通じて広く発信するとともにノウハウを共有することで活
動を促進、子供向けのキャンペーンや教育プログラムによるSDGｓ
浸透の取り組みを推進

2) 市民社会等との連携
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No. 取組項目 アクションプランの概要

2-1 地域や官と企業の連携
地域や産官学が地方創生や経済活動と自然との共生を目的とする循環
型ビジネスモデルの取り組みに対して、企業が連携・協力

2-2 企業と企業の連携
サプライチェーン全体の共存共栄の構築を目的に企業間での連携や
活動を表彰することで強化・推進

2ｰ3 災害時の支援
災害時に被害者支援を目的とした企業の製品の無償提供、企業の防災
力・事業継続力の向上のためのBCPガイドラインの作成・提供



4) 環境・社会・ガバナンス（ＥＳＧ）投資の推進等

優先課題８：SDGｓ実施推進の体制と手段(２)

No. 取組項目 アクションプランの概要

3ｰ1 モニタリング 自治体のSDGｓ達成度を可視化する手法の開発

5) SDGｓ達成のための革新的資金調達

No. 取組項目 アクションプランの概要

5-1
SDGｓ達成のための資金
調達

機材調達やプロジェクトの資金をグリーンボンド、サステナビリティ
ボンドなどを活用して調達、途上国の経済安定のための協力業務の
資金としてソーシャルボンドへの投資支援
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3) モニタリング

No. 取組項目 アクションプランの概要

4-1
ESGに配慮した投資の
推進

サステナビリティボンド・サステナビリティローン・グリーンボン
ド・ソーシャルボンドなどを通してESG活動の推進または購入するこ
とでの社会への貢献

4₋2
ESG/SDGｓに配慮した
取組

ESG/SDGｓ委員会の設立などによる環境への取組み推進、CO2削減を
目的としたコンクリートの開発などによる環境への取り組み



７) 国際社会との連携

優先課題８：SDGｓ実施推進の体制と手段(３)
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６)途上国のSDGｓ達成に貢献する企業の支援

No. 取組項目 アクションプランの概要

7-1 国際社会との連携
「国連グローバル・コンパクト」に賛同し、SDGｓ達成に向け多くの
企業と連携

No. 取組項目 アクションプランの概要

6-1 途上国への支援
新たな製品の提供やより安全な工法の普及、IT技術者育成用システム
や被災調査支援ソフトの提供による途上国の支援

6-2
途上国のSDGｓ達成に
貢献する企業への支援

途上国の課題解決に貢献する日本の民間企業等のビジネスづくりを
支援



4．取り組み事例
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建設業のSDGsアクションプラン案の取り組み項目に該当する取り組み事例について、建設業お

よび建設業以外を含めて調査し、p.43～94に掲載した。

8つの優先課題のうち、優先課題1、2、7、8については、環境技術部会 会員会社にアンケート

調査を実施し、回答のあった事例も掲載した。

〔掲載事例数〕

• 優先課題1（あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現） ： 67件

• 優先課題2（健康・長寿の達成） ： 38件

• 優先課題3（成長市場の創出､地域活性化､科学技術イノベーション） ： 25件

• 優先課題4（持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備） ： 68件

• 優先課題5（省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会） ： 68件

• 優先課題6（生物多様性、森林・海洋等の環境の保全） ： 36件

• 優先課題7（平和と安全・安心社会の実現） ： 19件

• 優先課題8（SDGｓ実施推進の体制と手段） ： 31件

（各事例の参照URLリンク切れの確認・修正：2024年8月31日）
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）

No. 優先課題（カテゴリ） 事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体 SDGｓ17の目標 参考・引用資料
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1. ジェンダーの主流化・女性の活躍推進

1-1.あらゆる分野における女性の活躍

1 ●

建設業における女性の活躍推進 女性のエンパワーメントを
推進

・企業の女性社員比率や管理職比率、役員比率等の向上
・女性や社員全体を対象とした研修・意識改革を推進
・女性が働きやすい職場環境の整備・現場パトロール
・協力会社を含むハラスメント研修の推進
・女性の活躍推進の優良企業認定「えるぼし」の取得
・「30% Club Japan」への加盟

例えば、
奥村組
オリエンタル白石
五洋建設　など

🏁 ●

奥村組：
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrele
ase/data/210401.pdf
五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/company/csr/report/2021
/pdf/2021_10.pdf
オリエンタル白石：
https://www.orsc.co.jp/mimamori/

2 ●

理工チャレンジ（リコチャレ）支援 女性が様々な分野にチャ
レンジしていくことによ
り、多様な視点や発想が
加わり、活力ある社会を
実現する。

内閣府男女共同参画局や大学、団体、企業が、理工系分野で活
躍する女性からのメッセージを紹介したり、職場体験などを実施し
て、女子中高生・女子学生が、理工系分野に興味・関心を持ち、
将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを
応援する取り組み。

例えば、
安藤ハザマ
大林組
フジタ　など

🏁 ●

安藤ハザマ：https://www.ad-
hzm.co.jp/sustainability/diversity/
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainabilit
y/communities/c-challenge2023.html

3 ●

女流棋戦「大成建設杯清麗戦」の
主催

我が国の伝統文化の普
及・振興および女性活躍
を推進

「人がいきいきとする環境を創造する」というグループ理念のもと
ヒューリック（株）が２０１９年に創設した女流タイトル戦を引継ぎ、
「大成建設杯清麗戦」として主催。予選・本戦を２０２０年１０月～２
０２１年７月に、またタイトル戦五番勝負２０２１年９月～２０２１年１
１月にそれぞれ開催。 大成建設 🏁 ●

大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
020/201007_5004.html

1-2.ジェンダーの主流化

4 ●

けんせつ小町（建設業で働くすべて
の女性の愛称）

建設業に携わるすべて
の人が働きやすく、働き
続けたいと思われる環境
づくり

女性にとっても働きやすく、働き続けられる建設業を目的に活動が
スタートしたが、 現在は、みんなが働きやすい、働き続けたい建設
業の実現を目的に活動。
小中高生や女子学生を対象とした建設業の職種や体験談の紹介
および現場見学会を開催。建設業をもっと知りたくなる動画を発信
し、建設業の魅力を広く紹介。

日建連 🏁 ●
日建連：
https://www.nikkenren.com/komachi/

2.ダイバーシティ・バリアフリーの推進

2-1.ダイバーシティ経営の普及推進

5 ●

ダイバーシティ経営 女性、外国人、高齢者、
チャレンジド（障がい者）
など、多様な人材の能力
を最大限発揮させイノ
ベーションの創出等

性別、年齢、国籍、性自認・性的指向（LGBT）、障がいの有無等
にかかわらず、すべての人が活き活きと働くことができる職場環境
を実現する。
・定年年齢を従来の60歳から65歳へ
・セクシャルマイノリティへの取組（「PRIDE指標」）
・障がい者雇用促進。社員のユニバーサルマナー向上。
・新・ダイバーシティ経営企業100選

例えば、
大和ハウス工業
熊谷組
大成建設　など

🏁 ●

大和ハウス工業：
https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/social

/employee/diversity/person02.html

熊谷組：
https://www.kumagaigumi.co.jp/csr/employe

e/workplace/index.html

大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/diversity_and_inclusion/

6 ●

障がい者の活躍推進に取り組む国
際イニシアチブ「The Valuable 500」
に加盟

一人ひとりが個性を発揮
できる、インクルーシブな
社会の実現

「The Valuable 500」は、障がい者がビジネス・社会・経済において
その価値を発揮できるよう、ビジネスリーダーが自社のビジネスを
インクルーシブにする改革を起こすことを目的とした国際イニシアチ
ブ。障がいの有無に関わらず、全ての従業員がお互いを尊重し、
多様な人財によるイノベーションを創出することを目指す。

例えば、
清水建設
大成建設　など

🏁 ●

清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2021/2020052.html
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
021/210513_8203.html

7 ●

パラリンアートソーシャルビジネス 障がい者がアートで夢を
叶える世界を作る

障がい者の自立支援活動をしている一般社団法人障がい者自立
推進機構とデザインコンペ実施や、作品の建設現場の仮囲い等で
の展示、名刺デザイン、ノベルティグッズ等への活用。 例えば、

障がい者自立推進機
構
飛島建設
奥村組　など

🏁 ●
飛島建設：
https://www.tobishima.co.jp/press_relea
se/detail/20211101172357.html

8 ●

可能性アートプロジェクト 障がいをもつアーティスト
の作品を付加価値化、社
会的課題解決

障がい者の自立と経済的事業活動が両立するビジネスモデルを
構築する。
凸版印刷株式会社と一般社団法人障がい者アート協会の共同取
組「可能性アートプロジェクト」に賛同し、建設現場の仮囲いをアー
ティストの作品を公開する場として提供。

例えば、
一般社団法人障がい
者アート協会
凸版印刷株式会社
安藤ハザマ　など

🏁 ●
障がい者アート協会：
https://www.borderlessart.or.jp/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）

No. 優先課題（カテゴリ） 事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体 SDGｓ17の目標 参考・引用資料
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現

健
康
・
長
寿
の
達
成

成
長
市
場
の
創
出

、

地
域
活
性
化

、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

持
続
可
能
で
強
靱
な

国
土
と
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

省
･

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

、
防
災
･

気
候
変
動

対
策

、
循
環
型
社
会

生
物
多
様
性

、
森
林

、

海
洋
等
の
環
境
の
保
全

平
和
と
安
全
・
安
心

社
会
の
実
現

S
D
G
s

実
施
推
進
の

体
制
と
手
段

名称 建
設
関
連
企
業
・
団
体

貧
困

飢
餓

保
健

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費

と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

9 ●

礼拝室（プレイヤールーム）を設置 従業員一人ひとりの多様
な個性を活かし、能力を
最大限に発揮できるよう
ダイバーシティを推進

性別・障がい・国籍・年令・性的指向・性自認等のさまざまな背景
からなる多様な価値観・考え方・スキルを有する従業員が、能力と
特性を最大限に発揮し、活き活きと活躍できる企業を実現。

清水建設 🏁 ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/diversity/thought/

2-2.「情報や心のバリアフリー」の推進

10 ●

情報アクセスの機会均等化 誰もが享受できる情報バ
リアフリー社会の実現

手話通訳・UDトーク（スマートデバイスを用いて音声を文字に変換
することのできる聴覚障がい者のためのアプリケーションソフト）の
活用や、エレベーター全基にもユニバーサル点字を導入するなど、
高齢者・障害者を含む誰もが 情報に平等にアクセスできる社会を
実現する。

例えば、
大成建設
大林組　　など

🏁 ●

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/im
g/ir2022.pdf
大成建設：
https://tenriku.jp/taisei/attempt

3.働き方改革

3-1.働き方改革の着実な実施

12 ●

長時間労働の是正や柔軟な働き方
がしやすい環境整備

働く人すべてのワーク・ラ
イフ・バランスを推進し、
個人が輝き、誰もがどこ
でも豊かさを得られる社
会の実現

・生産性向上、ICT活用の推進、作業所のDX推進
・育児・介護と仕事を両立するための制度を充実
・フレックスタイム制度や在宅勤務制度の導入
・男性社員の育児参加推進
・治療と仕事の両立、障害者・高齢者等の就労支援
・「有休チケット」により権利を可視化、取得向上

例えば、
経団連
フジタ
平和建設　など

🏁 ●

経団連：
http://www.keidanren.or.jp/policy/2018/034.

html

フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/ER2022.pdf

広島県働き方改革推進・働く女性応援
課：https://hint-

hiroshima.com/keiei/jirei/kaikaku/000411.html

13 ●

障がい者の就労支援 障害の有無にかかわら
ず、相互に人格と個性を
尊重し支え合う職場の創
出

・障がい者がオフィス内で社内便の配達や事務軽作業、清掃業務
などを担う特例子会社の設立。
・障がい者が就労できる農園型雇用の環境の創出
・サテライトオフィス等による障がい者の職場整備
・週20時間未満の就業「ショートタイムワーク」の導入

例えば、
鉄建建設
大林組
ソフトバンク　など

🏁 ●

鉄建建設：
https://www.tekken.co.jp/blog/000056.html

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainability/e

mployee/hrm.html#section1

ソフトバンク：
https://www.softbank.jp/corp/sustainability
/special/stw/

3-2.テレワークの推進・オフィス改革

14 ●

テレワークの拡大 社員が業務に最適な環
境を選択できることによ
り、生産性を高める。

・在宅勤務制度の導入により、生活と仕事を両立する勤務体制づく
りを推進。多様な人財の活躍推進と業務効率化による生産性向上
を図る
・「住む場所」の自由度を高めるため、日本全国どこからでもリモー
トワークにより働くことを可能とする制度（リモートスタンダード）を導
入。 転勤や単身赴任を伴わない働き方を拡大

例えば、
フジタ
鉄建建設
NTTグループ　など

🏁 ●

フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/ER2022.

pdf

NTTグループ：
https://group.ntt/jp/newsrelease/2022/06/

24/220624a.html

テレワーク・デイズ：
https://teleworkgekkan.go.jp/teleworkdays/2021/

15 ●

ワークスペースのアップデート クリエイティブでパフォー
マンスの高い業務遂行を
支える基盤の整備

・WEB会議、テレワークの増加を受けて、少人数、他拠点との連携
など、多様な会議や打ち合わせを可能とするスペースを確保
（CASBEE-ウェルネスオフィスのSランクを取得）
・時間と場所にとらわれない執務環境の実現というニューノーマル
における新しい働き方の検討

例えば、
安藤ハザマ
清水建設　など

🏁 ●

安藤ハザマ：https://www.ad-
hzm.co.jp/info/2022/20220509.php

16 ●

社内ダブルワークの推進 “認める風土”を醸成し
て、社員のチャレンジを
組織全体で後押し、拡大
する。

現在の業務を継続しつつ社内の新しいフィールドで経験を積み、一
人ひとりのインプット向上や、視野拡大・人脈形成など付加価値に
つながる自己成長を促進する取り組み。

NTT西日本 ●
NTT西日本：https://www.ntt-
west.co.jp/diversity/worklife/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

17 ●

ABW　Activity based Working（アク
ティビティ・ベースド・ワーキング）

・生産性向上
・ワークライフバランスの
両立
・優秀な人材の確保
・自律的な働き方の促進

・業務内容や気分に合わせて、社員が自律的に働く時間と場所を
自由に選択するというワークスタイル
・部署や組織を超えたコミュニケーションの活性化、新しい発想の
促進
・自席のフリーアドレス化も進めることで、ファシリティコストを削減

例えば、
HITATI製作所
KOKUYO　など

●
KOKUYO：https://www.kokuyo-
marketing.co.jp/column/abw/post-90/

4.貧困・格差解消に資する社会保障制度の措置等

4-1.貧困・格差解消に資する取組

18 ●

フードバンク支援事業への協力 子ども食堂や生活困窮
者への支援

国の災害用備蓄食品の有効活用の取り組みに賛同し、事業継続
を目的として会社で備蓄している食料品を、子ども食堂や生活困
窮者へ届けている。

若築建設 🏁 ●
若築建設：
https://www.wakachiku.co.jp/csr/sdgs_1
.html

19 ●

ケア・インターナショナル・ジャパン
に寄付支援

各種団体への加盟や協
賛を通じたサステナビリ
ティ課題の解決

「貧困のない、すべての人々が尊厳をもって安心して暮らせる、希
望に満ちた、寛容で公正な世界」を目指すケア・インターナショナ
ル・ジャパン（以下CARE）に、法人会員として継続的に寄付支援を
実施している。

大成建設 🏁 ●

大成建設：https://www.taisei-
sx.jp/social/community/culture.html
ケア・インターナショナル ジャパン：
https://www.careintjp.org/index.html

20 ● ○

農業を通じた地方創生への取り組
み（夏秋いちご栽培・出荷・販売事
業）

地域における雇用創出、
地域ブランド確立による
地方創生への貢献

2020年1月に株式会社軽井沢いちご工房を設立し、長野県軽井沢
町にて夏秋いちごの栽培・出荷を行っている。本事業を通じて、地
域における雇用の創出や地方創生への貢献、さらには耕作放棄
地の解消など農業分野の課題解決にも努め、持続可能な社会の
実現を目指す。 奥村組 🏁 ● ○ ○

奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/en
vironment/report/2022/pdf/2022_
all.pdf

21 ●

ダイワハウスのソーシャル・インク
ルージョン・プログラム

健全で文化的な生活の
実現

ソーシャル・インクルージョン・プログラム（全ての人々を社会の構
成員として包み支え合うための支援活動の1つ）の研修を受けた従
業員が地域のバリアフリー調査を行い、感じ得たバリアフリー情報
を発信し、また、直接サポート活動を行う。

大和ハウス工業 🏁 ● ○

大和ハウス工業：
https://www.daiwahouse.co.jp/sustainabl
e/social/contribution/welfare/d-
sip.html

5.子供の貧困対策推進

5-1.子供の貧困対策等の支援

22 ●

インクルーシブ・オーラルケア 子供たちの自立サポート NPOが実施する「こども食堂」「子ども宅配」を通じ、「歯みがき」や
「歯と口の健康」をテーマにした体験プログラムを提供する活動を
展開。子供たちが褒められる機会を増やすことで自己肯定感の向
上につなげて自立をサポート。

ライオン ● ○
ライオン：
https://www.lion.co.jp/ja/sustainability/i
nclusiveoralcare/

23 ●

ケニア向け低肥条件適応品種の中
間母本の作出

低肥条件に適応する育
種素材の開発と栽培技
術の検討

アフリカのみに自生する野生イネOryza longistaminata Chev. et 
Roehr.の有する旺盛な生育性を遺伝子再編によりOryza sativa L.
に導入し、低肥条件に適応する育種素材を開発する。

岡山大学 ● ● ●

岡山大学：https://sdgs.okayama-
u.ac.jp/assets/upload/files/45a9b6
63d1a8995cbc507604f6f84ba8163
6012753.pdf

24 ●

マッチングギフトプログラムを推進 寄付による社会貢献 社員有志の寄付金に会社も同額を上乗せして寄付するマッチング
ギフトプログラムを2014年度から導入している。寄付先は、社会貢
献基本方針に則り、「被災地支援」「地球環境」「社会貢献」分野で
活動する団体から選定しており、団体を通じて社会貢献を行ってい
る。 大林組 🏁 ● ○

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainabilit
y/communities.html#section3

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

5-2.子供を支援する環境の構築

25 ●

子供の未来応援国民運動 企業とNPO等とのマッチ
ングによる子供の貧困対
策の推進

貧困に苦しんでいる子どもに対し、国民一人ひとりの「何かをした
い」という想いをつなげ、行動に変えていくプロジェクト。活動の1つ
に、企業とNPO等とのマッチングがある。企業等にとっては自社の
CSRやSDGsに関わる取り組みとして、事業の特性に応じて協力。

内閣府 ●
内閣府子どもの貧困対策担当：
https://kodomohinkon.go.jp/hinkon/mo
vement/

26 ●

社会課題をみんなで考える社員勉
強会“Meet up”
困難を抱える子どもたちのためにで
きるサポートは

困難を抱える子どもたち
のサポート

社会課題の解決を目指して活動している先駆者を招き、未来のあ
りたい姿を考える社員勉強会“サステナビリティMeetup”を実施。
「さまざまな社会課題に向き合いたい」と願うベネッセ社員たちが
集まり、子どもを取り巻く困難や教育について語る。

ベネッセ ● ●
ベネッセ：
https://www.benesse.co.jp/brand/categ
ory/contribution/20191031_1/

27 ●

「相対的貧困の解決策」取り組み事
例の紹介

教育費の負担軽減
就職支援の充実

協和キリンの活動と合わせ、SDGsに関する国内外のトピックスを、
ホームページ（Stories）紹介。 SDGsに関する様々なテーマから課
題、解決策、取り組み事例等を紹介している。その中では、日本で
も深刻化している「相対的貧困」を取り上げている。

協和キリン ●

協和キリン：
https://www.kyowakirin.co.jp/storie
s/index.html

6.次世代の教育振興

6-1.次世代の教育振興（建設業界の取組）

28 ●

現場や保有施設を利用した見学会
や研修会等の実施

建設業の魅力発信と理
解を深める

国内外において、現場や技術研究所、研修施設等での見学会や
研修受け入れ等を継続的に実施。児童、生徒、学生、教員、一般
の方等、対象者に合わせた活動を行っている。建設業の魅力や職
業を知っていただき、また、建設業に対する理解を深めていただけ
るよう取り組んでいる。 日建連会員各社 🏁 ●

日建連：
https://www.nikkenren.com/sougou/ke
ngaku.html

29 ●

SDGs・環境問題に関する出前授業 自然環境への配慮 独自のプログラムで、子ども・青少年・社会教育を積極的に推進
し、自然環境の大切さ、環境への配慮などを伝える活動。
　フジタ：フジタの築育活動
　清水建設：木育活動
　本間組：新潟港での出前授業、イベント参加

例えば、
フジタ
清水建設
本間組　など

🏁 ●

フジタ：https://www.fujita.co.jp/chikuiku/

清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/csr/
society/education/
本間組：
https://www.honmagumi.co.jp/company/sdg

s/

30 ●

建設業の魅了を次世代に伝える公
開講座「シミズオープンアカデミー」

建設分野の興味・関心 全国の青少年や一般の方々を対象とした、無料の公開講座を開
設。建設に関する興味・関心をより深めていただけるよう、多彩な
プログラムを通じて専門家が分かりやすく解説を行っている。

清水建設 🏁 ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/csr/
soa/

31 ●

小・中学生向けキャリア教育教材
「おしごと年鑑2022」に協賛

建設業への関心を高める 将来を担う小・中学生の建設業への関心を高めるため、朝日新聞
社が発行するキャリア教育教材「おしごと年鑑2022」に協賛。「お
しごと年鑑」は、朝日新聞社が進めるキャリア教育支援プロジェクト
「おしごとはくぶつかん」の事業として発行される、企業や団体の
仕事を分かりやすく解説した教材。

フジタ
鹿島建設
NEXCO東日本 など

🏁 ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/info/11625/

32 ●

フジタ次世代建設技術共同研究講
座の設置

共同研究による効率的な
先端技術の研究開発の
推進

広島⼤学⼤学院先進理工系科学研究科に講座を設置し、微生物

を活用したコンクリート構造物の施工、地盤改良などの先端技術
の研究開発を行っている。共同研究による効率的な先端技術の研
究開発の推進と、フジタと広島大学スマートシティ共創コンソーシ
アムとの連携による相乗効果の実現を目指す。

広島大学・フジタ 🏁 ●
広島大学：https://tgo.hiroshima-
u.ac.jp/comprehensive-agreement-
20210702-fujita/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

33 ●

財団による奨学事業、助成事業 豊かな社会環境の実現 財団を設立し、都市・建設に関する研究や若手技術者、国際会議
への助成事業、都市・建設に関する分野の仕事や研究に就くこと
をめざす学生を対象とした奨学事業等の取り組み。
「大林財団」、「安藤ハザマひとづくり財団」、「ホンマ奨学財団」等

例えば、
大林組
安藤ハザマ
本間組 など

🏁 ● ○ ○ ○

大林組：
https://www.obayashifoundation.org/
安藤ハザマ：https://www.ad-hzm-

zaidan.or.jp/

本間組：https://www.honma-
zaidan.or.jp/

34 ●

専門学校学生を対象とした奨学金
制度に協賛

建設業界で将来活躍す
る若者の育成

建設業界で将来活躍する人材を育むことに役立ててもらうため、学
費を免除する奨学金制度に協賛。

東亜建設工業 🏁 ●
浅野工学専門学校：
https://ssl.asano.ac.jp/scholarship/

35 ●

次世代に向けた人材育成への取り
組み

人材育成 入社時に職務遂行能力に応じた階層ごとの研修や、各職種に求
められる専門的知識の習得を目的とした職種別研修や安全衛生
教育、法務研修などを実施。入社時研修では、研修施設での技能
体験実習を実施し、安全、品質、工程管理等の施工管理能力の
向上を図る。

例えば、
奥村組 など

🏁 ●

奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/re
cruit/graduate/information/growth.
html

6-2.次世代の教育振興（その他業界の取組）

36 ●

5Gによる遠隔教育をデザイン
水族館と院内学級をつないだ体験
学習

入院中の子供たちをサ
ポート

水族館と病院内学級をリアルタイムで結んだ遠隔校外学習を支
援。病気などにより校外学習参加が困難な児童生徒が対象で、
5Gでの高精細映像伝送、VR、水中ドローンなどの先端技術を活
用。遠隔教育の需要が高まる今日、国内外の多くの教育機関・団
体の活動に貢献。 富士通 ●

富士通：
https://www.fujitsu.com/jp/about/busin
esspolicy/tech/design/activities/5gdist
educ/

37 ●

レスキューロボットコンテストへの協
賛

災害に強い世の中を作る 「レスキューロボットコンテスト(レスコン)」は、阪神・淡路大震災を
機に始まった、レスキューを題材とするロボットコンテスト。次世代
への技術継続と人材育成、また防災に関する普及啓発を担ってい
る。これまでの延べ参加チームは500を超える。 例えば、

三菱電機エンジニア
リング など

● ○
レスキューロボットコンテスト 実行委員
会：https://www.rescue-robot-
contest.org/contest-2022/

38 ●

東アフリカにおける資源植物科学研
究拠点と次世代作物の開発利用

若手人材の育成、国際
化

資源植物科学研究所では、国際共同研究推進のための研究チー
ムを次世代作物研究コアに設け、現在、特にケニア・ウガンダを中
心とした東アフリカ諸国との共同研究・国際交流を進めている。岡
山大学が蓄積した研究成果をストレス耐性植物に応用するための
実践研究を進めるとともに、若手人材の育成、国際化を目指す。 岡山大学 ● ● ● ● ●

岡山大学：
https://www.rib.okayama-
u.ac.jp/information/170202-1/

39 ●

インド絵本読み聞かせ活動
講談社　IJK　JICA

インドでの環境・衛生教
育

急速な経済発展を遂げ ている インドでは、ゴミの不法投棄や不適
切な分別収集など 環境・衛生 に関する 問題が顕在化。講談社の
子ども向け絵本『もったいないばあさん』シリーズを子供に読み聞
かせ、環境への態度、環境に配慮した行動を促進。

講談社 ● ○

JICA：
https://www.jica.go.jp/activities/evaluat
ion/ku57pq0000198n75-
att/report_india_201903.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

7.あらゆる人々の教育機会の確保

7-1.共生社会の形成に向けた教育の推進

40 ●

コグトレ　オンライン（認知機能に着
目した包括的支援プログラム）

学力や生活全般の質、
自己効力感の向上

先生の話を聞き取れない、何度も同じ間違いを繰り返す、集中力
がない・・・。こうした子どもたちの背景には「認知機能の弱さ」が指
摘されるケースがある。認知機能をトレーニングで伸ばし、すべて
の子どもの学びの土台を育てる。

東京書籍 ●
東京書籍：https://cogtr-
online.jp/service/

41 ●

「障がい者の自立に向けた実習」に
おけるパン販売支援

障がい者の自立 東戸塚地域活動”ひかり”「障がい者の自立に向けた実習」におけ
るパン販売の支援を毎週実施。(２０２０年２月以降、コロナ感染拡
大防止のため自粛）

大成建設 🏁 ● ○ ○ ○

大成建設：https://www.taisei-
sx.jp/social/community/culture.html#a
nc5
東戸塚地域活動ホームひかり：
http://www.y-hikari.jp/pdf/9gou.pdf

42 ●

障がい者に対するインターンシップ
の受け入れ

障がいのある方がいきい
きと活躍できる環境の提
供と地方貢献

継続的なインターンシップ受け入れの中で、2021年度はコロナ感
染予防対策に十分留意しながら東京都立特別支援学校の高校生
2名の実習も受け入れ。

フジタ 🏁 ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/sustainability/di
versity/

43 ●

現場や保有施設を利用した見学会
や研修会等の実施

前掲「6-1.次世代の教育振興（建
設業界の取り組み）」を参照

建設業の魅力発信と　理
解を深める

国内外において、現場や技術研究所、研修施設等での見学会や
研修受け入れ等を継続的に実施。児童、生徒、学生、教員、一般
の方等、対象者に合わせた活動を行っている。建設業の魅力や職
業を知っていただき、また、建設業に対する理解を深めていただけ
るよう取り組んでいる。 日建連会員各社 🏁 ●

日建連：
https://www.nikkenren.com/sougou/ke
ngaku.html

7-2.国内留学生・外国人技術者に対する教育支援

44 ●

資格教材のベトナム語字幕対応を
強化

外国人労働者への日本
語支援

技術士、建築士などの現場・技術系の資格取得に特化した通信
教育を提供するSAT株式会社は、現在日本で働く外国人労働者
の中で最も多いベトナム人へ、資格取得を後押しするためのベトナ
ム語字幕版「特別教育」の通信教育講座を随時開講している。

SAT ●
SAT：https://www.sat-co.info/ec/news
dip SDGs-CONNECT：https://sdgs-
connect.com/archives/47152

45 ●

東南アジア地域におけるインフラ維
持管理の技術移転・人材育成の取
り組み

海外における技術移転と
人材育成

紀南電設：ミャンマーの無電化地域に太陽光発電パネルを設置。
設置や管理をするための技術者の育成。
クモノスコーポレーション：タイ国におけるインフラ維持管理の技術
者育成等。
西野工務店：ラオス南部での人材育成事業を通じた現地での雇用
創出。

紀南電設
クモノスコーポレー
ション
西野工務店

🏁 ● ● ●

近畿経済産業局 「関西発 SDGs 貢
献取組事例集」：
https://www.kansai.meti.go.jp/2kok
usai/SDGS/businessnetwork/jirei.h
tml

46 ●

「大成建設外国人留学⽣奨学金」
制度の設立

日本との懸け橋として活
躍する次世代建設技術
者の人材育成

国内の大学に在籍する私費外国人留学生に向けた奨学金制度を
2017年9月に設立。2022年度は、第四期生としてマレーシア人留
学生1名、ベトナム人留学生4名、インドネシア人留学生1名が選ば
れ、奨学金を支給。

－ 大成建設 🏁 ●
大成建設：https://www.taisei-
sx.jp/social/community/culture.html#a
nc2

7-3.女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画の推進

47 ●

シングルマザーのキャリア支援プロ
グラム「未来への扉」

シングルマザーのスキル
アップへの支援

シングルマザーの世帯収入の平均が、シングルファーザー世帯の
6割程度と低いことなどの社会課題に注目し彼女たちのキャリア支
援に着手。シングルマザー支援の実績を持つNPO法人と連携し、
ビジネスマナーやパソコンの講座などスキルアップするための学び
の機会を提供。 日本ロレアル ●

日本ロレアル：
https://www.loreal.com/ja-
jp/japan/articles/commitments/miraihe
notobira/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。



優先課題1：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現(7)

46

〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）

No. 優先課題（カテゴリ） 事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体 SDGｓ17の目標 参考・引用資料
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現

健
康
・
長
寿
の
達
成

成
長
市
場
の
創
出

、

地
域
活
性
化

、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

持
続
可
能
で
強
靱
な

国
土
と
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

省
･

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

、
防
災
･

気
候
変
動

対
策

、
循
環
型
社
会

生
物
多
様
性

、
森
林

、

海
洋
等
の
環
境
の
保
全

平
和
と
安
全
・
安
心

社
会
の
実
現

S
D
G
s

実
施
推
進
の

体
制
と
手
段

名称 建
設
関
連
企
業
・
団
体

貧
困

飢
餓

保
健

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費

と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

48 ●

NPO法人J-Winへ参画 女性リーダーの育成、能
力開発

2007年より特定非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノベーティ
ブ・ネットワークへ入会し、女性管理職育成に取り組みへ参画。毎
期2名ずつ輩出し、これまでに累計24名が活動に参加。

例えば
フジタ　など

🏁 ● ○

J-Win（ジャパン・ウィメンズ・イノベイ
ティブ・ネットワーク）：https://j-
win5.jp/

7-4.国外での教育支援等の取組

49 ●

世界の無電化地域にあかりを届け
る

新興国・途上国の社会生
活の改善と向上

新興国・途上国の社会生活の改善と向上に貢献するため、創業
100周年を迎える2018年に向けて、計10万台のソーラーランタンを
寄贈。再生可能エネルギーによる電気の明かりを届けていくこと
で、教育や保健・医療、女性の自立支援などの分野における社会
課題を解決し、人々の暮らしに好ましい変化を生み出すことを目指
す。

パナソニック ● ○ ○
パナソニック：
https://panasonic.net/sustainability/jp/
lantern/about.html

50 ●

フィリピンの小学校にて新校舎建設 地域に求められる社会貢
献活動

三菱自動車社員有志の募金及び会社からの寄付300万円を、カマ
イシ小学校の新校舎を建設する事業に支援する形で実施した。

三菱自動車 ●
三菱自動車：https://www.mitsubishi-
motors.com/jp/newsrelease/2019/deta
il5301.html

51 ●

ミズノヘキサスロン運動プログラム 世界中の子どもたちの体
力と運動能力の向上に
貢献

独自で開発した運動プログラム（ミズノヘキサスロン）をベトナム社
会主義共和国の教育訓練省とともに、初等義務教育に導入する
取り組みを行っている。

ミズノ ●
ミズノ：
https://corp.mizuno.com/jp/articles/00
01

52 ●

KUMAGAI STAR PROJECT 海外営業拠点で、建設を
通じて行う社会課題解決

2015年から始めた、熊谷組の営業拠点のある国で行う「国際社会
貢献としての学校校舎建設」プロジェクトであり、これまでミャン
マー連邦共和国にて3校の小中学校の校舎を建設した。NGOと連
携して奨学金を授与し、その生徒が中学校を卒業するまで手紙で
交流する「見守り社員制度」を設け、多くの社員が関わる仕組みと
している。ハード（建設）とソフト（奨学金・BOOK&TOYなどの建設
後の関わり）を組み合わせ、継続的な社会課題解決として取り組
んでいる。

熊谷組 🏁 ● ● ● ● ●
熊谷組：
https://www.kumagaigumi.co.jp/csr/ite
m/CR2021-Web-0908-47-53.pdf

53 ●

国内外におけるコンプライアンス研
修の実施（外国人職員を含む全役
職員対象）

コンプライアンスの推進 全役職員（外国人職員を含む）が法令遵守はもとより、社会的規
範・企業倫理を尊重し、常に誠実な姿勢で行動するように、コンプ
ライアンス研修を国内外で行っている。国際部門でもアジア及びア
フリカの国々で、当社役職員が遵守すべき事項についてケースス
タディを交えながらのディスカッション型研修を実施している。 五洋建設 🏁 ●

五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/sustainability/governan
ce/compliance.html

54 ●

海外主要拠点における外国人職員
のエンゲージメント向上のため、グ
ローバル人事制度を導入・運用

外国人職員のエンゲージ
メントを高める

2017年度から国際部門の主要拠点であるシンガポールと香港の
外国人職員を対象とした人事評価制度を導入し、2018年7月から
は等級・報酬制度も導入した。目標達成に対して適切にインセン
ティブを持たせ、報酬に国際部門の業績や評価を反映させること
で、外国人職員のエンゲージメントを高めている。 五洋建設 🏁 ● ○ ○

五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/sustainability/social/da
ndi.html

55 ●

労働災害防止・品質マネジメント活
動を国内外で展開

動労災害防止、品質確
保

安全・品質最優先の労働災害防止・品質マネジメント活動を「五洋
スタンダード（ペンタ・スタンダード）」と位置づけ、国内外でその展
開を図り、協力会社と一体となった労働災害防止活動を実施して
いる。 例えば、

五洋建設 など
🏁 ○ ●

五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/company/csr/society/cust
omer.html

56 ●

語学教育の展開 語学教育の拡充 三井住友建設のグローバル人材開発センターでは、これまで日本
人社員を対象とした語学教育（オンライン英会話など）を展開して
いたが、2020年度より、日本を含めた15か国の拠点で外国籍社
員を対象とした日本語教育を開始。

三井住友建設 🏁 ●
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/corporaterepo
rt_2021/feature/02.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

8.国内外におけるSDGsの達成を担う人材育成の強化 

8-1.持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の推進

57 ●

「人生ゲーム」を活用したSDGs担い
手育成事業～みんなでつくるSDGs
人生ゲーム～

課題を解決するために自
分ができることを考え行
動することを子どもたちに
促す

「豊かな社会」とは何か、私たちが取り組んでいかなければならな
い課題は何なのか。みんなでつくるSDGs人生ゲーム」は、タカラト
ミーと全国の小中学校をオンラインでつなぎタカラトミーグループの
従業員が講師となって実施する同時双方向型のオンライン授業。

タカラトミー

● ○ ○
タカラトミー：
https://www.takaratomy.co.jp/company/
social_contributions/educational/

58 ●

「ESD教育」で持続可能性の考え方
を子どもたちにも！

子供たちへのSDGsに関
する教育

SDGsやESD教育がテーマにしている「持続可能性」を学べるよう
に、さまざまな企業がそれぞれの得意分野を生かして、環境、科
学、食育、ITなどのテーマからSDGsを学べる出張授業やワーク
ショップを行っている。

ベネッセ

● ○ ○
ベネッセ：
https://benesse.jp/sdgs/article15.html

59 ●

ESD（持続可能な開発のための教
育）を実施
　害獣駆除された鹿の革を無駄にし
ない、バッジ工作教室

社員らが、本社近隣の児童館にてESD（持続可能な開発のための
教育）の一環で、害獣駆除された鹿の革を使ったバッジ工作教室
を開催。21名がSDGsを意識した生態系の繋がり、命の尊さを学び
ながら、工作を行った。

三井住友建設

🏁 ● ○ ○
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/
12091300/

8-2.企業におけるSDGs人材育成の強化のための取組 

60 ●

環境社会検定試験（eco検定）の取
得推進

環境に関する人材の育
成

エコピープル（eco検定合格者）を増やし、社員の環境に対する意
識および知識をさらに深めるようとする取り組み。
・社内の必要資格として位置付け
・全社員に対する取得を推進

例えば、
鉄建建設
東亜建設工業
前田建設工業　など

🏁 ● ○ ○
東京商工会議所：https://kentei.tokyo-
cci.or.jp/eco/about/data.html

61 ●

大阪国際女子マラソンへの協賛 世界に羽ばたく女性アス
リートの応援

大阪国際女子マラソンへの協賛活動を通じて、会社の思いや姿勢
を示し、大阪の街を盛り上げるため、女性アスリートを応援。レース
にかける選手たちの姿と、竣工というゴールに向けて建設の仕事
に取り組む姿勢とが重なり共感できた。大阪への貢献や女性活躍
推進に力を入れている。

奥村組

🏁 ●

奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/environ
ment/report/2022/pdf/2022_p41-
43.pdf

9.消費者等に関する対応

9-1.顧客本位の業務運営への取組

62 ●

社会への貢献、顧客満度の向上お
よび社会的信頼の確保に向けた取
り組み

社会への貢献、顧客満
度の向上および社会的
信頼の確保

・つくり上げた構築物に対するご意見をお聞きする「お客さまアン
ケート」の実施
・顧客満足度調査結果および工事成績評定等を集計・分析し、高
評価、低評価の項目を把握
などの取り組み －

日建連会員各社

🏁 ● ○

安藤ハザマ：https://www.ad-
hzm.co.jp/sustainability/quality/
五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/sustainability/social/quality.
html

10.若者・子供、女性、障がい者に対する国際協力

10-1.発展途上国の子供たちへの支援

63 ●

開発途上国の子どもたちへ学用品
を寄付

発展途上国の子供たち
が教育を受けるための支
援

お客様から戻ってきた返品商品の中から、ノートや筆記用具など、
現地で必要とされるものを選別し、国際協力NGOである公益財団
法人ジョイセフを通じて、開発途上国の子どもたちへ学用品として
寄贈。

アスクル ○ ●
アスクル：
https://askul.disclosure.site/ja/themes
/103#action03

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

64 ●

ケニアモンバサで継続的な地域支
援を実施

学校や地域コミュニティ
へさまざまな支援

三菱商事株式会社とのコンソーシアムで建設しているケニアのモ
ンバサ港周辺道路開発事業において、学校や地域コミュニティへ
さまざまな支援を継続的に行なっている。2021年度は、小学校へ
食品・衛生用品・教育用品の寄贈、河川を横断するボートオペレー
ターへの安全指導と救命用具の寄贈など15の支援を行った。

三菱商事・フジタ

🏁 ● ○ ○ ○
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/ER2
022.pdf

10-2.発展途上国の女性への支援・雇用創出

65 ●

生体認証によるケニアの母子保健
医療情報の整備に貢献

グローバルヘルスの問題
解決に貢献

長崎大学と日本電気株式会社は、発展途上国の健康問題解決に
向けた生体認証を含むICTの利活用に関する研究と人材育成を目
的に「NEC寄附講座 グローバルヘルス生体認証学講座」を開設
し、2019年4月～2020年3月まで、ケニア・クワレ郡の母子を対象
にフィールド実証を行った。 NEC、長崎大学 ●

NEC: 
https://jpn.nec.com/press/201904/201
90418_01.html
長崎大学：https://www.nagasaki-
u.ac.jp/ja/science/science299.html

66 ●

バングラデシュでの労働集約型工
場で女性の雇用を創出

女性の自己実現と社会
進出を促進

手先が器用で社会進出意欲の高い未就労女性が多いバングラデ
シュの首都ダッカ郊外の輸出加工区外の工業団地に生産拠点設
置を決定した。労働集約型の自社工場の建設と運用により、手先
の器用な女性を雇用するとともに、労働者である女性が主役で女
性が輝く職場をコンセプトに、女性の自己実現と社会進出を促進し
ている。

ささめ針

● ●

ささめ針：
https://www.kansai.meti.go.jp/2kokusai/
SDGS/businessnetwork/jirei_pdf/sasam
e_1903.pdf

10-3.障害者の自立と社会参加支援

67 ●

通勤困難な重度身体障がい者の新
たな就労機会「在宅就労」

障がい者の可能性を広
げたい、新たな就労形態
をつくり出す

重度身体障がい者一人ひとりが最も安心して動ける“自宅”を職場
にできる制度。基本ルールを「9:00～19:00の間で週5日、週30時
間勤務」とし、自分で設定した休憩時間を利用しながら生活介助
や通院を継続できるようにした取り組み。 スタッフサービス・ビ

ジネスサポート
○ ○ ●

スタッフサービス・ビジネスサポート：
https://award.atwill.work/stories2019/8
71/

10-4.国連児童基金（UNICEF）等を通じた支援

68 ●

マッチングギフトプログラムを推進

前掲「5-1.子供の貧困対策等の支
援」を参照

寄付による社会貢献 社員有志の寄付金に会社も同額を上乗せして寄付するマッチング
ギフトプログラムを2014年度から導入している。寄付先は、社会貢
献基本方針に則り、「被災地支援」「地球環境」「社会貢献」分野で
活動する団体から選定しており、団体を通じて社会貢献を行ってい
る。 大林組 🏁 ● ○

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainabilit
y/communities.html#section3

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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※ 当初記載していた「1-1 新型コロナウイルス感染症から国民の命を守るための体制確保」、「1-2 新型コロナ

ウイルス感染症のワクチンへの公平なアクセスの確保」の事例は、2024年10月に削除した。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1.新型コロナウイルス感染症から国民の命を守るための体制確保

1-3.データヘルス改革の推進

8 ●

健康寿命の延伸 国民一人ひとりの発症前
の疾病予防や重症化の
抑制に資する

「健康第一」アプリの発信（健康診断結果をスマホで読みとり、健
康状態や生活習慣について回答することで将来の疾病リスクの把
握ができる）。

第一生命 ●

第一生命：https://www.dai-ichi-life-
hd.com/sustainability/important/health.
html

9 ●

健康・長寿社会への対応-健康増
進・病気予防のために-

ココロとカラダの健康づく
りをサポート

健康管理アプリ「ココカラダイアリー」のリニューアル（ストレス測
定、万歩計、食事・体重・睡眠時間管理などの記録、医療情報の
確認など地震の健康管理ができる）、AIによる24時間受診相談。

三井住友海上
（MS&ADホールディン
グス）

●
三井住友海上：https://www.ms-
ins.com/sumaho/kokokaradiary.html

1-4.健康経営の推進

10 ●

健康経営の推進 会社全体の健康増進 従業員の健康を経営課題として捉え、会社全体で健康増進に取
組むことを宣言した。健康増進の向けた重点取組として①定期健
診の100%受診②検査結果の活用と支援③健康づくりの環境整備
④食習慣の改善⑤運動習慣の改善⑥禁煙⑦心の健康⑧兆時間
労働の削減の8項目をあげ、取組状況を報告する。宣言以降、健
康診断の受診率は100%を継続している。

安藤ハザマ 🏁 ●
安藤ハザマ：https://www.ad-
hzm.co.jp/sustainability/health/

11 ●

シミズグループの健康経営 従業員が健康でいきいき
と活躍できる環境を整
え、一人ひとりの働きが
いと幸福度の向上を実現

診療所・選任産業保健スタッフの配置、メンタルヘルスケア、喫煙
対策、感染症対策、海外赴任者フォロー、食堂メニューによる健康
づくり、検診の実施、作業所巡回などの取り組みを実施。

清水建設
（シミズグループ）

🏁 ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/csr/
health/

12 ●

戸田建設グループの健康経営 職場環境改善、生活習
慣病改善、メンタルヘル
ス対策

職場環境改善、生活習慣病改善（身の健康：年2回の定期健康診
断、外部機関実施の社内健康教室開催）、メンタルヘルス対策
（心の健康：精神科産業医や保健師によるメンタルヘルス講習会
や面談、ストレスチェック制度）、検診や禁煙の補助制度、保健だ
よりの発行などの取り組みを実施。

戸田建設
（戸田建設グループ）

🏁 ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/csr/human/emp
loyee.html

13 ●

三井住友建設の健康経営推進 ウェルビーイング経営の
推進

健康管理システムの導入、ストレスチェックの導入、労働機能障害
評価プログラムWfunの導入、産業医や保健師による面接指導や
健康相談などの取り組みを実施している。運動不足解消や社員間
コミュニケーションの活性化のために健康増進イベント「みんなで
歩活（土建保）」は参加158事業所中2位の参加率を誇る（940人、
29.5%、2021春）。

－ 三井住友建設 🏁 ●
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/csr/health-
management/

14 ●

心身ともに健康でいきいきと活躍で
きる職場環境づくり

ヘルスリテラシーの向上
と社員一人一人がいきい
きと活躍できる職場環境
づくりの推進

社長を健康管理最高責任者（CHO）とした「健康経営推進体制」を
構築している。ヘルスリテラシーの向上を目的とした研修の実施や
「健康だより」による健康にまつわる情報を発信している。また、ア
プリ等を利用した「禁煙プログラム」や自発的な健康的行動に大し
てポイントを付与する「健康アプリ」を導入し、社員一人一人がいき
いきと活躍できる職場環境づくりを推進。

奥村組 🏁 ●
奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/health_
management/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

15 ●

健康経営実現のための取組み「働
きやすさとやりがいのために」

従業員とご家族、フジタ
で働くすべての皆さんが
健康第一で心身ともに健
やかであるようにする

従業員の健康保持や増進への取組みが、企業価値、収益性など
を高める投資であると考え、健康管理を経営的視点で戦略的に実
践する「健康経営」を推進。健康アプリを活用したウォーキングイベ
ント、管理不良者・メンタルヘルスへのフォロー強化、睡眠やメンタ
ルヘルスに関するセミナー、健康弁当の出張販売等を実施する。
また健康推進のためにスポーツ実施においてSport in  lifeコン
ソーシアムに加盟し、スポーツエールカンパニーの認定も受けてい
る。

フジタ 🏁 ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/fujit
a2022_p35-37.pdf

16 ●

ご家族にも健診プロジェクト ご家族の健診受診を後
押し

社員が安心して働けるのはご家族の健康あってこそ。会社と協会
けんぽで家族の健診を後押し。（第６回健康寿命をのばそう！ア
ワード厚生労働大臣優秀賞受賞事業）

全国健康保険愛知支
部

●

全国健康保険愛知支部：
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ai
chi/cat070/2018080200/20180806222
1/2019032885/

17 ●

「朝食フォトコンテスト」で朝から元
気に

朝食を食べる人の割合
の増加によって、生活習
慣病予防や生活習慣病
のハイリスク者の減少に
つなげる

遅い時間の夜食や運動・睡眠不足など生活習慣の課題が多く、特
に朝食を食べる人の割合が全国平均より突出して低かった。そこ
で、2016年より社内で「朝食フォトコンテスト」を毎年実施。コンテス
トの応募は毎年100件を超え、コンテストの認知度と朝食への関心
は年々増加する。実施から4年で朝食をとる人の割合は増加し、検
診結果の生活習慣棒重症者数は減少している。

大東建託 ●

大東建託：
https://www.kentaku.co.jp/corporate/pr
/info/2022/info_beakfast_20221209.htm

l

厚生労働省 健康寿命をのばそう！アワー

ド：

https://www.smartlife.mhlw.go.jp/pdf/aw

ard/award_9th_seikatsu.pdf

18 ●

WELＬ認証コンサル業務 健康経営の観点から、働
く人の健康を重視した
ワークプレイス

利用する人の「健康（well-being）」や「快適性」に焦点を当てて建
物を評価する「WELL認証」の普及と取得拡大に向けたコンサル業
務を実施。多様なウェルネスのあり方を追求・提案し、お客様施設
の付加価値向上に努める。 清水建設

（シミズグループ）
🏁 ●

清水建設：
https://www.shimz.co.jp/lcv/well/about.
html

19 ●

パソナグループの健康経営 健康をきっかけにコミュニ
ケーションを生み出し「健
康作りの輪」を広げる

朝礼や会議前のパソナ体操、部門対抗歩数イベント、親子参加型
エクササイズや運動会、管理栄養士監修の栄養バランス弁当、
スーツのままで短時間トレーニングジムなど健康をきっかけにコ
ミュニケーションを生み出し「健康作りの輪」を広げる活動をしてい
る。69%の社員が1回以上この施策に参加している。

パソナ
（パソナグループ）

●
パソナグループ：
https://www.pasonagroup.co.jp/company
/health.html

20 ●

制度で従業員の完全禁煙を後押し 最高のサービスを提供す
るため、健康保持増進に
努める

スマートワークチャレンジ（残業時間軽減と有給休暇取得増加を目
指す取組）、健康わくわくマイレージ（健康増進に資する行動習慣
と定期診断結果をポイント化し、1ポイント＝1円の特別ボーナスと
して支給する制度）、禁煙推進（就業時間内の喫煙禁止、全事業
所の喫煙ルームの閉鎖に加え、組織的な取組み・家族同僚から
の支援・本人の動機付けの3アプローチによる『卒煙３ヵ年計画』）
を実施。

SCSK ●

ボーグル「健康経営」企業事例7選：
https://bowgl.com/health-
management-good-practice/
SCSK：
https://www.scsk.jp/corp/csr/professio
nals/health/measure.html

21 ●

労働時間ではなく、睡眠時間の改
善を。逆転の発想で生まれた「睡眠
報酬制度」

長ければ長いほどホワイ
トと言われる睡眠時間を
サポートする

意欲ある社員が長時間労働により慢性的な睡眠不足に陥るという
課題があった。それを解決するために導入したのが、睡眠時間の
改善を促す日本初の「睡眠報酬制度」。1週間で6時間以上の睡眠
を5日間確保した社員に報酬を与える。.睡眠時間の計測は、エア
ウィーヴ社の睡眠時間計測アプリ「airweave sleep analysis」を用い
て行い、ベッドサイドにスマホを置き、計測するとデータが蓄積され
て会社に届く。

CRAZY
airweave

●

at Will Work：
https://award.atwill.work/stories2019/9
19/
airweave：
https://airweave.jp/app/?srsltid=AfmBO
oo1CEJWfhrw5q0M32HzULy3tZfOKTnF3
AdKdb26tPN8xxZIKW9u

22 ●

「ソフィアWOW！（Work for Our 
Wonderful Life！）」

働き方自体の選択肢を
増やす、柔軟性を持たせ
る

在宅医療を支える訪問看護ステーション。ソフィアメディでは、定期
的な社員と面談を行い、働く環境に対する意見や悩みに耳を傾け
てきた。①医療スタッフに特化した制度②産前や育児中の方を支
える制度③すべての人の生活を応援する制度④すべてのキャリア
を支援する制度をつくり、社員がますます輝き、お客様にも価値を
発揮できるように、仕事もプライベートもサポートしていく。

ソフィアメディ ●

at Will Work：
https://award.atwill.work/stories2019/8
66/
ソフィアメディア：
https://www.sophiamedi.co.jp/recruit/s
upport/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

2.感染症対策等医療の研究開発

2-1.感染防止の設備開発

23 ● ○

スピーディな本人認証と体表温の
測定を行うサーマルカメラ搭載型顔
認証システムを開発

顔認証により、出社や検
温の管理を自動記録し、
より効率的な働き方を実
現

あらかじめ登録した顔情報をもとにカメラで瞬時に個人を認識し、そ
の情報がクラウドサーバー上に記録される仕組み。記録された情
報は、労務安全書類を作成する外部サービス「グリーンサイト」や
就業履歴などを登録・蓄積する「建設キャリアアップシステム
（CCUS）」に連携することも可能。また、作業所の規模や通信環境
に合わせて、最適なシステムを導入でき、入退場管理の効率化や
記録作業の負担軽減で作業所における働き方改革実現に貢献す
る。

例えば、
フジタ など

🏁 ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/ER2
022.pdf

24 ● ○

触れずに安心、NECの顔認証シス
テム

顔認証により、非接触
(タッチレス)にすることで
感染症を予防

マンションや施設への入館時に、暗証番号入力や鍵の使用無し
で、自分自身の顔情報でドアを開けることができる。また、ショッピ
ングでは、決済時の本人確認として顔認証を活用すれば、お財布
やスマートフォン無しで商品購入することができる。さらに、店舗内
で、購入する商品を手に取るとセンサが商品を検知し、退店と同時
に決済が完了する「レジレス型」店舗の実現に取り組む。

NEC ●
NEC：
https://jpn.nec.com/biometrics/face/c
ontactless.html?nid=COVID19_018

25 ● ○

AIチャットボットによる相談窓口対応 デジタルテクノロジーを活
用した感染防止対策

自社のデジタルテクノロジーを、国民の健康を守るために積極的に
活用。医療従事者の新型コロナウイルスの感染リスクを抑えつつ、
感染状況などの正確な情報を収集するため、各自治体の相談窓
口や新型コロナウイルス患者の濃厚接触者の健康観察にAIチャッ
トボットを使用した。

富士通
東京都港区
宮城県
長崎県 など

●

富士通：
https://www.fujitsu.com/jp/services/kn
owledge-integration/chordship/digital-
agent/

26 ● ○

仮設緊急病棟の設置 パンデミックによる病床
不足解消のサポートと、
面会者や医療従事者の
交差感染の防止

新型コロナウイルスの感染拡大防止と医療従事者の安心・安全な
医療環境の実現という社会要請に応えるため、従来の「新型インフ
ルエンザ対応緊急病棟(パンデミックエマージェンシーセンター：
PEC)」を改良し、患者の症状ごとに求められる機能別にユニット化
したPECシリーズとして中等症患者対応型(PECⅡ)と重症患者対
応型(PEC/ICU)を追加した。さらに超短工期で設置を可能
PECquickも追加し、医療機関の様々な要請に応える。

大林組 🏁 ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20200929_1.html

27 ● ○

カセットミストの開発 医療福祉施設での医療
従事者および患者の院
内感染のリスクの低減

施設利用者の不在時に環境表面を自動で除菌する設備「マルチミ
スト」を持ち運び可能にした「カセットミスト」を開発。薬剤ミスト噴霧
による環境表面除菌システムで、菌やウイルスの感染リスクを最
小化する。建物の用途や規模など多様なニーズに応じた最適な除
菌システムを提案可能にする。 大林組 🏁 ●

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/facilities/infectioncontrol.html
#anchor01

28 ● ○

感染症対策ユニットの開発 感染対策に日々奮闘す
る医療スタッフの負担軽
減と、ゾーニングによる医
療施設の安心安全な空
間提供

患者の状況に合わせて容易に区画構築できる家具として「感染症
対策ユニット」を開発。①設置のための工事が不要②区画範囲の
変化に合わせて簡単に移設（移動）が可能③廊下の幅や天井の
高さに合わせて調整が可能④感染症対策以外での活用も可能と
いう特徴があり、施設の見直しが必要となった際も施設スタッフの
みで容易に区画変更ができる。

戸田建設 🏁 ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/news/2021/202
10224_002894.html

2-2.感染症対策に関する研究

29 ● ○

持続可能な医療システムの構築 感染対策等医療の研究
開発

患者を中心とした治癒／疾患コントロールを目指した革新的新薬
の創製とソリューションの提供を行う。COVID-19に対する新たな
治療選択肢の開発を行うとともに、低中所得国における非感染性
疾患（NCDs：Non-Communicable Diseases）の予防、診断、治療
の支援などに取り組みながら、持続可能な保健医療システムの構
築および医薬品へのアクセス向上に貢献する。

－ 中外製薬 ●
中外製薬：https://www.chugai-
pharm.co.jp/sustainability/patient/index.
html

30 ● ○

顧みられない熱帯病・三大感染症
に対する研究開発

ワクチンや治療薬の研究
開発

研究開発型のグローバル製薬企業として、最先端の知見や技術
を各種疾患領域に応用しながら創薬研究活動を行う。開発途上国
においてニーズは高いにも関わらず、先進国の製薬企業の創薬の
対象とされてこなかった、熱帯病やマラリア、結核に対する創薬
は、医薬品アクセス向上に向けた重要な研究開発活動であると考
え、新規ワクチンや新規治療薬の研究開発を、世界中の研究所や
大学、製薬会社と共同で行う。

エーザイ ●

エーザイ：Googleのみで閲覧可
https://www.eisai.co.jp/sustainability/at
m/innovation/research-
development/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

31 ● ○

エアロゾル感染対策ソリューション
「magickiri™　Planning」の導入によ
る感染症安全性の検証

感染リスクを抑える空間
レイアウト等を提唱するシ
ステムの導入

公・民・学の連携による次世代スマートシティ「柏の葉の街」の複
数施設に感染症安全性を高めるためにmagickiri™（空気の流れの
可視化）を導入した。空気の流れの可視化、感染症安全性の評
価、改善策の立案、認定証の発行という一連の取り組みを通じ
て、安心安全に過ごせる環境の整備に取り組む。各施設の空間に
おいて感染リスクを可視化するとともに改善施策の検討を行った。

三井不動産
PxDT(ピクシーダスト
テクノロジーズ)

●
三井不動産：
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corpor
ate/news/2021/1001_02/

32 ● ○

新型コロナウイルス対策を目的とし
たスーパーコンピュータ「富岳」を利
用した社会的側面から研究

飛沫感染のシミュレー
ション解析と対策検討

パンデミック現象および対策のシミュレーション解析を行い、今後
生じうる社会経済への影響を評価し、収束シナリオとその実現方
法を探る。あわせてウイルスの変異などにより感染・発病の経過
が変化した場合に起こりうる現象への対応を立案する。そのため
に感染シミュレーションや・SNSテキストマイニング・企業活等シ
ミュレーショを企業や大学と連携し研究を進める。進展は理化学研
究所のホームページにて更新する。

理化学研究所
産業技術総合研究所
富士通
筑波大学 など

●

理化学研究所：https://www.r-
ccs.riken.jp/outreach/topics/fugaku-
coronavirus/

33 ● ○

新型コロナウイルス対策を目的とし
たスーパーコンピュータ「富岳」を利
用した社会的側面から研究

飛沫感染のシミュレー
ション解析と対策検討

ウイルスの飛沫感染は空気の流れや湿度、温度などに大きく依存
するため、通勤電車内、オフィス、教室、病室などの環境で新型コ
ロナウイルスの特性を考慮した飛沫シミュレーションを行い、空調、
換気、パーテーション等を活用した感染リスク低減対策を提案。理
研が開発し、「富岳」に実装を進める超大規模熱流体解析ソフト
CUBEを用いた高精度かつ大規模なシミュレーションを、企業や大
学と連携し進める。進展は理化学研究所のホームページに更新す
る。

理化学研究所
鹿島建設
富士通
京都工芸繊維大学な
ど

🏁 ●
理化学研究所：https://www.r-
ccs.riken.jp/outreach/topics/fugaku-
coronavirus/

34 ● ○

新型コロナウイルス対策を目的とし
たスーパーコンピュータ「富岳」を利
用した医療的側面から研究

新型コロナウイルス治療
薬の探索・同定

「富岳」を用いた分子動力学計算により、臨床試験で対象にさ得🄬

ている既存の抗ウイルス薬に限定せず、約2000種の既存医薬品
の中から、新型コロナウイルスの標的タンパク質に高い親和性を
示す治療薬候補を探索・同定する。進展は理化学研究所のホーム
ページに更新する。

理化学研究所
富士通
京都大学など

●
理化学研究所：https://www.r-
ccs.riken.jp/outreach/topics/fugaku-
coronavirus/

35 ● ○

「デジタルアニーラ」による座席割当
最適化

イベント開催におけるソー
シャルディスタンスの確
保

新型コロナウイルス感染症の拡大で、開催延期、無観客開催、人
数制限、ソーシャルディスタンス確保などあらゆるイベントに大きな
影響を与えた。量子コンピューティング技術「デジタルアニーラ」を
応用した独自のソリューションを構築し、スタジアムでのスポーツ
観戦に定められた条件を守り、座席割当数を単純割付に比べ最大
60％増加させた。イベントを楽しむことと感染症対策の両立の突破
口を見せた。

富士通 ●

富士通：
https://www.fujitsu.com/jp/microsite/f
ujitsutransformationnews/2021-08-
30/01/
富士通：
https://www.fujitsu.com/jp/digitalanneal
er/index.html

3.ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ(UHC)推進のための国際協力

3-1.母子手帳の普及

36 ●

母子手帳による母子の健康状態・
成長の管理

世界の母子の命と健康を
守る

母親や子どもが必要なケアを継続的に受けられるようにするため
の重要なツールとして、開発途上国における母子手帳の導入・普
及を支援している。母子手帳の制度は世界でも注目され、アジア
やアフリカなど約50ヵ国で年間2000万冊も発行されている。今後
は電子化の検討あり、さらなる活躍が期待される。 JICA（国際協力機構） ●

JICA：
https://www.jica.go.jp/activities/issues/
health/mch_handbook/index.html

3-2.健康危機対応能力強化に向けたグローバル感染症対策人材教育・ネットワーク強化プログラム

37 ● ○ ○

「地方分権化におけるカウンティ保
険システムマネジメントの強化プロ
ジェクト」（ケニア）

保険・医療制度の強化支
援

UHCの実施向上を実現するため、分権化された保険システムをケ
ニア全国で強化することを目的とし、カウンティ保健所（CDOH）の
マネジメント機能を強化する支援(人材派遣、研究開催、機材供給)
を行った（2014年11月～2019年11月）。

JICA(国際協力機構) ● ○ ○ ○
JICA：
https://www.jica.go.jp/project/kenya/00
8/index.html

38 ● ○ ○

「コミュニティ健康保険制度及び無
料医療制度能力強化プロジェクト」
（セネガル）

保険・医療制度の強化支
援

UHCの実施向上を実現するため、コミュニティ健康保険制度と無料
医療制度の強化を目的とし、医療保庁（CMU庁）とプロジェクトサイ
ト（テイェス州ンブール県、ジュルベル州ンバケ県、タンバクンダ州
クンペンテゥム県）における職員の能力強化の支援(人材派遣、研
修開催、機材供給)を行った（2017年10月～2020年9月）。 JICA(国際協力機構) ● ○ ○ ○

JICA：
https://www.jica.go.jp/project/senegal/
006/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

39 ● ○ ○

「グローバルヘルスとユニバーサル
ヘルスカレッジのためのパートナー
シッププロジェクト」（タイ）

保険・医療制度の強化支
援

UHCの実施向上を実現するため、3つの主要医療保障制度の運営
における財政の持続性や医療サービスの質を強化することを目的
とし、タイ王国における保健行政などの関係者の能力強化の支援
(人材派遣と研修開催)を行った（2016年7月～2020年7月）。

JICA(国際協力機構) ● ○ ○ ○
JICA：
https://www.jica.go.jp/project/thailand/
021/index.html

40 ● ○ ○

「乳幼児と母親の健康状態を改善
するプロジェクト」（ガーナ）

保険・医療制度の強化支
援

保健所スタッフの保健・栄養指導能力の向上を目的とした研修や
保健所周辺に栄養サプリメント「KOKO Plus®」のサプライチェーン
を構築(味の素)。貧血・栄養失調・マラリアの早期発見・早期治療
を目的とした医療従事者に対する人材育成、学術シンポジウム等
を通じた啓発活動を実施(シメックス)。健康診断や栄養指導のため
のアプリケーション開発と人材育成教育を実施(NEC)。以上でガー
ナ母子への健康診断や栄養指導、病院の追加検査を推奨する保
健所のサービスの質向上。

JICA(国際協力機構)
味の素
シメックス
NEC など

● ○ ○ ○

味の素ファンデーション・シスメックス・
NEC：
https://www.sysmex.co.jp/news/2022/p
df/220527.pdf

4.アジア・アフリカにおける取組

41 ●

南アフリカ共和国 持続的廃棄物管
理に向けた廃プラスチック燃料化技
術の普及・実証事業

廃プラスチックを削減しリ
サイクル率の向上と石油
燃料の削減を図る

投棄された廃プラスチックは環境問題の原因の一つとなっている。
汚れが付着した廃プラスチックを、プラスチック素材（PE/PP/PS）
の分別をすることなく効率的にリサイクル油にすることができる油
化装置により、生成した油をディーゼル発電機やボイラー用の燃料
として利用する。

CFP
カネミヤ

● ○

JICA：
https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_part
ner/document/123/1302635_summary.
pdf

42 ●

100万人の手洗いプロジェクト アフリカ・ウガンダで展開
する「石けんを使った正し
い手洗い」の普及活動の
支援

サラヤは2010年に「100万人の手洗いプロジェクト」をスタートさせ、
対象となる衛生製品のメーカー出荷額の１％をユニセフに寄付し、
アフリカ・ウガンダで展開する「石けんを使った正しい手洗い」の普
及活動を支援。 さらに、医療機関の衛生環境改善のため、「病院
で手の消毒100％プロジェクト」を開始した。現地法人を設立し、ア
ルコール手指消毒剤の現地生産・販売を開始した。

サラヤ ● ○ サラヤ：https://tearai.jp/project/

4-2.アフリカにおける UHC（UHC in Africa）行動枠組み

43 ●

アフリカ地域におけるユニバーサ
ル・ヘルス・カバレッジの達成に向
けて

情報通信技術（ICT）を活
用した保健医療サービス
の提供

アフリカ地域のスマートフォンの普及率は急速に成長している。一
方で、病院や診療所の電子カルテ等のインフラ整備は発展途上で
ある。スマートフォンを活用した保健医療サービスの提供を可能と
する土壌が出来つつあり、情報通信技術（ICT）を社会保障分野に
活用する試み。 － ● ○

デロイト トーマツ グループ：
https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/
life-sciences-and-
healthcare/articles/hc/universal-
health-coverage.html

4-3.医療施設におけるカイゼンの普及（5S-KAIZEN-TQM、旧きれいな病院プログラム）

44

ガーナ国5S-KAIZEN-TQMに焦点
を当てた母子保健医療サービスの
質の改善プロジェクト

妊産婦と新生児に対する
質のケアの質の改善

母子に焦点を当てたガーナケア品質基準の実施、5S-KAIZEN-
TQM 導入による中央と地方の保健システム強化と医療施設の質
改善活動の実施、母子継続ケアの質改善、及びリファラル/カウン
ターリファラルの強化を行うことにより、対象施設での妊産婦と新
生児に対する質の高いケアの提供能力の改善を図り、もって対象
州において妊産婦と新生児に対するケアの質の改善に寄与する。

－ PSD JAPAN ●
PSD JAPAN：
http://psdjapan.com/activities.html

4-4.アフリカにおける顧みられない熱帯病（NTDs）対策のための国際共同研究プログラム

45 ●

「顧みられない熱帯病（NTDs）」の
制圧

NTDsの一つであるリンパ
系フィラリア症（LF）の制
圧

途上国など世界で17億人の人々がNTDsの感染リスクに晒されて
いる。2010年から世界保健機関（WHO）やビル&メリンダ・ゲイツ財
団などの世界のパートナーと共に、NTDsの一つであるリンパ系フィ
ラリア症（LF）の制圧に向けて治療薬の無償提供や疾患啓発に取
り組むとともに、その他の複数のNTDsやマラリアの新薬開発も推
進。

エーザイ ●

エーザイ：
https://www.eisai.co.jp/sustainability/at
m/ntds/lymphaticfilariasis/index.html
エーザイ：
https://www.eisai.co.jp/sustainability/at
m/ntds/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。

4-1.アジア健康構想及びアフリカ健康構想の推進
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1.未来志向の社会づくり

1-1.Connected City

1 ● ○ ○ ○

暮らしを支えるあらゆるモノやサー
ビスをオンラインでつなげる実証都
市「コネクティッド・シティ：Woven 
City（ウーブン・シティ）」の建設

「ヒト中心」の街Woven 
Cityでカーボンニュートラ
ル実現

水素を「つくる」「運ぶ」「使う」という一連のサプライチェーンに関す
る実証をWoven Cityおよびその近隣で行い、日本や世界の多くの
国が宣言する2050年までのカーボンニュートラル実現への貢献を
目指す。 トヨタ自動車

ＥＮＥＯＳ
ウーブン・プラネット・
ホールディングス

○ ○ ○ ● ○ ○

TOYOTA Woven City：
https://www.woven-city.global/jpn
TOYOTA Woven City：
https://woven.toyota/jp/our-
latest/20210510/

1-2.i-Construction の推進

2 ● ○

建設機械を無人制御できるシステ
ム（i-Construction推進）

労働力不足の解消や生
産性向上

GPS等の位置情報が届かないトンネル坑内での無人建設機械の
自動運転を国内で初めて実現。建設機械の周辺環境を示す地図
作成と自己位置推定を3次元で同時に行うSLAM技術を活用した
位置情報取得技術「T-iDraw Map」の開発・導入により、随時位置
情報を取得でき、施工現場の周辺環境変化に的確に対応した自
動運転が可能。

大成建設 🏁 ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
021/210611_8304.html

3 ●

建設機械の遠隔自動制御による月
面作業

宇宙開発（遠隔操作と自
動制御の協調による遠
隔施工システムの実現）

将来、月面に基地を作ることを目指して1000キロ離れたところにあ
る建設機械を遠隔操作で動かす実験を行った。、さらに離れた場
所での遠隔操作も今後、試すことにしている。 国立研究開発法人宇

宙航空研究開発機構
（JAXA）
鹿島建設

🏁 ●
JAXA：
https://www.jaxa.jp/press/2021/05/202
10518-1_j.html

2.基盤となる技術・データ

2-1.総合科学による地球規模課題対応

4 ● ○ ○ ○

衛星画像の提供などリモートセンシ
ングによる災害、社会インフラ、農
林水産、環境等におけるリスク回避
を支援

リモートセンシング技術
による地球の問題解決お
よび人類の持続的発展
への貢献

人工衛星、航空機、自動車、観測タワー、船舶、ブイ等より取得し
たデータや情報を気候変動監視、森林管理、水資源管理、食料安
全保障、災害監視、国土管理等に活かす取組。

一般財団法人リモー
トセンシング技術セン
ター

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ●
リモートセンシング技術センター：
https://www.restec.or.jp/about/index.ht
ml

5 ○ ● ○ ○ ○

全世界デジタル3D地図による地
球、防災等の各種解析支援

・持続可能な都市・地域
づくり
・防災・自然災害対応の
ためのインフラ整備

「地球を丸ごとデジタル化して各種のシミュレーションに役立たせ
る―」。AW3D®は、世界最高性能の地球観測衛星の画像群と世
界トップクラスの画像処理技術により、全世界を対象に、最高
2,500分の1の精度の3Dデータや画像情報、抽出情報などを提供
するもの。サービス開始以来5年で世界120カ国の地図が、約
1,100のプロジェクトで活用されている。

エヌ・ティ・ティ・データ
リモート・センシング
技術センター

● ○ ● ● ○ ● ●
エヌ・ティ・ティ・データ：
https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/a
w3d/

3.地方創生や未来志向の社会づくりを支える技術・基盤・制度

3-1.Society 5.0を支えるICT開発

6 ● ○

次世代の道路構想「ダイバースト
リート™」

地下空間を短工期かつ
ローコストで構築できる
施工方法。自動運転の
路車間通信や走行中給
電など次世代モビリティ
との融合にも寄与

「ダイバーストリート」は、地下空間を有しており、物流システムの
高度化や、無電柱化、共同溝などの効率的なインフラ配置に貢献
できるほか、豪雨時の雨水貯留といったBCP対策も可能。また、
高い機能を有する路面機能により、自動運転の路車間通信や走
行中給電なども可能となり、次世代モビリティとの融合にも寄与で
きます。

大林組
トヨタ自動車
未来創生センター、
豊田中央研究所

🏁 ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20210721_1.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

3-2.データ連携促進型スマートシティの推進

7 ●

AIを活用による「作業姿勢自動判別
システム」を導入した働く人にやさし
い工場

少子高齢化により労働力
不足が深刻化する中、年
配者や女性でも安心・安
全に働くことができる現
場づくり

作業者にとって安全で身体への負荷が少ない作業環境を実現し
ていくため、現場を撮影して作業者の行動・姿勢をAIがチェックし、
安全性・作業効率などの気づきを得る仕組みを導入。

日立建機 ● ○

日立建機：
https://www.hitachicm.com/global/wp-
content/uploads/2020/08/2020_27-
32.pdf#page=3

8 ○ ●

ソーシャルロボットによる高齢者向
けケアサービス
IoTやウェアラブルデバイスによる人
の能力開発

健康長寿社会の実現
ソーシャルロボットにより高齢化社会を支え、IoTやウェアラブルデ
バイスにより、人生100年時代の生きがい、やりがいをサポートす
る。

エヌ・ティ・ティ・データ ○ ● ○
エヌ・ティ・ティ・データ：
https://www.nttdata.com/jp/ja/data-
insight/2021/0422/

9 ○ ●

DX推進による教育・高度医療・業
務効率化

医療サービスの向上。医
学教育方法の充実。
医療従事者の職場環境
改善。

今回のコロナ禍で重症患者に関する情報をすべての医療者がリア
ルタイムに共有し、すぐに意思決定できる環境が整った。スマート
フォンによる音声入力で記録を作成する仕掛けを試験的に導入し、
その結果、残業を大幅に削減することができ、現場からも好評。学
生の出欠管理を自動化するビーコンや顔認証、病院内で検体や薬
剤を自動搬送するロボット、AI問診、5Gのトライアル等、新しいテク
ノロジーの実証検証も積極的に実施。

聖マリアンナ医科大
学
日本電気

○ ○ ●
NEC：
https://wisdom.nec.com/ja/event/nvw/
2021010801/index.html

4.地方の技術・基盤強化

4-1.未来技術の社会実装

10 ●

IoT時代の5Gビジネス Society 5.0の実現 AIやIoT，5Gなどを駆使してデータをより高度に利活用することで，
ビジネスに変革をもたらし、個々の企業の成長、様々な社会課題
の解決や，持続可能な開発目標（SDGs）の達成にも寄与。
例えば、ローカルで構築されたエンタープライズ5Gにエンパワーさ
れた通信ネットワークをベースに、AI、IoT、AR/VR/MR等の先端技
術を活用したスマートファクトリーが検証され、実現している。

富士通 ○ ○ ● ○ ○
富士通：
https://www.fujitsu.com/jp/group/fjj/se
rvices/keyword/dx/

11 ● ○

Shimz デジタルゼネコン リアルなものづくりの知
恵と先端デジタル技術に
より、ものづくりをデジタ
ルで行い、リアルな空間
とデジタルな空間・サー
ビスを提供

①ものづくりをデジタル：プロジェクトの上流から下流まで一貫した
データ連携体制を構築し、デジタルなものづくりを目指す。②デジタ
ルな空間・サービスを提供：都市や建物のデジタルツイン活用によ
るサービスを提供し、顧客の資産価値向上や運営管理の効率化、
利用者の利便性や安全・安心の向上に貢献。③ものづくりを支え
るデジタル：従業員がいつでもどこでも安全に業務を実行。

清水建設 🏁 ○ ● ○ ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2021/2021023.html

4-2.地方創生SDGs の推進

12 ●

積極的な地方採用、こどもの育成
の場も創出

地域での人材創出、なら
びに地域との交流を増や
す機会を設ける

地方へ本社機能の一部を移転させる。石川県小松市に社員の人
材育成機能を担う拠点「コマツウェイ総合研修センタ」を設立。約
150人が東京本社等から移転し、 複数事業所に分散されていた
教育機能を同拠点に集約。地方採用も開始し、地域との交流拠点
「こまつの杜」を設立。里山での自然観察や、理科・ものづくり教室
など、小学校向けの社会体験の機会など提供し、地域の子供の
育成と自然環境の保全に役立っている。

小松製作所

● ○
コマツ：
https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2
021/20210513

4-3.地域金融機関との若者の創業支援

13 ●

地方からビジネスを創出するスター
トアップスタジオ「LtG Startup 
Studio」をオープン

三島市における若者の
創業支援の地域一丸と
なった取組み

「新たな産業、雇用の創出による地域経済の活性化」「若者の創
業支援による地域の魅力向上」「人材交流を通じた地域課題の解
決」を目的として、五者（三島市、三島商工会議所、静岡銀行三島
支店、三島信用金庫、加和太建設）により、「LtG Startup Studio」
を地域の創業拠点の1つとし、事業化支援、利用者紹介、ビジネス
コンテストの開催支援等、各者の得意とする支援やリソースを提供
し地域内の新たなチャレンジを後押しする。

加和太建設

🏁 ● ○
加和太建設：
https://www.kawata.org/press_release/4
850.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

4-4.持続可能な観光の推進

14 ●

愛知道路コンセッション事業 有料道路の運営を通じた
地域活性化

日本での有料道路コンセッションの第一号案件として、2016年10
月より愛知県内の8路線・全72.5kmを運営。2018年7月には「地域
の種（ひと・もの・こと）を育み、次世代に果実としてつなぐパーキン
グエリア」をコンセプトに、運営する2カ所のパーキングエリアを“愛
知多の種”としてブランド化しリニューアルオープン。地域の食材の
レストランや商品の提供、観光情報の提供等を行い、地域と協働
して地域活性化の拠点となる運営をめざす。

前田建設工業

🏁 ○ ●
前田建設工業：
https://www.maeda.co.jp/recruit/projec
t/story01/index.html

15 ●

TRIP BASE STYLE 道の駅を観光や地方活
性化の拠点とする

道の駅を観光の「目的地」として定着させ、道の駅の近隣にホテル
をオープンすることにより観光客の滞在時間を延ばし、地域にお金
が落ちる構造をつくる。

積水ハウス

🏁 ● ○
積水ハウス：
https://tripbasestyle.com/index.html

16 ●

施設の建設から管理・運営まで 公共施設の管理運営を
行って地域貢献

公の施設の指定管理者として、施設の建設だけではなく、管理運
営も行っている。施設を運営することにより、使いやすい施設を造
るノウハウも吸収しており、これらの専門的なノウハウを生かして
社会に貢献するため、多数の社員が特定非営利活動法人に参加
し、未来のために貢献している。

弘安建設

🏁 ● ○
弘安建設：https://www.kouan-
construction.com/

17 ○ ● ○

Marunouchi Street Park
(緑の集客効果による地域経済の
活性化)

緑化による屋外快適環
境創出（夏季温熱環境の
快適化）、集客・売上・平
均滞在時間の増加、市
街地の快適性・イメージ
向上

商業施設やオフィスビルに隣接した車道を芝生で緑化し、飲食店
舗の屋外客席（テーブル・イス）の増設、屋外Wifi、電源を整備し、
PCを持ち込んでのオフィスワーカーの仕事スペースや来客など多
様な利用者が活用できる場所を提供。人流センサーや温熱環境
計測による人の混雑・日陰ルートなどをオンラインで見える化し、緑
による集客等の効果を実証した。

三菱地所

○ ○ ●
三菱地所Marunouchi Street Park 2020：
https://www.youtube.com/watch?v=tWH
9uRCG5XA

18 ○ ● ○ ○

コウノトリの野生復帰プロジェクト
（自然資本を保全・活用した地域経
済の活性化）

コウノトリの野生復帰を通
した、農産物のブランド
化・売上・作付面積増
加、観光客増加、防災機
能の強化、生物多様性
の保全

農業生産の見直し（コウノトリ育む農法）、河川の拡幅・多自然化、
水田ビオトープ、遊水地の再生などにより、コウノトリを野生復帰さ
せ、付加価値の高い農産物の生産、環境教育、エコツアー（コウノ
トリツーリズム）、学術研究など、自治体主導で環境をコアにした
街づくりを実施している。

兵庫県豊岡市

○ ○ ● ○ ○
豊岡市：
https://www.city.toyooka.lg.jp/konotori/
index.html

5.農山漁村を含む地域の活性化

5-1.農山漁村の振興のための支援

19 ●

「夏秋いちご」栽培・出荷・販売事業 地域における雇用の創
出や地域ブランドの確立

農場を夏秋いちごの栽培に適した冷涼な高地である長野県軽井
沢町内の耕作放棄地において確保し、冬春いちごに劣らない香り
や甘みを持つ「なつあかり」と「信大BS8-9」の2 品種を生産。食料
自給率の低下を背景とした国産農産品へのニーズや「地産地消」
への取り組みのほか、地域における雇用の創出や地域ブランドの
確立などによる「地方創生」に貢献するとともに耕作放棄地の解消
など農業分野における課題の解決に努める。

奥村組

🏁 ○ ●
奥村組：
http://www.okumuragumi.co.jp/newsrele
ase/data/210510.pdf

5-2.棚田地域振興

20 ●

土佐町の水循環解析 森林の持つ水源涵養機
能や棚田の役割を定量
化

森林の涵養機能と棚田の水利用を解析し、土佐町の水循環と水
収支を明らかにする。
そのため土佐町全域の3次元地質モデルを構築し、表流水と地下
水の連成解析を実施する。
水源保全と涵養のありさまと、その取組から生み出される産業、
社会的インパクトを通じ地域経済の活性化を目指す。

地圏環境テクノロジ

🏁 ● ○
地圏環境テクノロジ：https://future-
city.go.jp/platform/download/data/case
2020/002.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

6.農林水産業の成長産業化

6-1.農林水産業の６次産業化

21 ●

アグリサイエンスバレー構想 茨城県常総市との官民
連携で参画したのが、農
業6次産業化を軸とした
地域社会の未来づくり 
「アグリサイエンスバ
レー」構想

多数の地権者が所有する農地を集約し大区画化すると同時に、生
産・加工・流通・販売まで一気通貫した事業施設を整備。農業6次
産業化による地域活性化を目指すまちづくりを行う。
事業の構想段階から地域に入り、市、地権者と3者で官民連携事
業（PPP協定）を結ぶとともに、土地区画整理事業の業務代行者と
しても事業を進めている。

戸田建設

🏁 ○ ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/business/newbu
siness/

6-2.木材産業・木造建築の活性化

22 ●

木で建ててみよう 木材の地産地消で地域
経済を循環

地域の木材を利用し、林業、木材加工業、運送業、建設業など地
域経済を循環させる。大規模木造建築物の建設には多くの地域プ
レイヤーが関わり、ゼネコンが技術を持った地域の工務店や職人
と協力して建てることができる。その地域に最新の木造建築技術
が伝わり、その技術が地域や企業にとっての将来の糧となる。木
造建築物を使い続けるために不可欠なメンテナンスなどの過程も、
地域の事業者が技術を発揮する機会になる。

前田建設工業

🏁 ● ○
前田建設工業：
https://kidetatetemiyou.com/tateru/ar
ticle03.html

7.スマート農林水産業の推進

7-1.スマート農業総合推進対策事業

23 ● ○

ビッグデータによる営農支援システ
ムの機能拡充やAI技術の活用によ
るスマート農業

農業従事者の高齢化対
応や大規模化の支援に
よる持続可能な農業の
実現

水田の給水・排水をスマートフォンやパソコンでモニタリングしなが
ら、遠隔操作または自動で制御できるシステムや、インターネット
の地図情報を活用し、ほ場管理や作業記録を簡単に行えるシステ
ムなどによる農業の生産性の向上・省力化のサポート。
また、水環境分野においても水道管から水処理施設に至るまでマ
イクロソフトを戦略的パートナーとし、IT基盤の移行を進める。

クボタ
マイクロソフト
NTTグループ

○ ○ ○ ○ ● ○
クボタ：
https://www.kubota.co.jp/innovation/sm
artagri/index.html

7-2.スマ－ト水産業推進

24 ● ○

クロマグロの養殖魚サイズ測定自
動化サービスによる生産性の向上

AI・IoT技術の活用による
持続可能な水産資源の
供給

養殖いけす内の養殖魚のサイズは、給餌量や水揚げ時期を決定
する重要な情報であり、作業効率化と測定精度向上が課題であっ
た。そこで、NECが2018年に開発した養殖魚サイズ測定自動化
サービスを改良し、幼魚を対象としたシステムの導入で、さらに養
殖業の生産性が大きく向上。

豊田通商
日本電気

○ ○ ● ○
豊田通商：https://www.toyota-
tsusho.com/press/detail/200521_00462
2.html

8.農林水産業を担う人材等の育成・確保

8-1.「緑の雇用」新規就業者の育成

25 ●

地域と協働で取り組んだバイオマス
の活用（山梨県南部町）

未利用材の利用促進に
よる地域における自然と
人間との共生の継続

南部町内のアルカディア南部総合公園スポーツセンター（住所:山
梨県南巨摩郡南部町大和360）の敷地内に木質バイオマス発電
所（熱分解方式）を建設し、豊かな森林資源を有する南部町及び
近隣地域から間伐材由来の木質バイオマス資源を調達して発電
事業を行う。

⾧大

🏁 ○ ●
長大：https://future-
city.go.jp/platform/download/data/case
2020/all.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

１． 持続可能で強靭な街づくり

1-1.地震を含む自然災害への防災・減災・復旧

1 ●

無人情報化施工システム 災害から人々の生命や
生活、財産を守りたい

無人化施工によるブルドーザ排土板制御システム。GPSによる無
人測量システムや３次元バックホウ誘導システム、転圧・敷均し
管理システムを開発、導入して無人情報化施工システム

熊谷組

🏁 ○ ●
熊谷組：
https://www.kumagaigumi.co.jp/tech/dis
aster/disaster/01.html

2 ○ ●

災害時における消防用水、生活用
水等の供給の協力

地域社会の強靭化のた
め

大規模火災や災害が発生した際、生コン車（アジテータ車・ミキ
サー車）に自社の工場から水を汲み、消防車への水の供給や災
害地への生活用水として利用してもらえるよう、市と防災協定を締
結。

大阪広域生コンクリー
ト協同組合

🏁 ● ○
大阪広域生コンクリート協同組合：
https://www.osaka-
kouiki.or.jp/news/4986/

3 ● ○

建物を使い続けるための制震改修　
超大型TMD「D3SKY（Dual-
direction Dynamic Damper of 
Simple Kajima stYle）®」

多くの超高層ビルは制震
性能不足や、長周期地
震動による大きく、長い
揺れの不安を抱えてお
り、この問題を解決

超高層ビルの屋上に巨大な❝振り子型のおもり❞を設置すること
で建物全体の揺れを抑える技術

鹿島建設

🏁 ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

4 ● ○

建設業の使命としての災害復旧 災害発生時に一刻も早い
復旧を目指す

・豪雨に伴い発生した大規模な浸水被害に対する堤防緊急復旧
工事
・自治体との災害協定

自治体

例えば、
鹿島建設　など

🏁 ● ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/news/digest/f
eb_2020/feature/index.html

5 ● ○

レジリエンストイレ（断水時にも配慮
したパブリック向け便器）

断水時も使い慣れた家庭
のトイレを使用

常時は洗浄水量5Lの水洗トイレとして使用でき、シャワートイレも
設置可能。断水時には洗浄水量を5Lから1Lに切り替えて使う。使
い慣れたトイレを断水時も使用するため安心である。

※避難場所等へのトイレ設置（仮設トイレ、バイオトイレ等）

LIXIL

● ●
LIXIL：
https://www.lixil.co.jp/lineup/toilet/resi
lience/

6 ●

２段タイ材地下施工法（控え工増設
による既設矢板岸壁の機能強化リ
ニューアル工法）

控え式矢板岸壁に対して
既設岸壁を再利用して増
深等の機能強化や耐震
補強を図る技術

新規に控え工を設置し、高性能小口径推進機により陸上から斜め
削孔して既設岸壁の水中部にタイ材を増設することにより、新旧２
段のタイ材で外力に抵抗する工法。海岸線沿いの地盤沈下により
相対的に水深が増加した岸壁において、天端を嵩上げ修復する場
合の荷重増加に対する岸壁補強工法として適用可能である。

大林組

🏁 ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d003.html

7 ●

ラディッシュアンカー工法（地盤を迅
速に補強し、土砂災害に対する防
災力を強化）

従来のアンカー体に比
べ、太くて短いアンカー体
を用いて地盤を強化・補
強する工法

本工法適用で法面を急勾配化できることによる空間の有効利用が
可能になる。切り取り補強土留壁工、斜面・のり面補強工などの
本体工事の他、アースアンカー代替工法として掘削土留め工など
の仮設工事、盛土のり面の急勾配化にも活用できます。地盤全体
の安定性の向上を図ることができることから、降雨や地震に対して
も高い補強効果が期待できる。

東急建設

🏁 ●
東急建設：https://www.tokyu-
cnst.co.jp/technology/1664.html

8 ●

ニューマチックケーソン工法 高耐震性の地中構造物
の構築

躯体剛性が高く、鉛直方向・水平方向の荷重に対し高い支持機構
を有する構造物。

オリエンタル白石、大
豊建設

🏁 ●
オリエンタル白石：
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/n
con02.html#04

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。



優先課題４：持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備(2)

59

〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）

No. 優先課題（カテゴリ） 事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体 SDGｓ17の目標 参考・引用資料
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現

健
康
・
長
寿
の
達
成

成
長
市
場
の
創
出

、

地
域
活
性
化

、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

持
続
可
能
で
強
靱
な

国
土
と
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

省
･

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

、
防
災
･

気
候
変
動

対
策

、
循
環
型
社
会

生
物
多
様
性

、
森
林

、

海
洋
等
の
環
境
の
保
全

平
和
と
安
全
・
安
心

社
会
の
実
現

S
D
G
s

実
施
推
進
の

体
制
と
手
段

名称 建
設
関
連
企
業
・
団
体

貧
困

飢
餓

保
健

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費

と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-2.災害情報共有・予測システムの活用

9 ●

地震の揺れを予測する新たな手法 将来の地震災害に備え
るための地震ハザード評
価や地震発生直後の緊
急地震速報の精度向上

地震動の強さ（震度等）の予測技術に、人工知能(ＡＩ)分野で使わ
れる「機械学習」（機械学習が持つ予測の柔軟性）と、従来から使
われてきた物理モデルに基づく地震動予測式が持つ、まれな事象
を予測する際の安定性といった双方の長所を組み合わせ、単一の
手法に比べてより高精度な予測が可能であるハイブリッド手法で
ある。

防災科学技術研究所

●
防災科学技術研究所：
https://www.bosai.go.jp/info/press/202
0/20200727.html

10 ●

地震対策技術、災害シミュレーショ
ン技術「maXim」

防災計画の検討などに
活用できる技術

maXim：建物のBIMデータに連鎖的に発生する災害事象を統合化
し、仮想現実によるリアルな避難行動が把握できる。質の高い持
続可能かつ強靭なインフラの開発。

竹中工務店

🏁 ○ ●
竹中工務店：
https://www.takenaka.co.jp/news/2017
/03/04/index.html

11 ●

ハード・ソフトの両面でお客様の
BCPを支援

企業、そして社会が直面
する適切なBCP（事業継
続計画）構築という課題
に対応

災害リスクを可視化し、災害への備えを行い、避難・復旧の対応を
安全かつ迅速に――。ハード・ソフトの両面で高度な知見を持つ、
鹿島にしかできない支援策を提供する。

鹿島建設

🏁 ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

12 ●

RisKma流域水循環予測情報サービ
ス『RisKma』（水災害リスクマッピン
グシステム）

近年頻発するゲリラ豪雨
や集中豪雨などを予測
し、それに起因する水災
害の発生リスク情報をリ
アルタイムで発信する
Webサービス

36時間先までの雨量分布予報が可能で、また、累加雨量分布を5
分間隔で配信するため、現在の状況がリアルタイムで把握できま
す。浸⽔リスクに対しては、ゲリラ豪⾬による内⽔氾濫のリスク情

報や、バーチャル⽔⾯マップの表⽰がある。ゲリラ豪雨予報につい

ては、関東・北陸・中部地域を対象とし、2～3時間先までの豪雨
情報を表示する。

建設技術研究所

🏁 ● ○
建設技術研究所：
http://www.ctie.co.jp/tech/tech48.html

13 ● ○

AIを活用した未来画像予測による防
災・減災力の高度化

数時間後の監視画像を
予測し、防災・減災に貢
献

AI（人工知能）技術の一種であるディープラーニング（深層学習）を
用いて、監視カメラ画像が将来どのように変化するかを予測する未
来画像予測技術である。

建設技術研究所

🏁 ● ○
建設技術研究所：
https://www.ctie.co.jp/news/tech/2021
/20210322_276.html

14 ● ○

市街地の多地点の浸水状況を共有
できる冠水センサーを用いた水害監
視システム

・冠水発生時の水防活動
に自治体の人手
不足起因での対処遅れ
をなくす
・水災害発生時の
BCP(事業継続計画）に
活用

豪雨時の道路冠水を簡易冠水モニタリングシステムにてリアルタ
イムに通知することで、自治体職員による早期の水防活動に活用
する。 街路灯やカーブミラーなどのポールに設置したセンサーが
道路冠水を検知すると、IoT無線ユニットより遠隔にいる管理者の
スマートフォンやPCへメール通知を行う。

オプテックス

● ● ●
内閣府地方創生SDGs：https://future-
city.go.jp/platform/download/data/case
2020/056.pdf

1-3.治水、水防災対策の推進

15 ● ○

流域治水プロジェクト 河川流域全体のあらゆる
関係者が協働し、流域全
体で水害を軽減させる治
水対策「流域治水」への
転換

近年の気候変動による災害の激甚化、頻発化を踏まえ、上流、 
下流、本川、支川の流域全体を俯瞰し、河川整備、雨水貯留浸透
施設、土地利用規制、利 水ダムの事前放流など、あらゆる関係者
の協働による治水対策の全体像をとりまとめた初 めての取り組み
である。

国土交通省

● ○ ○
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryui
ki_pro/index.html

16 ● ○

雨水貯留システム「クロスウェーブ」 豪雨時に下水道や河川
に流れ込む雨水の量を調
節し、雨水の再利用

再生プラスチックを原料とした成形品で、地下に埋設して空間を形
成し、雨水を貯留する。脆弱性の高い途上国の適応ニーズに応
え、インドや中国等のグローバルな気候変動課題を解決する。

積水化学工業

● ● ● ●
積水化学工業：
https://www.sekisui.co.jp/news/2017/1
314520_29186.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

17 ● ○

流体予測AIシステム 「AI空間解析技術」と「ド
ローンレーザー測量技
術」の融合　災害時の浸
水状況を短時間で解析
可能

河川氾濫等の災害時に、従来は浸水深度を調査員が現地調査し
ていたものをAIで自動化専用のレーザー計測ユニットを搭載したド
ローンを飛ばし、点群データを収集、専用のPCで解析する事によ
り、従来は１軒ずつ調査員が実測していたものを、数カ所の実測か
ら、浸水深度を正確に算出し、罹災証明発行等の時間短縮に寄与
する。

アリスマ―

○ ● ○
アリスマ－：
https:\www.arithmer.co.jp\floodriskasse
ssment-ai

18 ● ○

ダムの事前放流判断支援サービス 「最大15日先」「解像度
が高い」「精度が高い」予
測の提供により浸水被害
低減

●日本気象協会が独自開発した『JWAアンサンブル予測※1』の
データ（最大15日先までの予測情報）を活用することで時間に余裕
を持ったダムの事前放流計画を立てることが可能●具体的に示さ
れる「事前放流すべき時間帯や放流量のデータ」を活用したダム
の事前放流判断支援。

日本気象協会

● ○
日本気象協会：
https://www.jwa.or.jp/news/2020/03/9
451/

19 ● ○

鶴見川流水プロジェクト　洪水調節
施設整備事業　鶴見川多目的遊水
地

氾濫をできるだけ防ぐ・減
らすための対策

密集市街地の限られた土地を有効利用し、洪水時には治水施設
である遊水地として、通常時には公園、緑地、スポーツ施設として
使用でき水と緑のスポーツオアシスとして遊水地を整備。

京浜河川事務所

● ○
京浜河川事務所：
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/c
ontent/000800539.pdf

20 ●

DUCMM工法（鋼管立坑からの直接
発進・到達工法）

被災した地中管路の復
旧、付替え等において鋼
管立坑によるシールド・
推進工事に適用すること
で、工期短縮、コスト縮減

シールド・推進工事の鋼管立坑において、切羽安定の地盤改良を
必要とせずに直接発進または到達することが可能な工法である。

錢高組

🏁 ●

鋼製ケーシング立坑での直接発進到達工
法，錢高組,土木学会発表：
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/0003
5/2012/67-06/67-06-0176.pdf

1-4.災害等に強いエネルギー供給網整備

21 ○ ● ○

時代が求める ecoBCP 平常時の節電・省エネ
(eco)対策と非常時の事
業継続(BCP)対策を両立
する施設・まちづくり

・平常時の快適な省エネと確実な節電を両立、ランニングコストを
削減。
・居住者・テナントへの高付加価値の提供、事業性向上。
・今後想定される連動型巨大地震に対する事業継続性向上。
・災害時におけるエネルギーの自立性を確保。
・建設・運営・メンテナンスのトータルライフサイクルコストの削減。

清水建設

🏁 ○ ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/solution/tech0
85/index.html

22 ● ○ ○

災害時の電力需給にも対応した、
自然の力を活かしたマンション

・災害時の電力供給に対
応
・生物多様性・景観保全
への取り組み

街開きから50年が経ち、老朽化した集合住宅の建て替えが進む
なか、これまで培ってきた、豊かな緑を活かした外構植栽計画と、
災害時の電力需給にも対応した、最先端の環境配慮技術を備え
た次世代スマートマンションとしました。

大和ハウス工業

🏁 ● ○
大和ハウス工業：
https://www.daiwahouse.com/sustainabl
e/eco/products/2017_3.html

1-5.インフラの長寿命化

23 ●

構造物補修・補強用炭素繊維シー
ト「リペラーク®」

全・安心な社会インフラ構
築とインフラ改修にかか
る費用や人手はその確
保が難しい状況への対
応

炭素繊維は、比重が鉄の約1/4しかないにもかかわらず強度は鋼
材の約10倍あり、さらに、化学的に安定していて塩害にも強いなど
数多くの特長を兼ね備えています鋼・コンクリート用の補修・補強
材料であり、炭素繊維の特長をそのまま有し、シート状に加工する
ことで施工性にも優れている。

三菱ケミカル

●
三菱ケミカル：https://www.m-
chemical.co.jp/csr/activities/case2.htm
l

24 ●

インフラ長寿命化の技術開発 インフラの長寿命化 ・ダム機能の向上や長寿命化を図る再生技術
・橋の架け替え・補修技術

例えば、
鹿島建設
清水建設
IHI　など

🏁 ● ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/r
enewal/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

25 ●

バジリスク（バクテリアを活用した自
己治癒コンクリート）

構造物の長寿命化や維
持管理の簡素化およびラ
イフサイクルコストの削

減。長寿命化によりCO2

排出量も大幅に削減する
ことが可能

材料は、休眠状態のバクテリアと餌の元となるポリ乳酸を特殊な
装置で攪拌する。コンクリートが硬化しひび割れが発生すると、ひ
び割れから雨水と酸素が侵入する。これにより、ひび割れ近傍のコ
ンクリートのPHが低下していくことで、バクテリアは休眠から目覚
め、分裂を繰り返す。分裂したバクテリアは、周りの乳酸カルシウ
ムを摂取し、炭酸カルシウムを排出し、この炭酸カルシウムがひび
割れを埋めていく。

会澤高圧コンクリート

🏁 ○ ● ○

會澤高圧コンクリート：
https://basilisk.co.jp/?__hstc=39463804.
687d9e309f7cda46a439a3f24238cde5.1
636608677240.1636608677240.163660
8677240.1&__hssc=39463804.2.1636608
677240&__hsfp=1472769583

26 ●

広域帯超音波による橋梁基礎の洗
堀調査

探触子を直接接触させるコンクリート用超音波探査機を使用し、橋
梁基礎の洗堀（空洞）を探査する。

長大

🏁 ○ ●
長大：
https://www.chodai.co.jp/products/case
/014202.html

27 ●

超望遠レンズによる⾼層構造物の
外観検査技術

本技術は、超望遠レンズを使⽤し、橋梁の主塔や下部構造、床版

下⾯に対し、⾜場や⾼所作業⾞なしで外観調査を⾏う技術です。・

最⼤撮影距離︓110ｍ・撮影した画像に対して、ひび割れ⾃動抽

出技術を適⽤することも可能である。ひび割れ抽出精度︓最⼩0.1

ｍｍ

長大

🏁 ○ ●
長大：
https://www.chodai.co.jp/products/case
/014200.html

28 ●

高速道路リニューアルプロジェクト 高速道路の長期保全 道路ネットワーク機能を長期にわたって健全に保つため、橋梁やト
ンネルなどの構造物のリニューアル、大規模更新工事を行う。

NEXCO他　高速道路
各社

🏁 ● ● ●
NEXCO：
https://www.e-nexco.co.jp/renewal/

1-6.廃棄物の削減及び資源の有効利用

29 ●

再生骨材コンクリート 細骨材と粗骨材の両方
に再生骨材を使用した再
生骨材コンクリートの製
造・供給が可能

粗骨材だけではなく、細骨材にも再生骨材を利用することができる
ため、「廃棄物の削減」、「資源の有効利用」といった環境への配
慮をより一層推進することができる。また、再生骨材コンクリートに
対する適切な品質管理方法を確立し、国土交通大臣認定を取得し
ているので、杭や地下構造物にも適用することが可能である。

五洋建設

🏁 ● ○
五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/business/tech/architect/s
tructure/recycledaggregate.html

30 ●

ガラリクリート工法（大粒径コンク
リートガラを使用したコンクリート再
生技術）

粒径400mm程度のコンク
リートガラを使用でき、解
体骨材の製造に専用小
割破砕機等は不要で油
圧ブレーカーやニブラと
いった大割用解体機械の
みで対応可能

ガラリクリート工法は、現場でコンクリートを解体して、最大粒径
400mm以下に粒度調整したコンクリート解体ガラ（以下、｢解体骨
材｣）を、その粒度分布や設計基準強度を考慮して配合したモルタ
ルと混合し、振動ローラーで振動・転圧してコンクリート構造物を構
築する技術。ここで、｢解体骨材｣は最大粒径や粒度を調整するこ
とで、有価物相当になるように品質管理を行う。

清水建設

🏁 ● ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/solution/tech2
73/index.html

31 ●

海水練り・海砂コンクリート（地産・
地消型の高品質コンクリート）

津波により海水が付着し
た震災コンクリートがらを
用いて消波ブロックなどを
現地で作成

練り混ぜ水に海水を、細骨材に未洗浄の海砂を使用することで、
練り混ぜ水に上水を用いた場合に比べ、緻密で高機能なコンク
リートを実現する。

大林組

🏁 ● ○
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d066.html

32 ●

津波堆積物および混合廃棄物の浄
化技術

津波堆積物と、ふるい下
に集められる多量の廃棄
物や有害物質を除去し、
より良質な土木資材（洗
浄砂、洗浄礫）を生成

この施設の濁水処理の過程で不溶化剤を添加し、有害物質の溶
出抑制を行うことで、海面埋立材などの土木資材として利用する。

鹿島建設

🏁 ● ○
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_w
aste/waste/index.html#pagetop

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-7.水の安定供給

33 ●

漏水検知システム 独自開発の超高感度セ
ンサーおよびアルゴリズ
ムにて実現することで、
異常管路の早期発見・補
修をサポート

センサー内に実装した独自アルゴリズムにて解析し、漏水検知結
果をクラウドに伝送することで遠隔にて管路の漏水発生状態を確
認する。
漏水検知サービスの導入により、広範囲かつ常時の管路監視を
実現できるため、異常管路の早期検知・早期補修が可能となる。

HITACHI

○ ○ ●
HITACHI：
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/a
pp/social_infra_mnt/water/

34 ●

管路更生システム「SPR工法」 下水を止めず、かつ、道
路を掘り返さなで老朽化
した管路を更生

硬質塩化ビニル製の帯（プロファイル）を老朽管の内側にらせん状
に巻きつけ更生管をつくり、裏込め材を入れ既設管と一体化するこ
とで、耐震性や耐久性に優れた管路にリニューアルする。道路を
掘らず下水を流したまま施工ができるので、周辺の交通への影響
も少なく工事もシンプルに。廃棄物も大幅に削減できるので環境に
もやさしい工法である。

積水化学工業

○ ●
積水化学工業：
https://www.sekisui.co.jp/newfrontier/f
act/spr/index.html

35 ●

上下水道監視制御システム
TOSWACS™-V

確かな知識と高度な技術
で上下水道施設の運転
管理サービスを提供

小規模水道施設や簡易水道施設の統合により、分散する施設を
多く有する水道施設の運転管理や巡回点検等を、ICT技術を活用
することにより安心できる維持管理を提供する。

東芝インフラシステム
ズ

● ○ ○

東芝インフラシステムズ：
https://www.toshiba.co.jp/infrastructur
e/social/water-
environmental/solution-
product/monitoring-
control/waterworks.htm

1-8.グリーンインフラの推進

36 ●

グリーンインフラを活用したヒートア
イランド対策

雨水が植栽基盤や舗装
材に貯留・浸透し地表ま
でしみ上がる機能や、植
物の健全な生育による葉
からの蒸散作用を活用し
た「冷える」空間づくり

道路や歩道に降った雨水を直接下水道に流さず、舗装下の路床
で貯留浸透させる雨水貯留浸透基盤材（J・ミックス、パワーミック
ス、グラスミックス、ビバソイル）を使用する。保水性レンガや保水
性インターロッキングブロックと組み合わせることにより、地下の雨
水は地表面にしみ上がり周囲の空気を冷やす効果を発揮する。

東邦レオ

○ ○ ●
東邦レオ：
https://greeninfrastructure.jp/solution
/heat-island/

37 ●

植栽基盤整備 根域を想定した植栽基盤
の確保による台風倒木被
害抑制

台風による倒木の被害のうち、とりわけ、「根返り」被害への対策
は、将来の樹高に見合った根域を想定した植栽基盤の確保が被
害抑制につながる。　　　　　　　　　　　　　　　有効土層の厚さにつ
いては、①「根鉢の厚さ」＋「根が下方へ伸長するのに必要な厚
さ」、②強風時にも倒伏しない根張り、③干ばつ時にも潅水（かん
すい）なしで枯れないだけの水分を保てる、以上３点の条件によっ
て規定される。

大阪府

○ ○ ●
大阪府：
https://www.pref.osaka.lg.jp/daitoshimac
hi/green-design/topic.html

38 ●

グリーンベルト事業の推進 市街地に隣接する山麓
斜面を一連の緑地帯（グ
リーンベルト）として、行
政と地域が連携して保
全・創出することにより、
土砂災害を防止し、自然
環境・景観を保全

急な斜面の崩壊防止、無秩序な市街地拡大防止のための樹林保
全、樹林がもたらす風致景観及び生態系等保全、レクリエーション
の場の提供の機能を有するグリーンベルトを整備のため、人工林
の手入れ、育苗等を実施。

国土交通省

● ○ ○
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/common/001286
039.pdf

39 ●

グリーンインフラによる持続可能な
地域づくりへの貢献（「グリーンイン
フラ＋（PLUS）」）

自然の恵みを地域全体
に還元する事業の展開

グリーンインフラ整備に自社が持つソフトや技術を「+」することで、
自然の恵みを地域全体に還元する事業形態
・山間部から農村部では、農林業を通じた里山・農地の保全・再生
や生態系に配慮したインフラの整備
・都市部近郊では、多自然型の公共空間整備による水とみどり豊
かな住環境の整備
・都市部から臨海部では、外構や壁面・屋上の緑化によるヒートア
イランド現象緩和・雨水流出抑制

清水建設

🏁 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/greeninfraplus/

40 ●

自然をものづくりに取り入れ、人と自
然が共生し、生きがいと活気あふれ
る社会に貢献（「自然と、つくる」）

グリーンインフラをものづく
りに積極的に取り入れる
ことで、暮らし、自然環
境、経済に好循環を生む

・山里におけるグリーンインフラ技術：川や池の生態系回復、川や
池の水質浄化、・洪水から街を守る、・陸の生態系回復
・都市におけるグリーンインフラ技術：都市に生態系を創出、ヒート
アイランドの緩和、都市型水害の軽減、緑地の機能評価
・海辺のグリーンインフラ技術：海の水質浄化、沿岸域の生態系回
復、津波・高潮から街を守る。

大林組

🏁 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/green/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-9.戦略的な社会資本の整備

41 ●

地震・津波等の災害に対するリスク
低減の施策

公共土木施設の耐震化
や津波対策等の推進、
危険密集市街地の解消

緊急輸送道路上の橋梁の耐震化や河川堤防・湾岸堤防棟の整
備、避難場所（公園・広場）の整備による密集市街地の安全性向
上。

国土交通省

● ○
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001406365.pdf

42 ●

災害時における交通機能の確保の
施策

災害に強い道路ネット
ワークの構築、災害時に
おける港湾機能の維持、
地下鉄等の浸水防止対
策の推進、災害時の道
路閉塞を防ぐ無電柱化

高規格道路の4車線化優先整備区間の事業着手、海上交通ネット
ワークの維持のため高瀬・高波対策が必要な港湾において港湾
機能維持・早期再開、既往大規模の降雨により浸水の恐れのある
地下駅や電気設備等の浸水防止対策を行う。

国土交通省

●
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001406365.pdf

43 ●

集約・再編等によるインフラストック
の適正化の施策

道路、河川、湾岸、下水
道、港湾、公園、官庁設
備等の集約・再編等に向
けた取り組み推進

道路施設の集約・撤去、機能縮小の検討司法恐慌団体の割合を
促進、河川の老朽化した小規模な樋門等の無道緑化実施率の推
進、大規模地震が想定されいている地域等における水門・陸閘等
の安全な掲載体制の確保、汚水処理施設の集約による広域化、
既存施設の統廃合機能集約化および転換、新たな合同庁舎の整
備による集約など。

国土交通省

●
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001406365.pdf

44 ●

サプライチェーン全体の強靭化・最
適化

三大都市圏棟における環
状道路の整備と促進、国
際コンテナ戦略港湾にお
ける国際基幹航路の維
持・拡大、物流における
DX・標準化等の推進

三大都市圏環状道路整備率の推進、我が国に寄港する国際基幹
航路の輸送力の確保、港湾物流への接続可能な港湾関係者数
の推進など。

国土交通省

●
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001406365.pdf

45 ●

グリーン社会の実現 インフラを活用した地域再
エネ利用の拡大、建設機

械からのCO2排出量の削

減、グリーンインフラの推
進など

下水道バイオマス発電や道路遊休地での太陽光発電、低炭素排
出建機への低利融資や補助金、グリーンインフラ官民連携プラット
フォームに登録している自治代のうちグリーンインフラの取組を事
業化した自治体数の推進。

国土交通省

○ ● ○
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001406365.pdf

2．文化資源の保護・活用

2-1.石垣や歴史的構造物の保存・修復

46 ○ ●

石垣修復技術による文化資源の保
護

震災で被害を受けた城の
石垣修復。次世代に継承
するための修復

・解体する前に石垣全体や個々の石材の形状を３Ｄモデル化し、
シミュレーション技術を用い、築石の配置を検討。
・崩れた石材の輪郭1つ1つをＣＡＤで描き、崩落前の複数の石垣
の写真と照合しながら、石材を組み合わせ、石材の配置を検討。

例えば、
清水建設
鹿島建設　など

🏁 ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/solution/tech2
96/index.html

47 ●

歴史的建造物の保存、改修、復元 社会にとっても大切な資
産となる建物の生涯を、
より長くより良いものにす
るためにサポートする（施
設の長寿命化）

・富岡製糸場西置繭所（にしおきまゆしょ） 保存修理
・ホテルニューグランド（横浜市）の改修
・姫路城大天守 保存修理工事

例えば、
竹中工務店
清水建設
鹿島建設　など

🏁 ● ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/tech/himeji_ca
stle/finish/index-j.html

48 ●

重要文化財の耐震補強に使用され
た「軽くて強い炭素繊維 CABKOMA
®」

善光寺の重要文化財「経
蔵（きょうぞう）」が、耐震
補強に炭素繊維素材を
使用

炭素繊維ゆえに、素材自体が鉄の約4分の1の軽さで、引っ張り強
度は鉄の約10倍、また、錆びない素材である。補強工事の中で、
天井面を強くして耐震性を高める目的で、ブレース（筋交い）を建物
の壁面や天井面に取り付ける。

大和ハウスグループ

🏁 ○ ●

大和ハウス工業：
https://www.daiwahouse.com/sustainabl
e/sustainable_journey/topics/cabkoma/
index02.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

49 ●

鉄筋挿入による石垣補強・計測技
術（城郭石垣等を歴史的・文化財的
価値を損なわずに補強する技術）

城郭石垣等の歴史的・文
化財的価値の高い石垣
（空積み石垣）において、
その価値を損なわずに応
急的に補強

石垣前面より鉄筋を挿入することで石垣の一体化および裏栗の変
位を拘束することで安定性を向上させるものである。挿入する鉄筋
に予めひずみゲージを貼り付けておくことで、石垣内部の荷重のか
かりかたの変化を知ることも可能である。

安藤ハザマ

🏁 ●

鉄筋挿入による城郭石垣の修復とその補
強効果に関する遠心実験，安藤ハザマ,
土木学会発表：
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/0003
5/2013/68-06/68-06-0494.pdf

2-2.建造物の保護・活用

50 ●

消火設備 スーパーアウル800 神社・仏閣向けに、弊社
と消火設備メーカーで共
同開発した屋外パッケー
ジ型消火設備

従来の消火設備と違い、電源や配管工事が必要なく、コストパ
フォーマンスに優れた消火設備である。また従来の粉末薬剤より
も、木造火災に適した、液体消火薬剤を使用している。

桜井防災

●
桜井防災：http://www.sakurai-
bousai.co.jp/enterprise/bunkazai.html

51 ●

大牟田市の歴史遺産、「三井港倶
楽部」の取得と保全

歴史文化財の保存と活
用

大牟田市の三井港倶楽部を取得し、次の100年に向けて「歴史文
化財の保存」という社会貢献を果たすと同時に、全く新しい施設に
生まれ変わらせる事業としての充実を図る。

三井松島ホールディ
ングス

● ●
三井松島ホールディングス：
https://www.mitsui-
matsushima.co.jp/business/minatoclub/

３． 世界の強靭化に向けた国際貢献

3-1.インフラ構造物の強靭化

52 ●

タイ「バンコク地下鉄建設事業」入
口のかさ上げ

地下鉄構内への水の侵
入防止

洪水時にも継続して運行できるよう、入口を歩道から高くし、水が
構内に入らないような設計にしたことで、2011 年の大洪水の際に
空港、道路が閉鎖される中、ブルーラインは浸水地域 でも地下鉄
構内へ水は侵入せず、継続して運行できた。

JICA

● ○

JICA：
https://committees.jsce.or.jp/kokusai/s
ystem/files/1_%E3%80%8CJICA%E3%81%
AE%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%81%B8%E
3%81%AE%E5%8F%96%E3%82%8A%E7%B5%
84%E3%81%BF%E3%80%8D0826.pdf

53 ●

自発光道路鋲を使用した夜間の交
通安全対策にかかる案件化調査

インフラ整備の促進、道
路安全対策の向上

タンザニアにおける夜間の視界不良による交通事故の増加に対し
て、自発光道路鋲を活用した夜間の交通安全対策のための実証
実験を実施。道路インフラ整備の推進と道路安全対策の向上に貢
献した。

海外コンサルタンツ協
会
協力企業：オリエンタ
ルコンサルタンツ

🏁 ● ● ●
海外コンサルタンツ協会：
http://www.ecfa.or.jp/japanese/sdgs/ind
ex.html

54 ●

インフラ緊急復旧改善事業 電力共有の改善を図り、
産業振興を通じた経済開
発に寄与

ミャンマーにおいては、近年の外国投資誘致政策や工業化の進展
により電力需要が増加しているが、水力発電での乾期の電力不
足、火力発電の機能低下による事故の頻発が懸念されている。ヤ
ンゴン地域の火力発電所および変電所の改修を主要機器につい
ては、日本製品で支援した。

海外コンサルタンツ協
会
協力企業：東京設計

🏁 ● ● ●
海外コンサルタンツ協会：
http://www.ecfa.or.jp/japanese/sdgs/ind
ex.html

3-2.インフラメンテナンスの技術支援

55 ●

ドローンを活用した効率的で安全な
橋梁点検を実施

発展途上国の多くは人材
不足、技術不足、予算不
足のため、適切な点検・
維持活動を行うことがで
きない課題への対応策

ドローンおよびICTを活用した効率的なインフラ点検作業の技術協
力を行う。

HITACHI ●

日立システムズ：
https://www.hitachi-systems.com/-
/media/news/2019/download/2019031
3.pdf

56 ●

スマートフォンによる路面性状把握
システム（ケニア）

路面の状況を簡単・安価
に検出

スマートフォンに内蔵されているセンサ（加速度・角速度・GPS）と
独自の技術を組み合わせ、精度の高い路面調査（IRIを推定）を、
低コストで実現可能に。スマートフォンを所有の車両などに搭載す
るだけで、自動的に路面の異常を検知できる。それにより、計画的
な予防保全対策が行えたり、住民からの通報や問い合わせにも
瞬時に対応できる体制がつくれるなど、効率的な道路管理が実現
できる。

JIPテクノサイエン
ス

○ ●
JIPテクノサイエンス：https://www.jip-
ts.co.jp/drims/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

57 ●

下水管の再生工法（SPR工法）を海
外44ヵ国で展開

交通渋滞や廃棄物、騒
音などの問題がなく下水
管をリニューアル

SPR工法は既設管の内側に硬質塩化ビニル製プロファイルの更生
管を製管し、既設管と更生管の間隙に特殊裏込め材を充填。古く
なった管きょを既設管・更生管 ・裏込め材が一体となった強固な複
合管として蘇らせる。耐震性や耐久性に優れた管路にリニューア
ルする。

積水化学工業

○ ●
積水化学工業：
https://www.sekisui.co.jp/newfrontier/f
act/spr/

3-3.環境に関する国際協力の推進

58 ●

地元コミュニティに対する様々な研
修やワークショップを通じた普及啓
発活動

沿岸水産資源を保護し、
持続的に利用

南太平洋のバヌアツでは、世界的な気候変動や沿岸漁民による
無秩序な漁獲の影響で、沿岸水産資源の減少が懸念されてい
る。資源保全活動の再活性化、新しい技術を利用した水産資源の
増殖活動の導入、現地で活動を実施する人々の生活を安定・向上
させるための生計手段の向上や普及を組み合わせた活動。

海外コンサルタンツ協
会
協力企業：アイ・シー・
ネット、インテムコンサ
ルティング 🏁 ● ● ●

海外コンサルタンツ協会：
http://www.ecfa.or.jp/japanese/sdgs/ind
ex.html

59 ●

インドネシア国　防災・環境保全お
よび環境再生技術の普及・実証事
業

特殊シートや種子バック
を使用して土壌移動や植
生を促し、洪水や地滑り
など頻発する甚大な自然 
災害への対策

山口大学、インドネシアのウダヤナ大学、インドネシア林業省の支
援を受け、バリ島北部のバトゥール山周辺にて、荒廃地再生を目
的とした多機能フィルター・シート、種バッグの試験施工および効
果検証を実施。

多機能フィルター

● ○ ○

JICA：
https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_part
ner/document/108/MF2412_summary.p
df

60 ●

インド国　高濃度酸素水供給装置に
よる湖沼浄化普及・実証事業

インドの湖沼は、都市活
動の活発化、下水道施
設整備の遅れ等による富
栄養化など水質悪化の
問題がありその解決

陸上の酸素供給装置から水中の気液溶解装置へ酸素ガスを供給
し、水中で高濃度酸素水を吐出するシステム。

松江土建

🏁 ● ○

JICA：
https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_part
ner/document/750/F162503_summary.
pdf

４． 質の高いインフラの海外展開

4-1.質の高いインフラ構築の取り組み

61 ●

日本の水処理技術を発展途上国の
水不足解決へつなげる

開発途上国の水不足解
決

・海水淡水化技術
・下水の浄化処理技術
・水道分野の専門家派遣
・研修生の受け入れ

クボタ
東レ
他多数

● ●

クボタ：
https://www.kubota.co.jp/sustainability/
biz_water/index.html
東レ：
https://www.toray.co.jp/sustainability/vi
sion/world03/index.html

62 ●

セネガル国直流及び交流駆動型
ソーラーポンプシステムを活用した
小規模地方給水施設整備普及・実
証事業

生活用水汲み上げにか
かる高い労働負荷低減と
小規模農家の低所得へ
の対策

案件概要：給水設備の行き届いていない地域へ直流及び交流型
ソーラーポンプシステムを導入し、現地の地形や村の配置に合わ
せて複数の設置パターンで製品実証をすることで現地適合性を確
認する。また、継続的な製品活用と普及のため、製品の運用維持
管理体制を構築するとともに、自治体や住民による製品購入のた
めのファイナンススキームを検討しながら、製品普及計画を策定す
る。

テラル（広島県）・
エー・シー・アイ（東京
都）

● ●

JICA：
https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_part
ner/document/1025/F181067_summary
.pdf

63 ●

海外インフラプロジェクト技術者認
定・表彰制度

今後の海外進出や国内
外の技術者の相互活用
を促進

海外インフラプロジェクトに従事した本邦企業の技術者の実績を認
定し、特に優秀な者については表彰する制度を創設するとともに、
本認定・表彰の結果を国内工事・業務の入札時に評価する制度。

国土交通省

● ●
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001386357.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

64 ●

鉄道分野の取組 高速鉄道や都市鉄道の
整備を検討・推進してい
る相手国の経済・社会の
発展に寄与

・マニラ首都圏地下鉄事業（フィリピン）
・ジャカルタ都市高速鉄道東西線事業 （インドネシア）
・パナマ首都圏都市交通３号線整備計画（パナマ）
・ドバイメトロ事業（アラブ首長国連邦）
・カイロ地下鉄４号線第一期整備計画（エジプト）

建設会社
コンサルタント

🏁 ●
JICA：
https://www.jica.go.jp/oda/project/PH-
P267/index.html

65 ●

港湾分野の取組 「自由で開かれたインド
太平洋」の実現、主要な
海上輸送ルートの安定的
な利用、経済安全保障の
観点

・マタバリ港開発事業（バングラデシュ）
・港湾EDI 整備計画（カンボジア）

建設会社
コンサルタント

🏁 ●
JICA：
https://www.jica.go.jp/oda/project/BD-
P105/index.html

4-2.インフラ構築のための工法、材料

66 ●

ジャイロプレス工法 低振動・低騒音かつ安
全・省スペースで 杭打ち
を行うことができる「圧入
工法」

1983年ドイツで行われた展示会で杭圧入機「サイレントパイラー」
を出展。低振動・低騒音かつ安全・省スペース という特徴が評価
され、同年同国で海外初の工事を受注。その後現在に至るまで世
界30か国以上で圧入工法を実施。2019年には国内に「圧入トレー
ニングセンター」を開設。今後、工事機械の修理・メンテナンス・操
作技術等について国内外から研修を受け入れ。第３回ＪＡＰＡＮコ
ンストラクション国際賞。

技研施工

🏁 ●
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/report/press/co
ntent/001330914.pdf

67 ●

「循環式エコクリーンブラ スト工法」 チュルイ・チョンバ―橋改
修（カンボジア）～施工時
の産業廃棄物を1/50に
減少

通常の研磨剤を高速で吹き付けるショットブラストにより旧塗装を
除去した場合には、大量に発 生する有害産業廃棄物の処理が課
題となった。このため、シートで囲いをした中で、鋼製研 磨剤を吹
き付けて塗装を剥がし、それを回収して鋼片のみ再利用する「循
環式エコクリーンブラ スト工法」を活用した。これにより、周辺外部
に剥がした危険な塗装物が飛び散らず、更 に鋼片を再利用するこ
とで産業廃棄物を1/50に減らすことができた。

循環式エコクリーンブ
ラスト研究会（大林
組、横河ブリッジ施
工）

🏁 ● ○
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/kokusai/content
/001397310.pdf

68 ●

誘導雷対策用の避雷器（アレスタ）
の製造・販売及び雷対策のコンサ
ルティング

「ルワンダの雷被害を減
らしたい」

避雷器の品質に問題はなくても、その部品を適切な位置に設置す
る知識の移転までを行わず、途上国が避雷器の適切な管理を行
えていないといった国で、音羽電機工業が、その国の課題に丁寧
に寄り添いながら日本の知識や技術を伝え、途上国が自分の抱
える課題を持続的に解決できるよう支援する。

音羽電機工業

●

JICA：
https://www.jica.go.jp/Resource/priv_pa
rtner/information/sdgs/2019/2019081
6_01.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。



優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(1)

67

〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1.  再エネ・新エネ等の導入促進

1-1.  風力発電

1 ○ ● ○

長崎県五島市沖における洋上風力
発電事業

一般海域での洋上浮力
発電の促進

2019年4月に施行された「再エネ海域利用法」に基づく初の洋上
風力発電事業者に決まり、同法初の発電設備整備促進区域であ
る長崎県五島市沖で、浮体式の洋上風力発電機8基を建設し、総
出力1.68万kW（16.8MW）の発電事業に取り組む。

戸田建設
ENEOS
大阪ガス
INPEX
関西電力
中部電力の６社

🏁 ● ○ ○ ○
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/news/2021/202
10611_002942.html

2 ● ●

世界初の「台風発電」と通信衛星に
よる災害対策インフラの強靱化

離島地域での台風災害
後における電力供給と通
信インフラの強靭化

電力や通信のインフラが脆弱な国地域を主対象として、微風でも
起動し台風でも暴走しない「鉛直軸型マグナス風力発電機」と衛
星通信技術を合わせて、災害後の電力供給と通信インフラを提供
する。

チャレナジー
スカパーJSA

● ○ ○
チャレナジー：
https://challenergy.com/2021/08/26/
4304ms-2-2/

1-2.  太陽光発電

3 ○ ●

営農型太陽光発電（ソーラーシェア
リング）

一つの土地で農業と発
電事業を同時に行なう取
り組み

清水建設が発電事業を行い、つなぐファーム（千葉エコが設立した
農業法人）が農業を担い、千葉エコが発電設備の管理運営を行う
ことで「アグリマネジメント」サービスを提供。発電した電気は、清
水建設グループによる小売電気事業を通じて需要家に供給を行い
ながら、地域密着型のビジネスモデルを模索している。

清水建設
千葉エコ・エネルギー
つなぐファーム

🏁 ● ○ ○ ○ ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2019/2019037.html

4 ○ ● ○

農業用ため池での水上太陽光発電 農業用ため池や貯水池
の水面の有効利用

太陽光発電の買い取り価格の連続低下などから、国内では太陽
光発電に適した一定の規模の土地の確保が難しくなる中で、全国
各地の農業地帯にある、ため池等を利用した水上型が注目されて
いる。池の周囲に日射を遮る障害物が少ないことから発電効率が
高く、土地の造成工事がないことで初期投資も抑えられる。

三井住友建設

🏁 ○ ● ○ ○
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/topics/2021/
03051134/

1-3.  水素エネルギー

5 ● ●

建物付帯型水素エネルギー利用シ
ステム「Hydro Q-BiC」

再生可能エネルギーの
余剰電力を水素で蓄積
することで、地域エネル
ギーの最適運用を実施

再生可能エネルギーの余剰電力を水素に変えて水素吸蔵合金に
蓄えたのち、必要に応じて水素を取り出して発電できる建物付帯
型水素エネルギー利用システム。

清水建設

🏁 ● ○ ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/solution/tech3
62/

6 ○ ●

建物及び街区における水素利用普
及を目指した低圧水素配送システ
ム実証事業

“地産地消”をテーマに風
力発電によって生み出す
水素の貯蔵・輸送・利用
という一連のサプライ
チェーンを確立

祝津風力発電所で生み出した電力で製造した水素を、車載型コン
テナに収納された水素吸蔵合金タンクに直接貯蔵し、コンテナごと
水素配送車に積み込んで輸送する。運ばれた水素を水素利用施
設の定置型タンクに供給して純水素型燃料電池を稼働させること
で、施設で用いる電気として利用。

大成建設
室蘭市
九州大学
室蘭工業大学
日本製鋼所
巴商会
北弘電社

🏁 ● ○ ○ ○ ○
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
019/190130_4582.html

7 ○ ● ○

家畜ふん尿由来水素を活用した水
素サプライチェーン実証事業

バイオガスの新たな用途
として水素利用の有効
性、家畜ふん尿による環
境汚染や廃棄物の課題

解決・CO2 排出削減

北海道河東郡鹿追町に家畜バイオマス由来の水素製造供給施設
「しかおい水素ファームⓇ」を設置し、鹿追町ならびに帯広市にお
いて家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプライチェーンを実証
するもの。

鹿島建設
エア・ウォーター
日鉄P＆E
日本エアープロダクツ
の4社共同実施 🏁 ● ○ ○ ○

鹿追町：
https://www.town.shikaoi.lg.jp/introduce
/Zerocarbon/biogasplant/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

8 ○ ●

下水汚泥から水素生成 東京下水道局の研究施
設に水素製造装置を設
置し、下水汚泥を乾燥
後、加熱によって発生し
たガスから水素を生成

1)下水汚泥の乾燥にボイラーではなく、ガス発生装置の排熱等を
利用する。2) 改質により水素を含んだ空気を作ることで発生する

CO2を園芸向けに利用するなど、CO2貯蔵・回収する。3) 生成した

水素は発電燃料としてガス発生装置の電力源としても再利用す
る。
下水汚泥を利用するため原材料コストはゼロに近く、下水汚泥処
理費用をむしろ資金として収受できガス化設備費用が掛かっても
コストは割安で済む

ジャパンブルーエナ
ジー
戸田建設
東急建設

千代⽥建⼯
🏁 ○ ● ○ ○ ○

戸田建設：
https://www.toda.co.jp/news/2021/202
10303_002903.html

9 ○ ●

ニュージーランド最大港湾で水素ス
テーション事業

港湾セクターと周辺のサ
プライチェーンを対象に持
続可能な社会の先導モ
デル

ニュージーランドのオークランド市内所有地に水素ステーションとグ
リーン水素製造施設を整備。
保有する港湾車両を水素燃料車両に切り替える事業を目指す。

－

大林組
Ports of Auckland 
Limited（オークランド
港湾会社）

🏁 ● ○ ○ ○ ○
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20210621_1.html

1-4.  バイオマスエネルギー、バイオマス発電

10 ○ ●

BDF(バイオ・ディーゼル燃料) の建
設現場での活用

BDF使用によるカーボン

ニュートラル効果でCO2

排出量をゼロカウント

廃食用油から生成したBDF燃料を建設現場の建設機械や発電機
等で使用

例えば、
鹿島建設
戸田建設
西松建設 など

🏁 ● ○ ○
鹿島建設：
http://www.tkeng.co.jp/pdf/2015012116
3421.pdf

11 ○ ● ○

微生物燃料電池（MFC)を」応用した

CO2変換セルによるメタン生成

底質浄化で得られた電

力で直接CO2をメタンに

変換し、従来のCO2変換

に必要な外部エネル
ギーや光エネルギーを削
減又は不要化

MFCで構築した発電微生物菌相を用いた底質浄化型アノード(負

極)と、CO2をメタンに変換する微生物(メタン生成菌)を植種したカ

ソード(正極)槽を統合したCO2変換セルにより、装置内に発生した

電流のうち50%近くをCO2からのメタン変換に利用することができ

る。また、CO2をメタンに変換するカソードの微生物にはメタン生成

古細菌のほか、ジオバクターなどの発電微生物が関わっているこ
とを明らかにした。

西松建設

🏁 ○ ● ○ ○ ○
西松建設：
https://www.nishimatsu.co.jp/news/202
0/mfcco2co2.html

12 ○ ● ○

地域密着型2MW級バイオマス発電 地域の森林資源を有効
活用した再生可能エネル
ギー発電を行うことで、持
続可能な森林経営の一
翼を担い、地球温暖化対
策、林業振興、地域創生
に貢献

間伐材由来やマツクイムシ被害材を含む未利用材を地域の各森
林組合や生産者などから購入し、これらを発電材料にして2MWクラ
スの発電出力を確保する。発電した電力は、固定価格買取制度
（FIT）を利用して電力会社（中部電力）に20年間売電する。

清水建設
トヨタ ユー・グループ
との共同出資会社

🏁 ● ○ ○ ○ ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/topics/lcv/ite
m01/index.html

13 ●

バイオマスガス発電 伐採草木の有効利用
で、再生エネルギーを創
出

剪定枝、刈草などの緑の新たなリサイクルシステムとして、熱分解
により発生させたガスをエネルギーとして活用する、バイオマスガ
ス発電システムを開発。

NEXCO東日本
鉄建建設

🏁 ● ○ ○ ○

鉄建建設：
https://www.tekken.co.jp/tech/000779.
html

14 ●

乾式バイオガス発電施設
「寄居バイオガスプラント」

可燃ごみを再エネ利用

し、CO2排出量低減

食品廃棄物や紙ごみなどの一般廃棄物（バイオマス）をメタン菌に
より発酵させることでバイオガスを生成させ、このバイオガスを発電
用燃料として利用する再生可能エネルギー発電施設。

オリックス資源循環

● ○ ○ ○ ○

オリックス：
https://www.orix.co.jp/grp/company/ne
wsroom/newsrelease/21610_ORIXG.htm
l

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-5.  その他の再生可能エネルギー

15 ○ ●

地域のかんがい用設備改修で小水
力発電所に活用

地域のかんがい用設備
を改修して小水力発電設
備に活用し、かんがい地
域が将来負担する水路
の維持管理費を軽減

当事業の発電所は、地域の既存のかんがい用水設備を⼀部更

新・共用し、かんがい用水を発電用水として使用している。また、
当発電事業で新設する水圧管路が新しいかんがい用水路となる
ため、かんがい設備の再生の役割も担っている。

飛島建設
オリエンタルコンサル
タンツ

🏁 ○ ● ○
飛島建設：
https://www.tobishima.co.jp/press_relea
se/detail/20210602131024.html

16 ○ ●

地熱発電及びグリーン水素製造実
証プラント

地熱発電電力を利用して
様々なグリーン水素製造
パターンの検証と水素の
供給プロセスの実証を実
施

大分県玖珠郡九重町の約1500平方メートルの敷地に、地熱発電
と水素製造の設備を設置。地熱発電機は出力125キロワットで、製
造工程で炭素を排出しない「グリーン水素」を重量換算で1時間に1
キログラム製造可能。
製造された水素はボンベに詰め、トヨタ自動車九州（福岡県宮若
市）やヤンマーパワーテクノロジー（大阪市）などに供給。水素を運
ぶ車両をGPSで搬送状況を把握し、車両の発着にあわせて効率よ
く水素製造を実施。

大林組

🏁 ● ○ ○ ○ ○
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20210718_1.html

17 ○ ●

“ごみ”をまるごと “エタノール”に変
換する生産技術

工業利用が極めて困難
であった“ごみ”を、化石
資源に替わる資源として
使いこなすことを実現

ごみ処理施設に収集されたごみを⼀切分別することなくガス化し、

このガスを微生物により、熱・圧力を用いることなくエタノールに変
換することで、既存プロセスに比べ十分に競争力のあるコストでの
生産を実現する。

積水化学工業
ランザテック

○ ● ○
積水化学工業：
https://www.sekisui.co.jp/news/2020/1
348992_36493.html

2.  循環型社会への貢献

2-1.  一般廃棄物処理施設の整備

18 ○ ○ ○ ●

前ろ過散水ろ床法（ＰＴＦ法） 省エネルギー、安定した
処理水質、維持管理が
容易、省面積の下水処
理システム

PTF 法は、従来からある散水ろ床法を改良し、特色ある3 つの技
術（高効率固液分離槽、新型散水ろ床、最終固液分離槽）を組み
合わせたシステムであり、新興国向けに開発された省エネルギー
型の下水処理技術。

メタウォーター
月島機械

● ○ ○ ●
メタウォーター：
https://www.metawater.co.jp/news/201
8/11/jv.html

19 ●

廃瓦・レンガによる機能性舗装材で
都市型洪水やヒートアイランド現象
を抑制

透水性 ・ 保水性を持つ
廃瓦 ・ レンガで舗装する
ことで 、 都市型洪水や
ヒートアイランド現象の抑
制に貢献

特に欧州 、東南アジア 、 南米では、瓦や焼成レンガなどの窯業
製品が多く生産されるが、瓦 ・ レンガの規格外品は産業廃棄物と
して廃棄されている。これらの廃棄物を現地企業と契約し、舗装材
として 廃瓦 ・ レンガを再利用化する。

エコシステム

○ ○ ○ ●
エコシステム：https://eco-
system.ne.jp/panf/KgroundC.pdf

20 ●

工事濁水処理システム
『AQUA-FILTER SYSTEM』

さまざまな工事シーンに
て汚してしまった水を、き
れいにして自然に戻すた
めの濁水処理システム

懸濁物質の凝集性能に優れながらも、魚毒性の少ない無機系粉
体凝集材を採用し、この凝集材の性能を最大限に発揮できる専用
の設備を組み合わせることで、省スペース・省メンテナンスな設備
でありながら、工事濁水を水道水並みに清澄化する処理を実現し
た。従来設備に比較し1/2以下の設置面積（60t/h級:7L×1.7W×
2.4Hm、5.4t）。

前田建設工業

🏁 ● ○ ○
前田建設工業：
https://www.maeda.co.jp/tech_service/
detail/aqua_filter_system.html

21 ●

バイノスRDⅡ工法 洗浄水を連続浄化・再利
用し、除染作業時間を大
幅に短縮

アスファルトおよびコンクリート面の除染に効果的なサイクロンシス
テムに、業界で初めて新種微細藻類による水処理設備を搭載し、
洗浄水の連続浄化・再利用を可能にすることで作業時間の大幅な
短縮を実現した道路除染システム「バイノスRDⅡ工法」を共同開
発した。

大林組
バイノス
ニルフィスクアドバン
ス

🏁 ● ○ ○ ○
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20130829_01.html

22 ○ ●

アップサイクルシステム
「L∞PLUS（ループラス）」

各繊維産地と、産地間連
携も含めた循環型の素
材開発を行うことで新し
い価値を創出、新しいビ
ジネスモデルの構築

各組合から回収された端材を、工場にて独自の開繊・反毛技術を
用いた「L∞PLUS」のアップサイクル原糸として産地へ供給し、各
組合の加盟企業で製品に使用する。通常あれば廃棄される端材
を再資源化し、リユースするため地球環境にも優しく、原料の調達
ルートなどのトレーサビリティも明確なサステナブル素材の提供が
可能となる。

クラボウ

○ ● ○
クラボウ：
https://www.kurabo.co.jp/news/newsrel
ease/20210901_1054.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

2-2.  産業廃棄物のコンクリートへの使用

23 ●

ローカーボンハイパフォーマンスコン
クリート（LHC）

N60%、BS･FAを各々20%

とし、CO2排出量を45%低

減

通常のコンクリートは、結合材の全てが普通ポルトランドセメント(N) 
ですが、LHC はN を60％に減らして、高炉スラグ微粉末(BS)、フラ
イアッシュ(FA)を20％ずつ加えた３成分系コンクリート。

安藤ハザマ
日本サスティナビリ
ティ研究所
住友大阪セメント

🏁 ○ ○ ○ ●
Tii建設技術：
https://construction.tiisys.com/13813/

24 ●

低炭素型BBFA高強度コンクリート Nの一部をBBとFAに置換

し、CO2排出量を50%低

減。主として高層建築物
に適用

⾼炉セメントB種(BB)とフライアッシュ(FA)の組合せによる⾼強度仕
様の低炭素型コンクリートを開発し、2016年9⽉に⾸都圏の⽣コン
⼯場と共同で⼤⾂認定を取得した。

安藤ハザマ

🏁 ○ ○ ○ ●
安藤ハザマ：https://www.ad-
hzm.co.jp/solution/energy_saving/detail
_01/

25 ●

クリーンクリート Nを30%以下、BSなど副

産物を70%以上とし、CO2

排出量を60～80%低減

結合材に対するセメントの混合割合を30％以下とし、70％以上を
高炉スラグ微粉末などの副産物を使用している。これにより、一般

的なコンクリートに比べて、60 から80％のCO2排出量を低減できる

コンクリート。

大林組

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d074.html

26 ●

現場打設型ジオポリマーコンクリー
ト

BS･FAを主成分とし、水
ガラスを主体とするジオ
ポリマー溶液を加えた材
料。高温、強酸などの特
殊環境下で適用

産業副産物であるフライアッシュ、高炉スラグ微粉末を主成分と
し、水ガラスを主体とするジオポリマー溶液を加えた低炭素型材
料、ジオポリマーコンクリートを現場打設できるようにすることで、
様々な形状や大きさの部材へ適用できるため、耐熱性と耐酸性が
優れたジオポリマーコンクリートの適用範囲が拡がる。

大林組
西松建設
大阪ガス

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20160701_01.html

27 ●

スペースパック工法 トンネルの背面空隙や地
下空洞に低炭素型のセメ
ントミルクを注入

スペースパック工法 はトンネル覆工の裏込注入に適した 性能を
持つため、安定した品質確保が可能です。また、高価な材料や特
殊な製造設備を用いることはなく 、注入設備 はモルタルポンプと
高所作業車のみなので、大幅なコストダウンを実現した。

大林組

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d018.html

28 ●

ニューロクリートNeo 特殊増粘剤を使用し、C
を大幅に増加することなく
高流動コンを実現

高流動コンクリートは、締固めが不要で施工現場での生産性を大
きく向上できるが、セメント量を大幅に増加する必要があり、材料コ
ストや温度ひび割れの発生リスクが高まる課題があった。特殊増
粘剤を用いることで、従来の普通コンクリートに対しセメント量を増
加することなく、高い流動性と自己充塡性を確保できる新しい高流
動コンクリート。

大林組

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d152.html

29 ●

環境への取組　CO2削減コンクリー

ト

コンクリート製品製造にお
けるCO2排出削減

二酸化炭素（CO₂）の排出削減が急務となる中、当社ではセメント
レスコンクリートおよびセメントミニマムコンクリートの開発に取り組
んでいます。これは、コンクリートの主要材料であるセメント、水、
砂、砂利において、一つはCO₂をこの材料の中に取り込むことによ
る有効性を検証すること、もう一つは製造過程においてCO₂の排出
量が多いセメントを極力使用せずに既存と同等以上の性能を有す
る材料、配合を開発することです。

オリエンタル白石 🏁 ○ ●
オリエンタル白石：
https://www.orsc.co.jp/sustainability/pd
f/corepo2021.pdf

30 ●

BFSコンクリート コン用細骨材として高炉
スラグ細骨材（BFS）を
100%使用し、循環型社
会形成に貢献。PCaの
PC床版、PC桁、壁高欄
などで実績

すぐれた耐久性を有し、①⽔中疲労強度が高く耐凍害性に優れ床

版で問題となる土砂化を抑制できる。②乾燥収縮とクリープが小さ
くなるためプレストレスの減少量を抑えることができる。③中性化と
塩化物イオンの浸透に対する抵抗性が高いため鋼材を腐食から保
護する性能が向上。④高い初期強度が確保できさらに⻑期強度も

増伸。

ランデス
岡山大学
オリエンタル白石
JFEスチール

🏁 ○ ○ ○ ●
Tii建設技術：
https://construction.tiisys.com/80098/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

31 ●

ECM BSを大量使用すること

で、Mと比較してCO2排

出量を60%低減

ECMコンクリートは従来の中庸熱セメントを用いたコンクリートに比

べCO2排出量を60％低減する。また、優れた温度ひび割れ抵抗性

と経済性を実現する。

鹿島建設,日本建築
総合試験所,デイ･シ
イ,竹中工務店,竹本
油脂,太平洋セメント,
日鉄住金高炉セメン
ト.日鉄住金セメント

🏁 ○ ○ ○ ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/news/press/2
01810/11c1-j.htm

32 ●

CO2-SUICOM 特殊混和材をセメント代
替材料とし、コンクリート

にCO2を固定することでコ

ンクリート製造時のCO2

排出量0以下を実現

このコンクリートは，２つの技術から成り立っています。
● 産業副産物利用によるセメント削減

● 排気ガスに含まれるCO2 の大量固定

CO2-SUICOM は，これら2 つの技術を組み合わせることによっ
て、コンクリート製造時におけるCO2 排出量を実質ゼロ以下にでき
る。

鹿島建設
中国電力
電気化学工業

🏁 ○ ○ ○ ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/c
o2/index.html#!body_02

33 ●

環境配慮型の高強度コンクリート セメントの70%を産業副産
物で置換した新規開発セ

メントを使用し、CO2排出

量を60%削減

環境配慮型の高強度コンクリート
１，産業副産物置換率70%とした新規開発ｾﾒﾝﾄ(E-VKC)使用

２，セメントの製造などで発生するCO2排出量を60%削減

３，多量の副産物置換にも拘らず高強度と優れた耐久性確保

大成建設

🏁 ○ ○ ○ ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
013/130212_3488.html

34 ●

T-e Concrete BS･FAをセメントの代わり
に使用したコンクリート

で、CO2排出量を最大

80%低減

セメント等の材料製造から生コンクリートを出荷するまでの過程で、
1m3あたり250～280kgのCO2を排出します。このCO2の90％以上
がセメント（ポルトランドセメント）の製造過程で排出されます。そこ
で、産業副産物である高炉スラグ（製鋼副成物）やフライアッシュ
（石炭灰）をセメントの代わりに使用して、CO2排出量を大幅に抑
制。

大成建設

（土木･建築資材メー
カー7社と研究会を設
立） 🏁 ○ ○ ○ ●

大成建設：　
https://www.taisei.co.jp/ss/tech/C007
6.html
大成建設：　
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
021/210112_5022.html

35 ●

T-e Concrete／Carbon-Recycle T-e Concrete製造過程
におけるCO2収支マイナ
スを実現

これまで「T-eConcrete」の開発で蓄積したCO2 排出量を削減す

るコンクリート技術やノウハウを駆使し、回収したCO2 から製造され

るカーボンリサイクル材料である炭酸カルシウムを、製鋼副産物で
ある⾼炉スラグ主体の結合材により固化させることで、コンクリート

内部にCO2 を固定するカーボンリサイクル・コンクリートを開発。

大成建設

🏁 ○ ○ ○ ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
021/210216_5079.html

36 ●

スラグリート BSをBCよりもさらに多い
70～90%混合し、80%低
減。現状は、建築の非構
造部材に適用

70～90％添加したコンクリート配合する。

使用して経時変化に伴うスランプの低下を抑制している。

戸田建設
西松建設

🏁 ○ ○ ○ ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/news/2021/202
10719_002955.html

37 ●

スーパーグリーンコンクリート Nの大部分をBS･FAを置

換してCO2排出量を大幅

に削減

・高炉スラグ微粉末などの混和材を多く含んでいるため、塩害環境
下においても遮塩性能に優れる。
・低炭素型のコンクリートは、セメントの使用量が少なく水和による
発熱量も少ないため、マスコンクリートへの使用に適している。
・プレミックスした混合セメントを適用することで手間がなく、通常の
コンクリートと同様の製造量を確保できる。

前田建設工業

🏁 ○ ○ ○ ●
前田建設工業：
https://www.maeda.co.jp/company/gijut
u/research/2016/2016_05.pdf

38 ●

サスティンクリート Nを使用しない条件でも

製造可能で、CO2排出量

を350kg/m3→100kg/m3

にと71%削減

5つの特徴を有するファイブスターのコンクリートである。
・超低収縮
・超低発熱
・超低炭素
・高流動
・高強度

三井住友建設
東京大学
東京理科大学

🏁 ○ ○ ○ ●
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/service/sustai
n-crete/

39 ●

CELBIC―環境配慮型BFコンクリー
ト―

NにBSを10～70%の範囲

で混合し、CO2排出量を9

～63%削減

普通ポルトランドセメントに対して10〜70%の範囲で⾼炉スラグ微

粉末を使⽤したコンクリートである。

CELBIC研究会
代表
長谷工コーポレーショ
ン
他　１２社 🏁 ○ ○ ○ ●

長谷工コーポレーション：
https://www.haseko.co.jp/hc/informatio
n/upload_files/20210322_1.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

40 ○ ●

廃ペットボトル入りアスファルト舗装 アスファルト舗装材に廃
ペットボトルを再生利用

舗装100平方メートル当たり約1500本分のペットボトルが再利用し
ながら、従来の高耐久性舗装の半たわみ舗装と同等のコストで施
工でき、耐久性は半たわみ舗装を上回る性能を有する。

日本道路

🏁 ○ ○ ○ ●
日経クロステック：
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/colu
mn/18/00142/00930/

41 ●

ウッドベース工法 伐採木の緑化基盤材へ
の有効利用技術

伐採木をチップ状に破砕した後、堆肥化を行い、法面等への緑化
基盤材として有効利用を図る工法。堆肥化後、概ね30mm以下の
チップは法面吹付などに利用できるほか、30mm以上のチップは土
壌改良材やマルチング材などに有効利用が可能です。産業廃棄
物となる伐採材の処分が不要となる上にバーク堆肥などの購入材
を節約できる。

前田建設工業

🏁 ○ ○ ●
前田建設工業：
https://www.maeda.co.jp/tech_service/
detail/uoodbasekoho.html

42 ●

カエルドグリーン工法 建設発生土や表土を有
効活用する法面緑化工
法

これまで廃棄処分されることの多かった建設発生土（掘削土・濁水
処理ケーキ・浚渫土）や有効活用が困難とされてきた自然表土な
どを、植物由来の中性改質材を添加することにより、空気圧送が
可能という施工性と植生土壌に必要な保水性や通気性を兼ね備
えた植生基盤としてリサイクル活用する新しい法面緑化工法。

前田建設工業

🏁 ○ ● ○ ○
前田建設工業：
https://www.maeda.co.jp/tech_service/
detail/kaerudogurinkoho.html

3.  徹底した省エネの推進

3-1.  産業界の自主的取組

43 ●

ヒートパイプを用いたパイプクーリン
グ工法

エネルギーを用いずマス
コンクリートを冷却

マスコンクリートの熱ひび割れ防止のため、これまでは水冷式の
クーリング工法が用いられてきたが、ポンプにより水を数日間連続
で循環させる必要があり、電力消費が多くなっていた。これをヒート
パイプに変えることで、動力を全く使うことなく、クーリングが出来
る。

鉄建建設

🏁 ● ○ ○
鉄建建設：
https://www.tekken.co.jp/tech/000761.
html

44 ●

環境調和型製鉄プロセス技術開発 未利用低温排熱を利用し
た新たな二酸化炭素分
離・回収技術の開発等

鉄鋼業は、排熱回収利用等の主要な省エネルギー設備を既に導
入しており、製鉄プロセスにおけるエネルギー効率が世界最高水
準であると同時にエネルギーの削減ポテンシャルが少ない状況。
二酸化炭素排出量の約3割を削減することを目指して、製鉄所内
の未利用低温排熱を利用した新たな二酸化炭素分離・回収技術
の開発。

日本鉄鋼連盟

● ○ ○ ○
資源エネルギー庁：
https://www.enecho.meti.go.jp/about/w
hitepaper/2017html/3-2-1.html

3-2.  施設園芸における省エネ対策

45 ○ ● ○

次世代施設園芸拠点の温泉熱を活
用したエネルギーコスト低減

地域資源エネルギー「温
泉熱」と高度環境制御技
術を導入した大規模施設
園芸の実践により、国産
パプリカの周年安定供給
と地域雇用の創出等

地熱交換システムによる施設内暖房により、冬季の重油使用量を
ゼロに抑えた。
・地元雇用の創出に貢献する。

ﾀｶﾋｺｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ
生活協同組合ｺｰﾌﾟお
おいた
新三協食品流通ｾﾝ
ﾀｰ
JA 玖珠九重
ﾀｶﾌｼ
大分県、九重町

○ ○ ● ○

日本施設園芸協会：
https://jgha.com/wp-
content/uploads/2019/11/TM06-2-
3002jisedaipamph.pdf

46 ○ ● ○

太陽光発電と蓄電池・蓄熱技術
で、イチゴ栽培

施設園芸作物の生産コ
スト削減

太陽光発電による再生可能エネルギーを活用した独立電源シス
テムと、イチゴ栽培の省エネルギー暖房技術とを融合して、化石
燃料を使用せず、暖房コストを大幅に削減する新たな施設園芸。
単独の技術でなく、複数の技術やシステムを融合した相乗効果に
より、新たな施設園芸モデルを構築するものである。

山口県

● ○ ○ ○ ○

エコめがねエネルギーBLOG：
https://blog.eco-
megane.jp/%e5%a4%aa%e9%99%bd%e5%85%89%
e7%99%ba%e9%9b%bb%e3%81%a8%e8%93%84%e

9%9b%bb%e6%b1%a0%e3%83%bb%e8%93%84%e7
%86%b1%e6%8a%80%e8%a1%93%e3%81%a7%e3%
80%81%e3%82%a4%e3%83%81%e3%82%b4%e6%a

0%bd%e5%9f%b9/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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いてください。

3-3.  ＺＥＨ／ＺＥＢ

47 ●

「ZEB」：Net Zero Energy Building
（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の
略称

建物で消費する年間の
一次エネルギーの収支を
ゼロにすることを目指した
建物

年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの建築
物
➀基準一次エネルギー消費量から50%以上の削減（再生可能エネ
ルギーを除く）
➁基準一次エネルギー消費量から100%以上の削減（再生可能エ
ネルギーを含む）

環境省
建設会社

🏁 ● ○ ○ ○
環境省：
https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail
/01.html

48 ●

地中熱利用システム ヒートポンプの熱源とし
て、空気熱の代わりに地
中熱を利用

地中熱利用システムのひとつであるクローズドループ方式は、地
中に埋設したチューブ等で構成された地中熱交換器に不凍液等を
循環させ、ヒートポンプで熱交換して利用することで、外気温に影
響されずに安定した機器能力を得ることができる。

三井住友建設

🏁 ● ○
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/service/geoth
ermal/

49 ●

屋根散水システム 水の蒸発冷却効果を利
用して、夏場の熱環境を
改善する涼房システム

屋根に散水し蒸発冷却効果を利用して屋根の温度を下げるシステ
ムです。温度を下げることで、屋根からの熱負荷と放射熱がなくな
り、少ないエネルギーで室内の熱環境を改善する。

三井住友建設

🏁 ○ ○ ●
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/service/yanes
annsui/

4.  気候変動対策

4-1.  災害リスクへ備える体制の強化

50 ● ○

土壌藻類を活用した表面侵食防止
工法（BSC 工法）

土壌藻類を活用して表面
浸食を防止

降雨強度の増加などに伴う土壌流亡や斜面の崩壊に対し、世界
中に広く分布する土壌藻類を資材化し散布することで、浸食を防止
し、周辺植生の侵入を促進する。その場に応じた自然な植生遷移
を早くスタートさせることで適応課題に貢献する。

日本工営
土木研究所
日健総

🏁 ●
土木研究所：
https://www.pwri.go.jp/jpn/results/naha
/pdf/o14.pdf

51 ○ ●

インプラント堤防（鋼管杭連続壁）沿
岸防災技術

剛性の高い鋼管杭の連
続壁により、高潮・洪水
対策を強化

堤防内に剛性の高い鋼管杭連続壁を設置し、地震時の液状化や
地盤沈降による堤防決壊を防止する。
地震や洪水で堤防前面のコンクリート部が損壊した場合でも、イン
プラント構造の鋼管杭連続壁は耐え残り堤防機能を維持する。
海水面上昇の問題に直面する島国の対応技術として期待される。

技研製作所

🏁 ○ ○ ●
技研製作所：
https://www.giken.com/ja/solution/solu
tions/implant_levee/

4-2.  熱中症対策推進事業

52 ○ ● ○

保水性舗装（地表面被覆の改善技
術）

保水性舗装は、舗装体
の中に蓄えられた水分が
蒸発する際に路面の熱を
奪うことで、路面温度の
上昇を抑制

保水性舗装では、開粒度タイプアスファルト混合物の空隙に、吸
水・保水性能を持つ保水材を充填します。保水材には、鉱物質や
樹脂等のグラウト材や細粒材を用いる。

道路舗装各社

🏁 ○ ○ ● ○
路面温度上昇抑制舗装研究会：
https://www.coolhosouken.com/

53 ●

シャットファルト 通常のアスファルト舗装
に比べて、夏期の路面温
度が10℃程度低減

シャットファルトはアスファルト舗装などの表面に遮熱材(太陽光を
反射する特殊顔料を混合した樹脂)を塗布することにより、路面温
度の上昇を抑制する舗装です。特殊顔料が太陽光の赤外線を反
射させ、舗装体の蓄熱量を減少させる。

日本道路

🏁 ○ ○ ● ○
日本道路：
https://www.nipponroad.co.jp/technique
/list/environment/product01/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

4-3.  J-クレジット制度の推進

54 ○ ● ○

川場グリーンバリュープログラム
（森林経営活動によるJ-クレジット
の創出）

森林資源を有効活用し、
ふるさとの持続的な発展
を目指す取組み

１）間伐材を利用した製材事業
２）未利用木材や製材端材を用いた小規模バイオマス発電
３）発電時の排熱を利用した温室農業
４）適切な森林経営活動によるJ-クレジットの創出と建物のカーボ
ンオフセットへの利用

清水建設
東京農業大学
群馬県川場村

🏁 ○ ○ ● ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2022/2022049.html

55 ● ○

低炭素型コンクリート建物適用によ

るCO2削減でクレジット取得

「J-クレジット制度」の活
用の建物適用を促進し、
低炭素社会の実現と他
のCO2削減技術につい
ても、クレジットの取得・
活用を推進

低炭素型のコンクリート「クリーンクリート」を適用したオフィスビル
について、国が運用する「J-クレジット制度」を活用し、コンクリート
によるCO2排出削減量としてクレジット（排出権）の認証を取得し
た。

大林組

🏁 ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20181220_4.html

4-4.  再生可能エネルギー（RE100）

56 ○ ●

RE100プロジェクト 2025年までに再エネ
100％

世界で影響力のある企業が、事業で使用する電力の再生可能エ
ネルギー100％化にコミットする協働イニシアチブである。

－

日本企業63社
戸田建設
安藤ハザマ
熊谷組
東急建設
西松建設
他ハウスメーカ

🏁 ○ ○ ○ ●
環境省RE100の取組：
https://www.env.go.jp/earth/re100.html

5.  持続可能な生産・消費の促進。食品廃棄物・食品ロスの削減や活用

5-1.  食品リサイクルの促進

57 ○ ○ ●

食品廃棄物の削減や活用 食品ロス解消 2017年にオープンしたオーストラリア・シドニーのスーパーマーケッ
ト「OzHarvest Market」は、賞味期限や形が不恰好という理由で廃
棄予定の食料ばかりを集めており、それらの商品には値札が付い
ておらず買い手が値段を決めることができるのが大きな特徴。慈
善事業団体により運営されており、働いている人は全てボランティ
ア。

オーストラリア慈善団
体

○ ●
TABI LABO：https://tabi-
labo.com/225776/food-loss-france

5-2.  メタン発酵バイオ液肥

58 ● ○

生分解性被覆肥料の開発
（循環型社会）

マイクロプラスチックの削
減

一発肥料で使用される被覆肥料の「樹脂」は、安定して効果を発
揮し、効果高い最先端の肥料。しかし、肥料が溶けた後は圃場に
「樹脂殻」が残り、それが河川から海洋に流出し海岸に漂着。マイ
クロプラスチックの8割が被覆肥料殻とも言われている。この殻を植
物由来による「生分解性樹脂」にすることで殻が土壌で分解され海
洋流出が防げる。

セントラルグリーン

○ ● ○
セントラルグリーン：http://central-
green.jp/publics/index/700/

59 ● ○

消化液の液肥利用研究 メタン発酵プラントの消化
液を用いて，畑地（黒ボク
土）における液肥利用を
研究

1.消化液の肥料効果と環境への影響
2.消化液を連用した時の土壌への影響
3.液肥利用システムの温室効果ガス排出量の評価
4.農家圃場での栽培実証試験

農業・食品産業技術
総合研究機構 農村
工学研究所

○ ○ ○
農村工学研究所：
https://www.naro.affrc.go.jp/archive/nk
k/introduction/files/ekihiriyou.pdf

5-3.  食品廃棄物等の３Ｒ推進事業

60 ●

mottECO等の食品ロス削減 食品ロス半減に向けて対
策や計画策定等を支援
すると共に、環境負荷低
減のため食品廃棄ゼロエ
リアの創出。

食品関連事業者等とも連携し、mottECO等の食品ロス削減に向
けた消費者の行動変容を促進するとともに、食品ロス削減や孤独
孤立対策に資するフードドライブを地方公共団体等と連携して推
進、横展開を行う。

環境省

● ● ● ● ● ● ●
環境省：
https://www.env.go.jp/guide/budget/r04
/r04juten-sesakushu/1-1_13.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。



優先課題５：省･再生可能エネルギー､防災･気候変動対策､循環型社会(9)

75
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No. 優先課題（カテゴリ） 事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体 SDGｓ17の目標 参考・引用資料
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現

健
康
・
長
寿
の
達
成

成
長
市
場
の
創
出

、

地
域
活
性
化

、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

持
続
可
能
で
強
靱
な

国
土
と
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

省
･

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

、
防
災
･

気
候
変
動

対
策

、
循
環
型
社
会

生
物
多
様
性

、
森
林

、

海
洋
等
の
環
境
の
保
全

平
和
と
安
全
・
安
心

社
会
の
実
現

S
D
G
s

実
施
推
進
の

体
制
と
手
段

名称 建
設
関
連
企
業
・
団
体

貧
困

飢
餓

保
健

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費

と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

6.  研究開発の推進（省・再エネ、防災・気候変動対策、循環型社会）

6-1.  CCUS

61 ●

苫小牧におけるCCS大規模実証試
験

苫小牧におけるCCS大
規模実証試験

近隣製油所の排ガスからCO2を分離・回収し、地中に貯留する
CCS実証試験である。

・貯留後のCO2挙動の総合評価

・CCSの社会的受容性の醸成に向けた情報発信活動
・海外への情報発信ならびに情報収集
・法令に基づく海洋環境調査等

経産省
NEDO
日本CCS調査

○ ○ ○ ●

経済産業省：
https://www.meti.go.jp/policy/tech_eval
uation/c00/C0000000H30/181105_ccs_
1st/ccs_1st_5-2.pdf

6-2.  カーボンリサイクルの推進

62 ●

低炭素コンクリート CO2削減目標の達成

カーボンクレジットの取得

建物や構造物の建設時に発生するCO2排出量のうち，建設資材

の中ではコンクリート製造時に発生するCO2が最も大きな割合を占

める。コンクリートの材料であるセメントの製法に由来するものであ
り、そのセメントの一部を，産業副産物である高炉スラグに置き換

えて，CO2排出量を低減する低炭素コンクリートである。

鹿島建設

🏁 ○ ○ ○ ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/news/digest/a
ug_2021/feature/04/index.html

63 ●

CO2-SUICOM
（シーオーツースイコム）

固まる過程でCO2を吸い

込み，コンクリート内部に

固定することでCO2排出

量がゼロ以下となる環境
配慮型コンクリート

セメントと基本的に同じ成分である特殊混和材（γ-C2S）は水で

はなく，CO2と反応して硬化する性質をもつ。セメントの半分以上を

そのγ-C2Sや産業副産物などに置き換えたのがスイコムで，製

造中にCO2を吸い込み、CO2の排出量低減効果に加え，CO2を実

際に吸い込む量を加えることで，トータルのCO2排出量ゼロ以下を
実現した。

鹿島建設
中国電力
デンカ
ランデス

🏁 ○ ○ ○ ●
鹿島建設：
https://www.kajima.co.jp/news/digest/a
ug_2021/feature/05/index.html

6-3.  国際的オープンイノベーション

64 ●

世界中に広がるリソースを活用
建設現場におけるビジネス実装力

一企業の枠を超えて革
新的な製品やサービスを
創造

製品開発や技術改革、研究開発や組織改革などにおいて、自社
以外の組織や機関などが持つ知識や技術を取り込んで自前主義
からの脱却を図る。

 新エネルギー・産業
技術総合開発機構
（NEDO）
AUBA
フジタ 🏁 ○ ● ○ ○ ○

フジタ：https://eiicon.net/about/fujita-
oi2019/?from=eiicon-service-lp

6-4.  FEMS（工場エネルギー管理システム）

65 ●

エネマネ・システム 省エネ活動を実施するだ
けでなく、太陽光や風力
にてエネルギーを創り出
し、いままでできなかった
蓄電までを管理

生産状況や生産環境の変化に合わせて生産設備と原動設備を
FEMS（工場エネルギーマネジメントシステム）で制御し、品質と生
産性を確保しながらエネルギー効率を向上させる。

ダイワエレクス

● ● ● ●
ダイワエレクス：https://www.daiwa-
elecs.co.jp/products/fems/

66 ●

サーバー室／データセンター電力
管理システム

サーバー室やデータセン
ター、ビル内の温度、湿
度、電流、 電力等を監視
するエネルギーマネジメ
ントシステム

ラックや分電盤毎に監視でき、IT機器や設備機器の電力消費量を
個々に確認でき、エネルギー効率の把握・分析も容易となり、省
電力化の 第一歩としてエネルギー消費の「見える化」を推進す
る。

日立システムズ

● ○ ○ ○
日立システムズ：https://www.hitachi-
systems.com/solution/s0303/electricp
ower/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

6-5.  BEMS（ビルエネルギー管理システム）

67 ●

BEMS
ビルエネルギーマネジメントシステ
ム

ITを利用して業務用ビル
の照明や空調などを制御
し、最適なエネルギー管
理を実施

要素技術としては、人や温度のセンサーと制御装置を組み合わせ

たものである。業務用ビルからのCO2排出は日本のCO2排出の1

割程度を占めており、今後も増加が予想されることから、BEMSの
導入は温暖化に対する有効な対策である。

アズビル

● ○ ○ ○

アズビル：
https://www.azbil.com/jp/product/buildi
ng/energy-management/bems/

68 ●

ファシーマ BEMS機能で業務効率の
大幅改善し、ビル運用の
スタイルを提案

「省エネ」「BEMS」「セキュリティー」「BACnet」「運用サポート」の５
つの視点から、ビル運用のこれからのスタイルを提案する。

三菱電機

● ○ ○ ○
三菱電機：
https://www.mitsubishielectric.co.jp/bui
lding/automation/facima/index.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

１． 海洋保全・海洋プラスチックゴミ対策

1-1.  底質改善、水質改善、生物生息域造成

1 ○ ●

閉鎖性海域の環境改善プロジェクト 閉鎖性海域の海洋環境
の改善

海域の環境改善（水質改善、生物生息場等）を目的とした人工干
潟・浅場、覆砂、人工海浜、海水交換の事例。
各プロジェクトをレビューを引用文献で参照。

国土交通省、地方自
治体

○ ○ ●

閉鎖性海域における既往の環境改善プロ
ジェクトの評価,国土交通省,土木学会発
表：
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscej
oe/68/2/68_I_420/_article/-char/ja/

2 ●

「磯焼け対策部会」の設置による発
電所前面海域での各種磯焼け対策
活動

藻場の回復・保全 浜岡原子力発電所冷却水（海水）の取放水にともなう敷地前面海
域の環境影響について、静岡県および学識経験者の指導と助言
を得ながら、漁業者と中部電力が合同で海域調査・評価を行って
いる活動で、年４回「浜岡原子力発電所前面海域調査委員会」を
開催。この下部組織に「磯焼け対策部会」を設置し、発電所前面
海域における各種磯焼け対策活動を行っている。

南駿河湾漁業協同組
合・中部電力

○ ●

テクノ中部：https://www.techno-
chubu.co.jp/company/sdgs/pdf/TCC_SD
Gs_report2023.pdf

磯焼け対策協議会資料：
https://www.jfa.maff.go.jp/j/seibi/attach
/pdf/R2_isoyake_kyogikai-3.pdf

3 ●

環境に配慮した工事 セメント硬化剤と切削さ
れた土砂が海中に排泥
されることを抑制すること

日光川水閘門の改築で基礎杭の支持力を増大させる「先端根固
め工法」を水中で施工。通常、鋼管杭の内側からセメント系硬化材
を噴射し、円柱状の改良体を高速施工するもので、無対策で行うと
高圧噴射されたセメント硬化剤と切削された土砂がそのまま海中
に排泥されるが、鋼管杭の上端に現場で制作した鞘（さや）管を結
合し、建設排泥をポンプで吸引。鞘管結合部の止水性を高め、海
中への漏泥を防止し環境負荷を抑制。

大林組

🏁 ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainabilit
y/environment/award.html

4 ●

サステナブル・シーフードを社員食
堂へ継続的に導入

水産資源の保全 2018年3月から本社を含む2拠点の社員食堂でMSC及びASC認証
を取得した持続可能な水産物（サステナブル・シｰフード）をWWF
ジャパンやサプライヤー企業の協力を得て導入しました。
2021年3月時点で、当社社員食堂への導入数は50拠点を超え、
他企業にも導入が広がってきています。

パナソニック

●

パナソニック：
https://www.panasonic.com/jp/corporat
e/sustainability/citizenship/environmen
t/sustainable_seafood.html

5 ●

魚の情報発信サイト
「umito.うみと」リニューアルオープ
ン

魚に関する情報発信 普段なかなか知ることのできない海や魚にまつわる情報、身近な
ようで遠い水産物の世界、大切な資源の話、そして読者の方が体
験したくなるような、意外に知られていない国内外の魚の味わい方
などを、さまざまな角度から写真や動画を交えるWebサイト。2020
年が、「14番：海の豊かさを守ろう」のターゲット年となっていること
を機に、「umito.うみと」へ名称変更。

マルハニチロ

○ ●
マルハニチロ：https://www.maruha-
nichiro.co.jp/corporate/news_center/n
ews_topics/2020/10/14.html

6 ●

調達水産物の調査による持続性の
確認

水産資源の持続性 ⾃ら調達し利⽤する⽔産物について、個々の課題への対応を続け

ることで、「2030年までに調達する⽔産物について、持続性が確

認されている」状態をめざす。

ニッスイ
（日本水産株式会社）

○ ○ ●

農林水産省「SDGs×食品産業」セミナー
資料：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs
/seminar/attach/pdf/index-22.pdf

7 ●

東京湾大感謝祭

（2019：マリコンスタンプラリー）

海を起点としたライフスタ
イルの転換、行動する
きっかけの提供

東京湾では生活とともに排出されるCO2や生活排水、ゴミ、さまざ

まな産業が与える環境負荷などが、森・里・川・街・海に大きな影
響を与え多くの問題が発生している中、東京湾大感謝祭は、市民
や企業、団体と国や自治体がともに、海を起点にライフスタイルの
転換を考え、行動するきっかけを提供する場として2013 年より開
催している。2019年では、マリコン10社共同のスタンプラリーを実
施。2021年はWeb開催。

東京湾第感謝祭実行
委員会事務局
マリコン各社

🏁 ○ ○ ○ ●

東京湾大感謝祭：https://tokyowan-
fest.com/

ARGO：https://ar-
go.jp/media/going/rinkaiAR

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-2.  藻場・干潟・浅場の造成

8 ○ ●

既存の干潟の特徴を生かした人工
干潟の造成による海岸再生

人工干潟の造成におい
て既存干潟の特徴を生
かし生息生物に配慮する
ことで海域環境を保全

大森ふるさとの浜辺公園（東京都大田区）
人工干潟の整備に、既存の干潟に生息する生物に配慮し、既存
干潟の表層を人工干潟の表層に置くという干潟移設工法が採用さ
れた。移設後の早い段階で生物の加入数の顕著な増加が見られ
た。

東京都大田区

●
国土技術政策総合研究所：
http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/engan
/kaiyou/kenkyu/tokyo051125/06.pdf

9 ○ ○ ●

浚渫土砂の活用によるアサリの生
育場の造成

浚渫土の有効活用とア
サリ生育場の確保、海域
環境改善

港湾整備事業で発生する浚渫土砂の有効活用とアサリの生育場
として継続的に活用できる場の造成を目的として人工干潟が造成
された。人工干潟は平成16～23年度にⅠ期工事（17.8ha）平成20
～24年度にⅡ期工事（11.5ha）で造成された。
緩やかな勾配を持つ潮間帯の砂地の地形として造成された干潟

は、CO2を大気中から隔離・貯留するブルーカーボン生態系の機能

も期待できる。

国土交通省中国地方
整備局
山口県周南市

○ ○ ●

国土交通省：
http://www.mlit.go.jp/chosahokoku/gike
n/program/kadai/pdf/jusyo/H26/katsur
yoku_03.pdf

10 ○ ○ ●

カルシア改質土による海域環境修
復技術

浚渫土とリサイクル材を
活用して、藻場・浅場・干
潟を造成し、豊かな海域
を創造

港湾等の浚渫に伴って発生する大量の土砂をそのまま処分する
のではなく、カルシア改質材との混合により、強度を付加など土砂
性状の改良、改質された「カルシア改質土」を使用することで、赤
潮、青潮を抑制し、水質改善に貢献できる。
また、カルシア改質土を基盤とし、海草や藻場となる浅場・干潟の

造成により、CO2を大気中から隔離貯留するブルーカーボン生態系

の創造にも寄与できる。

カルシア改質土研究
会

🏁 ○ ○ ○ ● カルシア改質土研究会：http://calcia.jp/

1-3.  生物共生護岸

11 ○ ○ ●

生物共生護岸 直立護岸に生物生息場
としての機能を付加し、
生物多様性や海域環境
を保全

運河など浅場や傾斜堤を配置できない狭い海域や老朽化した既
設護岸の補修・耐震補強をする場合に合わせて、直立の既設護
岸に生物の生息場となる構造を付加し、生物共生護岸とすること
で、その海域の生物多様性の向上や水質の改善を期待すること
ができる。

鹿島建設
東亜建設工業
五洋建設

🏁 ● ○ ○

鹿島建設など：
https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/17/0/17_0

_153/_article/-char/ja/

東亜建設工業：
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/68/2/68_I_119

1/_article/-char/ja/

五洋建設など：
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejoe/73/2/73_I_84

5/_article/-char/ja/

1-4.  海底資源開発に対する環境影響

12 ○ ●

海底資源開発と海洋環境保全の調
和に向けた技術開発

海底鉱物資源開発に対
する環境影響評価技術
の開発

採鉱時に発生する濁質水の拡散挙動を正確に知るために、海底
付近の乱流観測を行うことでプルームの挙動（鉛直混合）を把握
し、開発による影響範囲を推定しようとしている。また、底生生物を
自動的に認識・計数するシステムも開発した。これらの技術を駆使
した生態系サービスを利用した環境に対する影響の可視化法の開
発に取り組んでいる。

海洋研究開発機構
JAMSTEC

○ ●
海洋研究開発機構：
http://www.jamstec.go.jp/sdgs/j/case/0
09.html

1-5.  海洋ごみ問題

13 ●

海洋ごみ問題について考える（出
前授業・オンライン）

海洋ごみによる海峡環境
の変化を解説

世界中で深刻化している海洋ごみ（マリンデブリ）問題。JAMSTEC
の調査研究で、海洋ごみは深海にまで広がっていることが明らか
になってき。どのようなしくみで海洋ごみは海全体に広がるのか、
このまま海洋ごみが増え続けると海洋環境はどうなるのか、そん
な疑問の一つひとつを、実験を解説で明らかにしていくプログラム
の提供を開始した。

海洋研究開発機構
JAMSTEC

● ●
海洋研究開発機構：
http://www.jamstec.go.jp/sdgs/j/case/0
43.html

14 ●

SDGｓに資するプラスチック関連取
組事例集

プラスチック資源循環・海
洋プラスチック問題への
我が国の取組み

プラスチック資源循環に関する日本の取組みが遅れているとの受
け止め方が一部にあるが、わが国においては先進的な循環型社
会が形成されてきている。アンケートを実施し、現在の取組みと今
後新たに着手する取組について事例集としてまとめている。

経団連

● ●
日本経済団体連合会：
http://www.keidanren.or.jp/policy/2018
/099_jirei.pdf

15 ●

バイオプラスチックの研究 バイオプラスチックの製
造

木材からバイオプラスチックの原料となるリグノフェノールを抽出・
製造し、将来的な石油由来プラスチックの代替等を目指す。

清水建設

🏁 ○ ● ○
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2019/2019023.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1-6.  サンゴ礁の保全

16 ●

サンシャイン水族館サンゴ礁再生プ
ロジェクト（サンゴの保管・移植）

失われつつあるサンゴ礁
の回復や再生

恩納村産サンゴの常設展示をすることで、DNAを保管。自然災害
や環境悪化の影響で恩納村海域のサンゴに大きなダメージがあっ
た時には、サンシャイン水族館で保管している恩納村産サンゴの
移植により、持続的な維持が可能となる。

サンシャイン水族館

○ ● ○
サンシャイン水族館：
https://sunshinecity.jp/file/aquarium/c
oral_project/sdgs.html

17 ○ ●

サンゴの養殖・植付事業 サンゴ礁保全活動 サンゴ礁保全活動を目的に開始したサンゴの養殖・植付事業。今
では企業や個人に向けたサンゴ礁保全普及啓発活動を実施する
と共に、サンゴの植付代行や、他の水産物の養殖も行っている。
地域の子供たちや、全国の修学旅行生、一般の方々から申込を
受け、サンゴに関する環境学習会や、サンゴ苗作り体験も行って
いる。

沖電開発

● ● ● ● ● ●
Be Kind OKINAWA：https://be-
kind.okinawa/sdgs-
case/okidenkaihatsu/

1-7.  マニュアル・ハンドブックの刊行

18 ○ ●

港湾工事環境保全技術マニュアル
Doctor of the Sea

港湾工事が海域環境に
与える負荷を最小限に
し、豊かな海の再生に役
立つための参考書

港湾工事が周辺の自然環境や生活環境に及ぼす影響とそれらの
低減・防止対策を紹介し、環境関係法令等を基に、主として施工
段階において配慮すべき事項を含めて総合的に解説したもの。
港湾工事が環境に与える影響として、その対象を水質、底質、土
壌、騒音・振動、悪臭、生物環境、廃棄物・リサイクル、大気質の８
項目に分けて、最新の各種法律や基準を取り入れながら、簡潔に
整理し取りまとめている。

日本埋立浚渫協会

🏁 ● ●
日本埋立浚渫協会：
https://www.umeshunkyo.or.jp/publishin
g/publication201503.html

19 ○ ●

順応的管理による海辺の自然再生 海辺の自然再生事業に
おける順応的管理の考
え方等をまとめたハンド
ブック

本ハンドブックは、海辺の自然再生事業について順応的管理の考
え方、干潟・藻場・サンゴ礁といった場としての自然再生を行う際
の順応的管理手法、鳥類・魚類・貝類等の生物の保全・再生を行
う際の順応的管理手法についてとりまとめたものであり、海外の事
業を含め、最新で実践的な知見、具体的な事例が解説、紹介され
ている。

みなと総合研究財団
国土交通省港湾局

●

みなと総合研究財団：
https://www.wave.or.jp/publication/
国土交通省：
https://www.mlit.go.jp/kowan/handbook
/

2． 生物多様性・森林保全

2-1.  ビオトープの整備

20 ○ ●

ビオトープの整備 生き物の生息空間の確
保

「みせるビオトープ」は研究所内を歩く人が生物を身近に感じられる
場所として、「育みビオトープ」は植生が豊かで樹陰の多い池とし
て整備。

大林組

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/20100928_biotope_1.html

21 ○ ●

ビオトープの整備 多用な生物が利用する
環境の創出

技術研究所内の都市型大規模ビオトープで10年にわたり生物相
や植生環境をモニタリングした結果、植物種は1.5倍、魚類は2.5倍
に増加したことを確認。また、昆虫類は約160種程度の繁殖や生
息を維持し、鳥類は13-16種が飛来していることを確認。

清水建設

🏁 ○ ○ ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2016/2016020.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

2-2.  希少種の保全

22 ●

キンランと雑木林の保全 絶滅危惧種の保全 ササやつる草を適度に刈り取り、落枝（らくし）や倒木を除去するな
ど、林床を明るく、風通しをよくし、植物や菌類にとって良好な環境
づくりを行っている。

大林組

🏁 ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20190515_2.html

23 ●

希少動物の保護と自然環境の保全 猛禽類等に配慮した工
事

猛禽類が生息する地域での工事では、必要な対策を行い、生態
系に配慮している。例えば、営巣木に対してカメラ、マイク、ドロー
ンなどで定点観測を行いながら、大型バックホウを小型に変更した
り、騒音対策型ダンプの採用及び営巣地に近い区域の工事を非
繁殖期に集中して施工するなどの取り組みを行っている。

戸田建設

🏁 ○ ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/sustainability/en
vironment/biodiversity.html

24 ●

オンラインGISを使用した生息記録
と保全対策

低コストで効率の良い自
然環境の保護や生物多
様性の保全

建設現場に生息する動植物の情報をスマートフォン等のGPS機能
付き携帯情報端末を使用して、現地でGISに記録し、オンラインで
関係者に情報共有する動植物管理手法を開発。

フジタ

🏁 ● ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/solution-
technology/3100/

2-3.  生物多様性評価方法の開発

25 ●

生息地評価モデルの開発 敷地内の生息地評価 鳥の行動を細かく調査した結果に基づき、鳥が好んで訪れる環境
を設計・評価する。

大林組

🏁 ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20150204_1.html

26 ●

いきものナビの開発 生き物の誘致 対象地の規模や指標種によらず、700か所以上のデータベースを
用いて簡易に対象地へ呼び込む生き物の予測が可能となるシス
テム。

大林組

🏁 ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20130220_01.html

27 ●

森コンシェルジュの開発 生物多様性向上に配慮
した緑地の創出

裸地から「鎮守の森」ができるまでの過程で見られる多様な植生
及びその主な植物の種類を地域ごとにデータベース化し、地域性
に考慮した植生やそこに用いる植物の種類を、迅速に提案できる
緑地計画ツール。

大成建設

🏁 ○ ○ ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
017/170704_3596.html

28 ●

いきものコンシェルジュの開発 生き物の飛来可能性を
予測し、生物多様性に配
慮した空間づくりを実現

樹林や草地などの緑地や水辺などの周辺環境の評価と、計画地
内の環境評価により、飛来可能な生物の種類を予測することで、
生物多様性の評価を行う。

大成建設

🏁 ○ ○ ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
013/130805_3454.html

29 ●

水辺コンシェルジュの開発 水辺に生息する希少動
植物の保全

里山の水辺に生息する希少動植物を対象とし､保全に必要な日
照、水域、土質等の環境条件や代償地などに関する生物専門家
の知見を集積したデータベースに基づき、保全計画に必要な情報
を迅速に提供できるツール。

大成建設

🏁 ○ ○ ●
大成建設：
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2
020/201119_4977.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

2-4.  森林計画

30 ○ ●

環境に配慮した工事 のり面緑化 伐採後に廃棄予定だった樹木をチップにして、法面緑化に利用。
酸性土壌や急斜面地でも緑化が可能。

大林組

🏁 ○ ○ ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/solution_tec
hnology/detail/tech_d024.html

31 ○ ●

森林の整備 森林の多面的機能の発
揮

「地球への配当」として連結純利益の2％を目安に地球環境に貢
献する事業外活動に拠出している。さらに、社員本人や家族が森
林ボランティア活動などに参加すると「Me-pon」（Maeda eco-
point）というポイントが付与され、貯まったポイントはエコ商品やエ
コ休暇との引き換え、人間ドック受診補助、森林整備活動等への
寄付に使える。この「地球への配当」や「Me-pon」を活用し
「MAEDAの森」を設置し、森林整備活動を行っている。

前田建設工業

🏁 ● ○ ●
オルタナ：
https://www.alterna.co.jp/29685/

2-5.  生物多様性オフセットの実施

32 ●

環境に配慮した工事 多用な生物が利用する
環境の創出

札幌ドームでは、エコロジカルプランニングの手法を用い、そのた
めの計画条件を提供し、生物に配慮した外構計画を支援した。施
設稼働後も、長期にわたるモニタリングを実施し、創出した環境が
生物多様性に寄与していることを検証している。

大成建設

🏁 ● ● ●

福井県：
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/
satotisatoyama/satoyama-
initiative_d/fil/01.pdf

2-6.  森林認証木材の使用

33 ●

地域性在来植物トレーサビリティ認
定

地域性在来植物の適正
管理

地域性在来植物による緑化の適正な普及のためには、植物の採
取から育成、出荷までの工程における、適正な管理が求められ
る。筑波技術研究所内にある「つくば再生の里」では、造成工事前
に植栽に用いる植物の種子及び苗を採取した場所、育てた場所、
その間の管理方法など出荷に至る履歴を連続的に記録し、育成
し、樹木に対するトレーサビリティ認定を取得した。

戸田建設

🏁 ○ ●
戸田建設：
https://www.toda.co.jp/assets/pdf/2020
0327.pdf

3． 大気保全

3-1.  建設機械の電動化

34 ○ ●

電動建設機械による環境配慮 排気ガスゼロ、騒音と排
熱の低減

コマツがこれまで培ってきたバッテリー式のフォークリフトやミニショ
ベルの技術をベースに、リチウムイオンバッテリー・油圧を使用しな
い電動シリンダなどの新たな技術を搭載することでフル電動化を実
現。

コマツ

🏁 ○ ●
コマツ：
https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2
021/20210513_3

3-2.  光触媒の利用

35 ●

光触媒による大気浄化 大気浄化や脱臭 仮囲いなどに光触媒シートを貼り、大気浄化や脱臭効果を実現し
ている。

日本機電など

🏁 ○ ●
日本機電：https://n-
kiden.co.jp/publics/index/27/

4． 化学物質対策

4-1.  改正土壌汚染対策法への対応

36 ●

微生物による汚染土壌浄化 VOC分解 VOCs汚染地盤に微生物栄養剤を注入することにより、地盤中の
微生物を活性化し、VOCsを分解浄化する。

大林組

🏁 ○ ●
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/chronicle/d
atabase/d18.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1.  子どもの安全等

1-1.  児童虐待防止対策の推進

1 ●

オレンジリボン運動
（子供虐待防止）

社会的養育の推進

児童虐待の無い社会の
実現

毎月第３火曜日に実施されている、 せんなり子ども食堂にて（開
催地K のキンパ 愛知県名古屋市中村区 ）来場者に、お弁当・
ケータリングの配布。チラシ ・オレンジリボン 189 バッチ などの配
布を実施。「子ども虐待のない社会の実現」を目指す市民運動。オ
ンライン勉強会や情報交換会、市民ミーティングなど開催し、支援
企業・団体により様々な活動もされている。現在、支援企業・団体
は1000社以上、個人サポーターも25000人以上となっている。

山本重量
児童虐待防止全国
ネットワーク

🏁 ● ○ ○ ○
児童虐待防止全国ネットワーク：
https://www.orangeribbon.jp/

2 ●

子どもに対する暴力をなくす計画 児童虐待防止のため子
供たちの意見を大人たち
が理解すること

「子供に対する暴力をなくす計画」を作るために子供たちから寄せ
られた900を超える意見（パブコメ）をもとに、、「子どもに対する暴
力撲滅行動計画」を作成し、ホームページで公表。

YAHOO!JAPAN
ユニセフ

● ○ ○ ○
Yahoo!きっず：
https://kids.yahoo.co.jp/event/mag/kim
inokoe/

1-2.  子供の不慮の事故を防止するための取組

3 ●

女性と子どもの安全みまもり 子供の事故防止 ・週２回通学時間帯に合わせた安全パトロール 
・週３回朝の通学時間に合わせて会社の掃除及び挨拶運動
・協力業者参加の防犯講習会の開催　
・すべての現場事務所でポスター・ステッカーによる啓発

サヤ建設

🏁 ○ ○ ○ ●
福岡県：https://www.anzen-
fukuoka.jp/pref-
date/woman/jireishu/pdf/page4_h31.pdf

1-3.  コミュニケーション手段の多様化を踏まえた子供の人権問題への対応の推進

4 ●

ネット安全教室 子供に対するインター
ネット上の安全教育

NTT東日本では、2006年度下半期よりCSR活動の一環として 「次
世代のICT社会を担う人材の育成」を掲げ、社員が東日本地域の
小学校などへ講師としてお伺いし、インターネット上のコミュニケー
ションのしかた、マナーをテーマにした出張授業「ネット安全教室」
を継続的に開催。

NTT東日本

○ ○ ●
NTT東日本：https://www.ntt-
east.co.jp/kids/

2.  再犯防止対策・法務の充実

2-1.  交通分野の取組強化

5 ●

安全運転を世界に広げる海外での
取り組み

交通事故防止 海外での安全運転普及活動が始まった1972年の年頭記者会見
で創業者・本田宗一郎は、「海外においても安全運転普及活動を
強化したい」と述べ、日本だけではなく、世界の交通事故減少に寄
与したいという考えを表明。
現在では、世界43の国と地域(日本を含む)の現地法人で、交通事
故死者数ゼロを目指して各国・地域の交通事情に合わせた安全
運転普及活動を広く展開。

HONDA

○ ○ ●
HONDA：
https://www.honda.co.jp/safetyinfo/glob
al/

2-2.  満期釈放者対策を始めとする再犯防止対策の推進

6 ○ ●

再犯を防ぐ本気の取り組み
　職親企業を増やし再犯を減らそう

満期釈放者の就労支
援、円滑な社会復帰

日本財団職親プロジェクトは「ひとりをみんなで支える」を活動理念
に、2013年2月、関西の企業7社の協力を得て発足。就労支援を
通じて刑務所出所者・少年院出院者の円滑な社会復帰を官民連
携で取り組んでいる。

日本財団

○ ○ ●
日本財団：https://www.nippon-
foundation.or.jp/who/about/history/60y
ears/1-communities-1-1

7 ○ ●

「刑務所と協働するソーシャル・イノ
ベーション」の開催

再犯防止 ＳＤＧｓ達成への取組など、社会課題の解決を通じて企業価値向
上を図る企業が増えている中、刑務所における新たな再犯防止や
地方創生などの取組を進めるために、様々な分野で社会課題の
解決に取り組む企業等の方々と一緒に、「誰も置いていかない社
会のために、いま刑務所と共にできること」について様々なセッショ
ンが行われた。

共催：エームサービ
ス、大林組、シップヘ
ルスケアグループ、小
学館集英社プロダク
ション、法務省 🏁 ○ ○ ●

法務省：
https://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei
07_00021.html

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

8 ○ ●

福岡県再犯防止推進計画の「協力
雇用主」としての取り組み

満期釈放者の雇用 「協力雇用主」とは、刑務所から出所した元受刑者等の事情を理
解した上で雇用し、改善更生に協力する民間事業主のことで、福
岡県内の協力雇用主は872社が登録されている。刑務所出所者
等を雇用している協力雇用主は67社、協力雇用主に雇用されてい
る刑務所出所者128人 (法務省提供データ 2018年4月1日現在) 。

例えば、
福岡県
光進工業 など

🏁 ○ ○ ● 光進工業：https://k-recycle.com/sdgs/

3.  公益通報者保護制度の整備・運用.

3-1. 民間事業者及び行政機関における実効性の高い公益通報者保護制度の整備・運用の推進

9 ○ ●

内部通報対応窓口（コンプライアン
スホットライン）の整備と運用

コンプライアンス経営 法令や企業倫理に反する行為についての通報・相談制度として、
鉄建建設グループと取引先の役員・社員を対象とする「内部通報
制度」を整備しコンプライアンス経営の強化を図っている。内部通
報の窓口となる「コンプライアンスホットライン」は、社内と社外（外
部コンサルティング機関）に設置し、通報先などを記したポスター
の作成や配布、社内研修を通じて周知を図っている。

例えば、
鉄建建設 など

🏁 ○ ● ○
鉄建建設：
https://www.tekken.co.jp/sustainability/
governance/compliance.html

4.  『法の支配』の促進に関する国際協力

4-1. 『法の支配』実現に向けた国内の取組

10 ○ ● ○

法の支配と民主的ガバナンスのた
めのSDG16+の実現に向けての提
言

『法の支配』による世界
平和の実現

パンデミック収束後の世界が非人間的な社会にならないように、持
続可能で強靭な民主的ガバナンスを模索し、権力の集中によるそ
の濫用を許さない「法の支配」を実現するための協力と支援に我が
国が取り組むことを提言（194）

日本の開発協力と平
和構築に関する研究
会

○ ○ ○ ○ ○ ●

日本の開発協力と平和構築に関する研究
会：http://www.gpaj.org/wp-
content/uploads/2020/08/200717_sugg
estion.pdf

5.  平和のための能力構築に向けた国際協力を通じた積極的平和主義

5-1. 紛争影響国における平和構築支援

11 ●

ウクライナ避難民の受け入れおよび
生活支援

ウクライナ難民支援 1.衣服、寝具、家具、生活用品等、生活必需品の提供など生活面
でのサポート
2.無印良品の店舗および関連施設での就労機会の提供
3.住居の一時提供（社員用宿舎）

良品計画

○ ○ ●
良品計画：https://ryohin-
keikaku.jp/news/2022_0411.html

6.  人道・開発・平和の切れ目のない支援 .  

6-1. 紛争影響国に対する支援

12 ●

避難している子供に向けた「アート
セラピー」ワークショップ用の画材
100セット寄付

ウクライナ難民支援 ウクライナから避難している子供たちの心のケアを目的に、特定非
営利活動法人「子供地球基金」では隣国のポーランドにて「アート
セラピー」のワークショップを開催。この活動に賛同し、無印良品の
色鉛筆、らくがき帳、折り紙などの画材100セットを現地に送付し、
「子供地球基金」に提供。

良品計画

良品計画：https://ryohin-
keikaku.jp/news/2022_0411.html

6-2. 国連世界食糧計画（WFP）を通じた支援

13 ●

国連WFPを通じた飢餓撲滅支援 飢餓問題の啓発 日清食品ホールディングス代表取締役社長・CEO 安藤宏基が会
長を務める国連WFP協会を積極的に支援。また、日清食品ホール
ディングスから1名が協会の運営スタッフとして出向している。当社
グループは、製品の売り上げの一部を寄付する取り組みや、チャリ
ティーイベント「WFPウォーク・ザ・ワールド」の参加などを通じて、社
員や一般の方々に対する飢餓問題の啓発に取り組んでいる。

日清食品

●

日清食品：
https://www.nissin.com/jp/ir/library/an
nual/report/2022/docs/NISSIN_21jp_30.
pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

6-3. 我が国の国際平和協力における人道・開発・平和の切れ目のない支援

14 ●

南スーダン首都ジュバにあるマンガ
テン国内避難民キャンプのトイレ・
入浴施設の修繕

難民支援 栗田工業の支援により、避難民キャンプのトイレ8室と入浴室が4
室ある施設1棟を修復・改良。排泄物タンクの汲み取り、入浴室か
らの排水設備の新設、手洗い場2基の新設素実施。雨期にトイレ
掃除用の水を貯めておける雨どいと貯水タンクを設置。

Reach Alternatives
（REALs）
栗田工業

🏁 ● ○
栗田工業：
https://www.kurita.co.jp/csr/csr_activit
y_society/data_02/pdf/data_02_2020.pdf

15 ○ ●

ガーナにおける健康と栄養の改善 食料不安のある人への
食料支援、栄養教育

国連WFPは、保健省およびガーナ保健局と協力して、味の素ファン
デーション（TAF）／KOKO Plus Foundation（KPF）、日本電気株式
会社（NEC）、シスメックス株式会社の日本の民間企業3社と提携
し、ガーナの食料不安のある農村地域で、最も弱い立場にある女
性、子ども、思春期の少女を対象に、栄養価の高い食料や微量栄
養素の摂取を補助する製品を製造し、栄養教育を実施。

例えば、
味の素ファンデーショ
ン
NEC
シスメックス など ○ ●

World Food Programme：
https://ja.wfp.org/news-28

16 ●

独自開発の地雷除去ロボットでカン
ボジアの地雷除去作業員の安全を
守り、作業を効率化

地雷撤去作業員の安全
作業効率化

地雷撤去作業は、山間部などでは重機が入ることができないた
め、手作業に頼らざるを得ない。また、精度の高い金属探知機を使
うため、探知できるそのほとんどが空薬莢（からやっきょう）や鉄く
ずで、約900個探知してやっと対人地雷1個を見つけられるという。
そこで、地雷の掘削作業での事故のリスクを軽減するために、地
雷除去作業を支援するロボットを開発。

IOS
日建

🏁 ○ ●

JICA：
https://www.jica.go.jp/priv_partner/informati

on/sdgs/2021/20220331_02.html

日建：
https://www.nikkenmfg.com/contribution

7.  中東地域・アフリカ地域の平和と安定

7-1.  アフリカ諸国での援助・支援

17 ●

NPO・NGO、民間企業がアフリカで
行っている貧困対策・支援

アフリカ諸国の貧困対策
への支援

NPO・NGOや民間企業などのアフリカへの援助。草の根レベルで
より現地に寄り添った支援を提供しています。ユニセフは190の国
と地域で子どもたちの命と健やかな成長を支えるため、保健、栄
養、水と衛生、教育、児童労働などからの子どもの保護、緊急支
援・人道支援の分野で活動しています。活動を通して「すべての子
どもの権利が実現される世界」を目指しています。

例えば
日本ユニセフ協会
など

● ○ ○
gooddoマガジン：
https://gooddo.jp/magazine/poverty/afr
ica_poverty/2188/

8.  ディーセントワークの促進に関する国際協力.  

8-1.  ディーセントワークの推進

18 ●

カカオ豆生産者支援で持続可能な
調達を目指す

生産性や品質の向上、
生活環境の改善に取組
むための生産者支援

地域（ガーナ）のニーズを吸い上げ、インフラ整備から始まり農家の
収入増に直接つながる支援を行う。
デモンストレーション農家を運営し、施肥、選定、除草、農薬仕様
など適切な管理を通じて収穫量を増やせることを示し、技術指導、
健康、安全、環境づくりの勉強会を実施。
（参考：「東京2020大会パートナー企業ディーセント・ワーク推進に
関する取組事例集」 p.16）

明治

○ ○ ●

国際労働機関ILO・東京2020組織委員
会：
https://www.ilo.org/wcmsp5/groups/pu
blic/---asia/---ro-bangkok/---ilo-
tokyo/documents/publication/wcms_73
5052.pdf

9.  アジアの平和と安定  

9-1.  アジア地域での雇用創出

19 ●

インドでの体制強化を継続 コロナ禍におけるインドで
の雇用維持

・SMCCコンストラクションインド社では300名近い現地スタッフが同
社の事業を支えている。コロナ禍でも現地での雇用を維持しつつ、
この機に現地スタッフの技術力の向上を目指した人材教育の更な
る充実を図る。
・当社が独自開発した、飛沫抑制と熱中症対策のための「フェイス
カバリングのインド全現場への導入を進め、現場への入場時には
ソーシャルディスタンスを確保するなど、日本国内と同レベルの感
染予防策を徹底した。

例えば、
三井住友建設 など

🏁 ○ ●
三井住友建設：
https://www.smcon.co.jp/topics/2020/
09301300/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

1.　広報・啓発の推進 

1-1 広報活動

1 ○ ●

奥村記念館の運営・CM起用 SDGsの達成に向けて
様々な取り組みを紹介

奥村記念館は、会社の歴史や技術を紹介する展示スペースを設
けている。得意技術である「免震」を採用し、免震装置（実物）の設
置状況を見学スペースを設け、地震の揺れと免震効果の両方を体
感できるなど、「免震」の仕組みを分かりやすく紹介。CM制作・放
映に力を入れており、SDGs達成に向けた取り組みについて
『「LOVE」で、明日を建設する会社。(SDGs篇)』を通じて紹介。

奥村組 🏁 ○ ●

奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/environ
ment/about/social/together.html
奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/movie/

2 ○ ●

SDGsに配慮した価値創造と重要課
題の整備

各社の得組みを紹介 事業をSDGｓやESGの観点でサプライチェーン、ライフサイクルで分
析し、建設事業と関連活動に影響する中長期の重要課題と指標
などを設定。

ｰ
例えば、　　　　　　　　
フジタ など

🏁 ○ ●
フジタ：
https://www.fujita.co.jp/assets/file/ER2
022.pdf

1-2 啓発活動

3 ○ ●

2030 SDGsで変える SDGsの基本的な解説と
企業への取り組み方法、
朝日新聞の取り組みをご
紹介

国連が２０３０年までに達成をめざす「持続可能な開発目標（SDG
ｓ）」に賛同し、特集記事などを通じてSDGｓについて積極的に報
道。また、各種イベントを開催して、皆さんとともにSDGｓについて
様々な角度から考え、SDGｓが掲げる「誰一人取り残さない」世界
の実現を目指している。 朝日新聞社 ○ ○ ●

朝日新聞社：
https://miraimedia.asahi.com/

4 ●

SDGsクリエイティブアイデアコンテ
スト

本コンテストの参加を通
じてSDGsをテーマとした
探究学習を進めていただ
くことを目指す

教育機関向け無料クリエイティブツールAdobe Expressを活用して
プレゼン資料を作り、児童生徒たちにSDGs達成に向けたアイデア
を提案するwebページを制作してもらうコンテスト。メディアとソフト
ウェアサービスを手掛ける2業者でSDGsの浸透などに取り組む姿
勢を社会に広く発信するキャンペーンを実施。

朝日新聞SDGｓ
ACTION!
Adobe

● ○
SDGsクリエイティブアイデアコンテスト：
https://adobe-edu.net/sdgs-creative-
idea-contests/

5 ●

子供向けの環境教育プログラム「水
育（みずいく）」をコロナ禍でオンライ
ン化

子供向けの環境教育プ
ログラム「水育（みずい
く）」でSDGsへの関心喚
起につなげる

サントリーホールディングスは、子供向けの環境教育プログラム
「水育（みずいく）」をコロナ禍でオンライン化。環境保全活動の一
環として、同社が管理する水源地周辺の森、3カ所で2004年から
実施してきた。森を実際に探検して、生き物の生態や水を育む自
然の大切さを体験するというもの。オンライン化によって参加機会を
全国に広げ、次世代のSDGsへの関心喚起につなげる。

サントリーホールディ
ングス

● ○
日経クロストレンド：
https://xtrend.nikkei.com/atcl/content
s/watch/00013/01505/

6 ●

「ひとこと多い張り紙」で、SDGsの
普及を目指す。

身近なシーンでSDGsを
知ってもらうための、 メッ
セージ付き張り紙

生活の中でよく見かける張り紙に使われている言葉を用いること
で、SDGsの17目標とその課題を身近に感じていただくことを目的
に、JANIC（特定非営利活動法人 国際協力NGOセンター）と博報
堂が共同開発したSDGs理解促進ツール。張り紙の種類は17目標
それぞれに対応。2017年10月よりJANICのホームページにて無償
公開している。

博報堂ＤＹグループ ●

博報堂：
https://www.hakuhodo.co.jp/magazine/4
6953/
JANIC：
https://www.janic.org/world/sdgstool/

7 ●

「SDGs Action Award」の実施 社会が追求する社会課
題の解決に貢献すること
で企業価値の向上と持
続的な社会の実現に取
り組み

会社グループのSDGsに対する活動の推進・強化を目的として、グ
ループ企業各社のSDGsに関する特筆すべき活動を表彰する
「SDGs Action Award」を年1回実施。「SDGs Action Award」を開
催することで、各社および従業員のSDGsに対する啓発・浸透を図
り、活動内容の知見・ノウハウの共有やグループ企業間での活動
を促進。

ソフトバンク ●
ソフトバンク：
https://www.softbank.jp/corp/sustainabi
lity/sdgs/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

2.　市民社会等との連携

2ｰ1　地域や官と企業の連携

8 ○ ●

飯能市と株式会社大林組との「循
環型森林利用に関する基本協定」
の締結

森林や木と共に暮らす豊
かで持続可能な社会づく
りをめざす

飯能市と大林組は連携・協力し、飯能市の森林・林業再生の解決
策として循環型森林利用ビジネスモデル（飯能モデル）を構築し
て、林業振興と森林の有する多面的機能の高度発揮に取り組むこ
とにより、地方創生や魅力あるまちづくりへの貢献をめざしている。

大林組 🏁 ○ ● ○
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20210601_1.html

9 ●

地域コミュニティと守り育てる富士
山南陵の森

森をテーマとしたビジネ
スモデル

産官学民が連携する持続的な森づくり活動「富士山南陵の森フォ
レスト・セイバー・プロジェクト（FSPJ）」スキームを構築し、竣工後
10年以上にわたり森づくり活動を支援。中長期視点での森づくり手
法や、森をテーマとしたビジネスモデルは、経済活動と自然との共
生を両立させる先駆的取り組み。 大成建設 🏁 ● ○

大成建設： https://www.taisei-
sx.jp/library/pdf/2022/Taisei_Environme
ntal_Social_Governance_Report_2022.pdf

10 ●

循環型の木材活用に向け、群馬県
川場村で植林・育林活動　　　～
使った分は植えて育てる、「シミズ
めぐりの森」プロジェクト～

木材を消費する需要家側
が森林資源の再生に主
体的に取り組み、循環型
の木材活用を推進

群馬県川場村において、今後の需要拡大が見込まれる木造・木
質建築物に利用する木材の循環調達を推進する取り組み「シミズ
めぐりの森」プロジェクトを開始。具体的には、川場村の村有地3ha
を当社が植林地として借り受け、最大50年間にわたり、自社事業
で利用する木材を産出する森林の育成に取り組む。 清水建設 🏁 ● ○

清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/abou
t/news-release/2022/2022049.html

11 ●

地方自治体との連携 地方自治体のパートナー
として加盟し、SDGsの達
成に向けた取り組みを推
進

石巻市「いしのまきSDGｓパートナー」、さいたま市「ＣＳ・ＳＤＧｓ
パートナーズ」、千葉県「ちばＳＤＧｓパートナー」、相模原市「さが
みはらＳＤＧｓパートナー」、安城市「あんじょうＳＤＧｓ共創パート
ナー」の取組みに加盟。

ソフトバンク ●
ソフトバンク：
https://www.softbank.jp/corp/sustainabi
lity/sdgs/

2ｰ2　企業と企業の連携

12 ●

パートナーシップの構築宣言（地域
社会・企業等との連携・共存共栄）

サプライチェーンの取引
先の皆様や価値創造を
図る事業者の皆様との
連携・共存共栄を進める

2021年4月に「パートナーシップ構築宣言」を公表し、サプライ
チェーン全体での付加価値向上に取り組むとともに、既存の取引
関係や企業規模等を超えた連携により、取引先との共存共栄の
構築を目指している。また、災害時における初動対応体制の構
築、自治体のSDGs認証制度への登録、産学官の協調に資する技
術セミナーの開催に取り組んでいる。

奥村組 🏁 ○ ●
奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/environ
ment/

13 ●

「SDGs Action Award」の実施 各社および従業員の
SDGsに対する啓発・浸
透を図り、活動内容の知
見・ノウハウの共有やグ
ループ企業間での活動を
促進

グループのSDGsに対する活動の推進・強化を目的として、グルー
プ企業各社のSDGsに関する特筆すべき活動を表彰する「SDGs 
Action Award」を年1回実施。

ー ソフトバンク ●
ソフトバンク：
https://www.softbank.jp/corp/sustainabi
lity/sdgs/

2ｰ3　災害時の支援

14 ●

浸水被災地に高圧洗浄機の無償
提供（ジャパン・プラットフォーム）

西日本豪雨被災者支援
にあたり、ボッシュ株式
会社より高圧洗浄機を提
供

西日本豪雨被災者支援にあたり、浸水した建物等の洗浄に必要
な高圧洗浄機を貸し出すNGO機関に高圧洗浄機を無償提供。これ
は、自社の製品が被災者支援に役立つのではないかとジャパン・
プラットフォーム（JPF）に相談があり、JPF現地調査チームや加盟
NGOに確認したところ、ニーズがとても高いとの声があったため、
提供に至った。

田辺三菱製薬
ボッシュ
LIXILビバ

○ ●
ジャパン・プラットフォーム：
https://www.japanplatform.org/support/
supports.html

15 ●

建設BCPガイドライン 大規模自然災害に備え
た建設会社の行動指針

事業継続計画（BCP）の策定は、企業防災力を高め、災害時の経
済被害を軽減する効果が 見込まれる。多数の日本企業が等しく
取り組むことで最大限の効果を発揮し、わが国における 社会全体
の防災力・事業継続力が向上する。日本建設業連合会の会員各
社におけるＢＣＰ策定の一助とするために作成したものである。 日建連 🏁 ○ ○ ●

日建連：
https://www.nikkenren.com/publication
/fl.php?fi=414&f=BCP_04.pdf

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

3.　モニタリング 

3-1 モニタリング

16 ●

日本の自治体におけるSDGs達成
度をわかりやすく可視化

地域におけるSDGsの取
り組みをサポート

日本の自治体におけるSDGs達成度をわかりやすく可視化する手
法の開発を共同で推進。「自治体SDGsモニタリングの手引き Part 
A：地域のSDGs達成度評価」は、地方自治体の現在のSDGs達成
度を0から100の間でゴールごとに評価し、各地方自治体の強みと
弱み、現状と課題を把握することを可能とするツールとして取りまと
め。

凸版印刷　　　　ESRI
ジャパン　　　　大日
本コンサルタント

● ○
凸版印刷：
https://www.toppan.co.jp/news/2021/0
7/nsrelease210706_1.html

4．環境・社会・ガバナンス（ESG）投資の推進等

4ｰ1　ESGに配慮した投資の推進

17 ●

サステナビリティ・リンク・ボンドを発
行、また、サステナビリティ・リンク・
ローンで資金調達

本発行を通じて大林グ
ループのESGへの取り組
みにご理解をいただくとと
もに、引き続き持続可能
な社会の実現をめざす

2022年3月、新たに「サステナビリティ・リンク・ローン」による、極
度額700億円のコミットメントラインを設定。2022年4月には、国内
社債市場における公募形式により「サステナビリティ・リンク・ボン
ド」を発行。これらは、SPTsの達成状況により借り入れ条件や償還
条件が変化するファイナンスで、当社では温室効果ガス排出削減
目標をSPTsに設定し、カーボンニュートラル実現にコミットしてい
る。

－ 大林組 🏁 ●

大林組：
https://www.obayashi.co.jp/sustainabilit
y/esg/sustainabilitylinkedbond.html
大林組：
https://www.obayashi.co.jp/news/detail
/news20220331_1.html

18 ●

基金運用を通じたSDGsの推進
(ESG投資)

「サステナビリティボンド」
「サステナビリティ・リン
ク・ボンド」「グリーンボン
ド」「ソーシャルボンド」を
購入することで、持続可
能な社会の形成に寄与

SDGsを推進する取組として、長野県が積み立てている基金の一
部で、「サステナビリティボンド」「サステナビリティ・リンク・ボンド」
「グリーンボンド」「ソーシャルボンド」を購入することで、持続可能な
社会の形成に寄与し、社会的使命・役割を果たす。
例：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（JRTT）が発
行するサステナビリティボンドへの投資

長野県 ○ ○ ●
長野県：
https://www.pref.nagano.lg.jp/zaisei/tou
shi-hyoumei.html

4ｰ2　ESG/SDGｓに配慮した取組み

19 ●

ESG/SDGs推進委員会の設立 ESG/SDGsに関わる取り
組みを推進

ESG/SDGs推進委員会などを設立して、マテリアリティ（①レジリエ
ントなインフラ整備への貢献、②環境に配慮した事業の推進、③働
き方改革の推進）の解決に取り組む。

例えば、　　　　　　　
奥村組 など

🏁 ●

奥村組：
https://www.okumuragumi.co.jp/en
vironment/about/

20 ○ ●

環境への取組　CO2削減コンクリー
ト

優先課題５「産業廃棄物
コンクリートへの使用」を
参照

優先課題５「産業廃棄物コンクリートへの使用」を参照。

－
例えば、　
オリエンタル白石
など

🏁 ○ ●

優先課題５「産業廃棄物コンクリートへの
使用」を参照。

5．SDGs達成のための革新的資金調達 

5ｰ1　SDGｓ達成のための資金調達

21 ●

SEP船の建造代金を資金使途とす
るグリーンボンドを発行（SEP船建造
資金使途で世界初のCBI認証）

日本の洋上風力発電の
普及・推進に貢献

SEP型多目的起重機船の建造代金を資金使途とするグリーンボン
ドを発行。
・株式会社日本格付研究所（JCR）が実施する「JCRグリーンボンド
評価」の最上位評価である「Green1」を取得
・JCRを通じて、Climate Bonds Initiative（低炭素経済に向けた大
規模投資を促進する国際NGO）より認証を取得
・SEP船の建造を資金使途とした世界初のCBI認証

五洋建設 🏁 ● ○
五洋建設：https://www.penta-
ocean.co.jp/company/csr/report/2021
/pdf/2021_09.pdf

22 ●

サステナブルファイナンスによる資
金調達

持続可能な未来社会の
実現に貢献

サステナブルボンド、グリーンボンド等の資金調達により、サステ
ナブルの付加価値を持つ建造物を提供。2022年春に、東京都江
東区豊洲エリアにおいて国土交通省スマートシティモデル事業の
先行モデルプロジェクトである「ミチノテラス豊洲」の開業を予定し
ており、当該プロジェクトの建設資金等にサステナビリティボンドを
活用。

清水建設 🏁 ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/csr/
sustainabilitybond/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

23 ●

JICA 債 ソーシャルボンド 開発途上地域の経済及
び社会の開発若しくは復
興又は経済の安定に寄
与することを目的

SDGs 達成に向けた民間資金動員ツールとして 日本政府の施策
に位置づけられている。国内市場初のソーシャルボンドを発行以
降、発行趣旨に共感された 286 件の投資家様から投資表明。（加
賀建設、戸倉建設等）JICA債の調達資金は有償資金協力業務に
充当される。 JICA ○ ○ ●

JICA：
https://www.jica.go.jp/investor/bond/ku
57pq00001qs7yu-
att/bond_outline_01.pdf

24 ●

企業活動に必要な資金の調達手段
としてボンド（債券）を発行

SDGs達成に関連する活
動に充てる資金の調達
のため、サステナビリティ
ボンド（債券）を発行

サステナビリティボンド（HAPSボンド）の資金を成層圏から通信を
提供する事業に充当。通信環境があるかないかによって生じる情
報格差や教育格差（デジタルデバイド）を、HAPS（High Altitude 
PlatformStation）事業の推進により解消する。

ソフトバンク ●
ソフトバンク：
https://www.softbank.jp/sbnews/entry/
20220127_01

25 ●

サステナビリティ・リンク・ボンドを発
行、また、サステナビリティ・リンク・
ローンで資金調達

前掲No.17を参照 前掲No.17を参照。

－ 大林組 🏁 ●

前掲No.17を参照

6．途上国のSDGs達成に貢献する企業の支援 

6ｰ1　途上国への支援

26 ●

インドネシアの重症結核患者を救う
結核診断キット普及

迅速で効果の高い結核・
多剤耐性結核対策を目
指す

従来の検査方法は治療方針決定までに3-6週間かかり、費用負
担も大であったが、ニプロ社の結核診断キット「ジェノスカラー」は、
菌種・耐性菌の判定が同時にでき、検査期間が1日程度であるこ
とから、適切な治療方針決定までの期間の大幅な短縮が可能。

ニプロ　UBC社 ●
JICA：
https://www.jica.go.jp/priv_partner/infor
mation/sdgs/2021/20220331_01.html

27 ●

無停電工法を含めた安全且つ効率
的配電工事の機械化普及促進事
業

ホーチミン配電公社やハ
ノイ配電公社等の関係者
に対し、無停電工法の紹
介及び技術指導を行うこ
とにより、同工法並びに
同工法に要する高所作
業車や機材の普及を図
る

停電の80％以上は作業停電が要因とされ、過去に導入した米国
製大型高所作業車などを使用し、作業員の安全や墜落事故にも
懸念が生じていた。資機材は、米国製品よりも日本製品の方が東
南アジアに共通する狭い作業現場用に設計されており適している
ことから、無停電工法を含めた日本式配電工事の機械化において
は、日本製品の導入を働き掛けることで、同国の配電工事の効率
化を図った。

住友商事
アイチコーポレーショ
ン
きんでん

○ ○ ●

JICA：
https://www.jica.go.jp/activities/schem
es/priv_partner/case/release/kaihatsu_
vie01.html

28 ●

バングラディシュにおけるI T 技術
者の育成

I T 技術者の育成を通し
地方創生にも貢献

「ThinkBoard（シンクボード）」・ソフトを活用したeラーニングシステ
ムを現地パートナーのIT企業、BJIT社と共同開発。eラーニング市
場の拡大が期待されるバングラデシュで実証・普及を図り、ビジネ
ス展開とともに同国のIT技術者を育成。 教育情報サービス

（KJS）
●

JICA：
https://www.jica.go.jp/priv_partner/case
/release/journal/ku57pq00002azz01-
att/202102_04.pdf

29 ●

被災地の罹災証明書発行業務にお
ける災害調査支援
（地理空間情報によるパートナー
シップの推進）

被災地の罹災証明書発
行業務における災害調
査支援

令和2年7月豪雨の被災地（熊本県人吉市・球磨村・相良村）にお
いて、罹災証明のスピード発行を行うため、位置情報とCRM（顧客
管理システム）を掛け合わせたアプリケーション「UPWARD」のライ
センス無償提供を実施。

UPWARD ○ ●
内閣府地方創生SDGs：
https://corp.upward.jp/info/20201125

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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〔優先課題〕 ●：主要カテゴリ（１つ）、○：関連カテゴリ（複数可）
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出典（URL、文献名）
（閲覧日：2024年8月31日）

(注）
　セル内に複数のアドレスがある事例
　は、リンクを張ってないので、各サイト
　のアドレスをコピー＆ペーストして開

いてください。

6ｰ2　途上国のSDGｓ達成に貢献する企業への支援

30 ●

中小企業・SDGs ビジネス支援事業 開発途上国の課題解決
に貢献する日本の民間
企業等のビジネスづくり
を支援

企業の皆様が有する優れた技術や製品、アイディアを用いて、途
上国が抱える課題の解決と、企業様の海外展開、ひいては日本
経済の活性化も兼ねて実現することを目指す。

JICA ○ ● ○ ○
JICA：
https://www.jica.go.jp/priv_partner/activ
ities/sme/index.html

７.　国際社会との連携

7ｰ１　国際社会との連携

31 ●

国連グローバルコンパクトへの署名 組織に集団行動を通じて
責任ある市民として意識
を向上することによって、
グローバル化が進む社
会に挑戦する解決策の
一環を担う

2013年に国際連合が提唱する「国連グローバル・コンパクト」に賛
同。地域のネットワークイニシアチブであるグローバルコンパクト
ネットワークジャパンを通じて、SDGs達成に向けた活動を多くの企
業と連携。

清水建設 🏁 ○ ●
清水建設：
https://www.shimz.co.jp/company/csr/
basis/

〔SDGs17の目標〕 ●：主要目標（１つ）　　○：関連目標（複数可）　←WGの判断による
　　　　　　　　　　　　実施主体が公表した関連目標はすべて●とし、塗りつぶし          で示しています。
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(1) SDGsにおける17の開発目標と169のターゲット

(2)「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」

石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

(3)  参考・引用文献
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1）目的

SDGｓの基本から学び、本報告書のとりまとめに資するため、建設業をはじめ、
多方面にわたりSDGｓや社会的課題に取り組む専門家による講演会を開催した。
ここでは、SDGｓの取り組みの参考にしていただきたく、講演会の要旨を掲載した。

2）講師

石井雅章 神田外語大学 グローバル・リベラルアーツ学部教授

(兼任) 教育イノベーション研究センター 教授 (センター長)

(兼任) 学長補佐

3) 開催日、場所

2022年9月26日、日本建設業連合会6階特別会議室

4）内容

① 3つの特徴から、SDGｓをあらためて理解する

② 「持続可能な開発（Sustainable Development）」を理解する

③ 日本政府の取り組みを整理・理解する

④ 建設業としていかに取り組むか

〔補足〕優先課題１，２，７，８を考えるための視点

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨
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① 3つの特徴から、SDGｓをあらためて理解する 

⚫ 1つ目の特徴： バックキャスティングの視点

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

• SDGｓとは、2016年から2030年までの国際社会が目指す目標群

国連総会において、全会一致で採択された「2030アジェンダ」
の中に「持続可能な開発目標（SDGｓ）」が示された。

• 将来のあるべき姿「持続可能な世界」からのバックキャスティングによる視点

将来のあるべき姿「持続可能な世界」
からのバックキャスティング

2030年は8年後
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⚫ 2つ目の特徴： 具体的な目標(ターゲット)と指標(インディケーター)がある

• SDGｓには、持続可能な世界を実現するための目標がある。

➢ 17のゴール：よく見かけるのは17のゴールですが、どちらかというと分野

➢ 169のターゲット ：より具体的な目標であり、企業にとって17の目標より重要

•世界中の700万人以上の関係者から、各地域、各分野の現状等を意見収集

•現在の「持続不可能な状態」をふまえて、169の具体的なターゲットを設定

➢ 231の指標 ：169のターゲットに対応した指標が設定

(例）・目標12：持続可能な生産消費形態を確保する。

・ターゲット12.3：2030年までに小売り・消費レベルにおける世界全体の一人
当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・
サプライチェーンにおける食料の損失を減少させる。

・指標12.3.1：a)食糧損耗指数,b)食糧廃棄指数

１～６：人間が尊厳を持って
最低限生きる基盤に関わる

７～12：豊かさを享受する・
実現する方法に関わる

13～17：環境と平和と公正に
関わる

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨
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• 我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ（仮訳）：
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf

• SDGｓターゲットと指標（インディケーター）（仮訳）：
https://www.soumu.go.jp/main_content/000562264.pdf

• SDGsレポート（毎年7月に発行）：
https://unstats.un.org/sdgs/report/2022/The-Sustainable-Development-Goals-Report-2022.pdf

日本語概要版：
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_report/

• Sustainable Development Reports（SDR)：国別ランキング・評価(スコア）の変動など
https://www.soumu.go.jp/main_content/000562264.pdf

•順位の変動でなく、スコアと傾向
が重要（100点でSDGｓの目標と
ターゲットをすべてクリアしてい
る。1位の国で85点程度）

•国別プロファイルで、直接的に関
連する分野、間接的に関連する分
野、関連しない分野について、企
業または業界が依存している各国
のプロファイルの特徴を把握して
おくことは必要

•日本の強みは教育とインフラ。弱
いのは、ジェンダー平等と環境。
環境は、生物多様性や繋がり・関
係性の部分が弱く、環境面での評
価軸が変化していることに留意

（画像：SDRダウンロードデータ https://dashboards.sdgindex.org/profiles/japan）

《参考資料》

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000562264.pdf
https://unstats.un.org/sdgs/report/2022/The-Sustainable-Development-Goals-Report-2022.pdf
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_report/
https://www.soumu.go.jp/main_content/000562264.pdf
https://dashboards.sdgindex.org/profiles/japan
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⚫ 3つ目の特徴： 目指すべきビジョンがある

SDGｓは、2015年9月に国連総会で採択された「2030アジェンダ」（行動計画）という文書に
提示されており、目指すべきビジョンが示されている。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf

アジェンダのタイトル

• 今までの豊かさを追求するやり方（現状の世界）は「持続可能」ではない

• 改善（問題が起きて解決する）ではなく、構造的な変革が必要である

• そのためには関係性（自然と社会との関係、人間と自然との関係、人間と社会との関係、
人間同士の関係など）とその総合体であるシステムの変容が求められる

• 「あるべき世界」からのバックキャスティングにより実現することが必要

• アジェンダの前文を関係者で読んで、皆で考えることが重要

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf
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⚫ まとめ

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

SDGｓの全体構造を理解したうえで取り組むことが必要
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✕ 持続可能な「開発目標」 ○「持続可能な開発」(を実現するための)目標

② 「持続可能な開発（Sustainable Development）」を理解する

持続可能な（Sustainable）

• 他の人が「ニーズ」を満たす能力
を損なわないかたちで

• わたしたちの「ニーズ」を満たし
続ける

開発（Development）

• わたし（たち）の「ニーズ」を満たす

• 「ニーズ」とは、経済的な需要だけではなく、
精神的・社会的・文化的な欲求が含まれる

• また、個人の潜在能力の発揮を含む

• 広い意味で「ゆたかになる」こと

従来型の開発（Development）は二つの公平性に欠いてきたという事実
（2030アジェンダが成立した前提）

具体的には、 ・環境：資源を使い切り、汚染を残す

・格差：すでにゆたかさを手に入れた人がさらにゆたかになり、
いまだゆたかさを手に入れていない人がさらに貧しくなる

二つの公平性の概念が含まれており、同時に達成する

① 世代内の公平：同時代に生きるすべての人々の公平

② 世代間の公平：将来世代を生きるすべての人々の公平

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

⚫ 持続可能な開発という一つの概念（考え方）



⚫  持続可能な開発が同時に満たすべき3側面

・経済面：物質的なゆたかさ （ゴール  7～12）

・社会面：人間の尊厳を満たす （ゴール  1～  6）

・環境面：すべての生命の基盤 （ゴール13～15）

参考-17

⚫ 2030アジェンダとSDGｓ

Sustainable

Development

Goals

・人間 Peaple（社会面）

・地球 Planet（環境面）

・繁栄 Prosperity（経済面）

・平和 Peace（土台）

・パートナーシップ Partnership（手法）

⚫ まとめ

すべての人々が

環境に配慮しながら

人間の尊厳をもって

ゆたかに生き続けることができる

「持続可能な世界」を

実現するための目標

5つのＰを同時に実現
することで、 SDGｓ
は達成できる

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

（画像：国際連合広報局
https://www.unic.or.jp/files/UNDPI
_SDG_0707.pptx )

「持続可能な開発目標（SDGｓ）」とは？

https://www.unic.or.jp/files/UNDPI_SDG_0707.pptx
https://www.unic.or.jp/files/UNDPI_SDG_0707.pptx
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③ 日本政府の取り組みを整理・理解する

⚫ 持続可能な開発目標(SDGｓ)推進本部

⚫ SDGｓ実施指針(2019年改定)

（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/index.html )

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/kaitei_2019.pdf )

• 日本政府の取り組み(本部長:内閣総理大臣、主な内容：本部会合の開催、SDGｓ実施指針
(8つの優先課題)の改定、各年のアクションプラン策定）

• 実施指針の内容は、経済政策「骨太方針(経済財政運営と改革の基本方針)」と連動させて政府
は取り組んでいるので、今後も改定される可能性がある。新しい資本主義の内容に変わるこ
とが予想される。（https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/cabinet-index.html)

• あらゆる（事業）活動を、実施指針の「ビジョン、8つの優先課題」の観点から満足しているか
捉え直すことが求められる。一方で、８つの優先課題やアクションプランを項目としてリスト化
すると、どのアクションプランの項目が会社と関係するしないで濃淡をつけて、どれをやるかの
議論に陥りやすいので注意が必要である。

• 「今後の推進体制」は限定的すぎるので、それぞれの立場・活動をSDGs全体から捉え直す視点
に欠けている。これをやればよいという考えに陥りがちで注意が必要である。

(自分たちの取り組みを見直すべきところが、結びつきの強い分野だけやればよいという考えに   
ずれていかないことが重要）

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

• Society5.0は、SDGｓとの親和性は高いが、SDGｓ＝Society5.0ではないことに留意する。

Society5.0は、科学技術の振興政策（技術で社会的課題を解決し、よりよい社会をつくっていく）
（経団連HP: https://www.keidanrensdgs.com/society5-0forsdgs-jp)

（内閣府HP: https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/)

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/kaitei_2019.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/cabinet-index.html
https://www.keidanrensdgs.com/society5-0forsdgs-jp
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
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⚫ 地域循環共生圏（脱炭素・SDGｓ構想）

⚫ 自治体のＳＤＧｓ（地方創生SDGｓ）

（https://www.env.go.jp/seisaku/list/kyoseiken/index.html )

（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/index.html)

• 2018年4月に閣議決定した第五次環境基本計画では、国連「持続可能な開発目標」（SDGs）や
「パリ協定」といった世界を巻き込む国際な潮流や複雑化する環境・経済・社会の課題を踏ま
え、複数の課題の統合的な解決というSDGｓの考え方も活用した「地域循環共生圏」を提唱し
ている。

• 「地域循環共生圏」は、人・モノ・金が限られている中で、1つのことで複数の課題を同時達成
することを焦点にした内容で、これができればSDGｓを達成できるというわけではない。

• 「地方創生SDGｓ」は、地方活性化のための政策であり、「SDGsを使うと地方創生に資する」
と記載してある。これをやれば、SDGｓの達成ということではない。

⚫ （各年の）アクションプラン

• 8つの優先課題のアクションプランが毎年更新される。

• 政策としては、アクションプランは分野別の項目になりがちで、どれをするかの議論にならない
よう注意が必要である。

（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/index.html )

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

⚫ まとめ

各国の政府が重点的に取り組む政策があり、各政策とSDGｓとが、どのように関連づけられて

いるかに着目することが重要である。SDGｓに関係した政策であっても、すべての政策がSDGsに

重点を置いているわけではない。

https://www.env.go.jp/seisaku/list/kyoseiken/index.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/index.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/index.html
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④ 建設業としていかに取り組むか

各目標の同時解決

⚫ 同時解決を実現する

•「持続可能な開発」の実現
には、経済･社会･環境の
３側面を同時に満たすこと
が必要である。

•さらに実現に向けた方法と
プロセスの公平さ、透明性
が求められる。（結果がよ
くてもやり方が悪ければだ
め）

➢ ガバナンスの視点

➢ ESGとの接合（親和性）

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

各目標の相互作用

➢シナジー(相乗効果)：ある
目標の達成が別の目標達成
に寄与

➢トレードオフ(相克)：ある
目標の達成が別の目標達成
を阻害

• SDGｓへの取り組みを相互
連関として捉える。(169の
ターゲットに取り組むこと
で、どのような効果が得ら
れるか)

事業と目標の相互作用

•事業が価値を生み出すほかに、目
標達成に寄与するシナジー    また
はトレードオフがあるかの観点で、
自身の事業を分析

※事業活動の棚卸しとトレード
オフ・リストを作成しておくと、
ある技術を導入することで、
トレードオフが解消またはシナ
ジーに変わることがある。

➢シナジー(相乗効果)：ある事業
の遂行が目標達成に寄与

➢トレードオフ(相克)：ある事業
の遂行、あるいは今のやり方で
やっていると目標達成を阻害

SDGｓは統合的な目標

⚫ 統合的に取り組む

•組織の場合は、本業のあり方・やり方を捉え直すこと
が重要

従来のやり方（Business as Usual）からの脱却

•各ゴールをバラバラに扱うのではなく、
一つのまとまったものとして扱う
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⚫ SDGｓを統合的に取り組むための8つのフェーズ

1) 存在を認識する 2) 内容を「理解」する

3) 関連するものを当てはめる 4) 貢献できるものを当てはめる

（企業や業界団体として説明できるようにする）

（④で終わると、統合的な取り組みにならない）

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨
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5) ステイクホルダーに当てはめる 6) ステイクホルダーとの関わり方を捉え直す

7) 既存のシステムを捉え直す 8) システム内でのあり方を捉え直す

（どのようなステイクホルダーがその事業やサービスにあ
るかを洗い出し､ステイクホルダーにとってどのような
目標･ターゲットが大事か､直接関係あるかを考える。）

（経済的な取引上の考え方だけではなく、働き方や健康や
ジェンダー平等、環境影響といったことまで、かかわり方
をもっと良くすることができないかを考える。）

（生態系など人間の力で生み出すことができない仕組み
があれば、その仕組みを前提として、その仕組みの中
でのあり方、ふるまい方、活動の仕方を捉え直す。）

SDGsは人間中心
の考え方のため、
人間の力ではどう
することもできな
いことがあるとい
う発想の中で、行
動や関わっていく
フェーズも取り入
れる必要がある。

マネジメントシス
テムの環境側面の
洗い出しをSDGs
の項目に当てはめ
るイメージ

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

（システムそのものの変革。一企業だけではできない
場合もある）
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⚫ まとめ ～ 建設業としていかに取り組むか ～

• 現状の世界は「持続可能」ではない

• 改善ではなく、変革が必要である

• 関係性とシステムの変容が求められる

• 「あるべき世界」からのバックキャスティングが必要

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨

こういうイメージではなく… こういうイメージ！

あらためて、SDGｓの実現には
世界の変革が求められている

17のゴールそのものが最終目標ではない 17のゴールの先に目指すべきビジョン
「持続可能な世界」が提示されている
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〔補足〕優先課題１，２，７，８を考えるための視点

⚫ エンパワメント(Empowerment)

多様な人が有するそれぞれの能力を引き出せるようにする

⚫ 豊かさの共有(Shared Prosperity)

豊かさの恩恵をできるだけ多くの人が享受できるようにする

⚫ 意思決定の透明性(Transparency)

事業活動に関わる意思決定手法･プロセスをステイクホルダーが知ることができるようにする

⚫ ビジョンとデータに基づく(Vision and Data Oriented)

組織が目指すビジョンを提示し、データに基づいて現状を把握する

社会的に重要性が高まっている政府が示した次の4つの優先課題について、考える視点を提案

いただいた。

優先課題１：あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現

優先課題２：健康・長寿の達成

優先課題７：平和と安全・安心社会の実現

優先課題８：SDGs実施推進の体制と手段

（例）ロボットスーツの導入

（例）ユニバーサルデザイン

(2) 「あらためて理解するＳＤＧｓの本質と建設業の取り組み」
石井雅章氏（神田外語大学 教授）講演会要旨
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本資料で提示させていただいた建設業におけるアクションプランの概要および取り組み事例

が、企業・団体のSDGsの取り組みのきっかけや参考になり、建設業全体のSDGsへの取り組

みの推進に役立てば幸いです。

資料の作成にあたり、アンケート調査にご協力いただいた会員会社のご担当者、ならびに、

講演や資料のご提供をいただいた石井雅章先生に感謝申し上げます。

 土木工事技術委員会 環境技術部会

「建設業におけるSDGsに関する調査」ワーキング
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